



























































俺の青春を生け贄に、彼女の前髪をオープン２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　休部騒そう動どうの一件から、少し経過した７月初しよ旬じゆん。

　夏到とう来らい。容よう赦しやない日差しが外では肌はだを照りつけるものの、屋内は屋内で地じ獄ごく。

　サウナ状態、というのは少々盛りすぎかもしれないが、プール内にある倉庫はビニールハウス状態。まとわりつく空気が否いや応おうなしに身体からだを熱くさせ、全身からは汗あせが滲にじみ出る。

「あ～……あっちぃ～……」

　何故なぜ、倉庫内にいるかといえば、ビート板などの備品を点検中だから。何故、そんなことをしているかといえば、学校の製氷機を利用してかき氷を食べようとしたのがバレたから。

　なんだよ。部室にクーラーないんだから、かき氷機とシロップくらい持参してもいいじゃないか。

　うなだれながら体操着をパタつかせていると、俺の真横で備品の整理をしていた少女が反応。すかさずポケットからハンカチを取り出し、額の汗を優やさしく拭ぬぐってくれる。

「拭ふき拭きするですっ」

　ああ……、なんてコイツは良い子なんだろうか……。暑さが和やわらぐわぁ……。

「ありがとなぁ……、サリュ」

「いえいえ♪」

　ニパァ、と満開な笑えみがよく似合う、俺の幼おさな馴な染じみ。

　名をサリュ＝ニコルソン。シャンパンゴールドな艶つややかな髪かみ、西洋人の母譲ゆずりの真っ白な肌は、精せい巧こうにできた人形のよう。さすがは日本とイタリアのハーフっ子である。

　しかしながら、サリュの専売特許はハーフにあらず。１億人に１人が発はつ症しようするといわれているオッドアイこそが最大の武器だ。

　本日も、あどけなくも整った顔立ちに左右色いろ違ちがいの瞳ひとみが眩まぶしい。

　……とはいかない。

　瞳が見えないほど、うざったいほどに前髪が長いから。

　サリュは美少女ながら超ちよう絶ぜつ恥はずかしがり屋のコミュ難なのだ。今現在、俺監かん修しゆうのもと学園のヒロインになるべく、ニコ生をメインに頑がん張ばっている最中である。

　倉庫内で見つけたであろうゴーグルをサリュは装着。前髪をヘアゴムで縛しばると俺を覗のぞき、

「これさえあれば目の色がバレないです♪　登校中も授業中もずっと着けてたいです！」

「そんな変な奴やつとは一いつ緒しよにいたくねーよ……」

「ええっ!?」

　ハイテンションからローテンションへ。「文明の利器なのに……」としょんぼりと棚たなにもたれようとする。が、棚最上部の巨きよ大だいサイズの浮き島が傾かたむき始め……、

「危ない！」

「？　何がです──、ひゃ!?」

　引き寄せる時間もないと、サリュへと覆おおいかぶさる。直後、２人一緒に浮き島の下した敷じきになってしまう。

「びっくりしたぁ……。サリュ！　大だい丈じよう夫ぶか？」

　思っていたよりも重さはないが、小こ柄がらなサリュが怪け我がをしていないか心配で仕方ない。

「……おい」

　俺の心配をよそに、しれっと腰こしに手を回し、さらには柔やわらか頰ほっぺをスリスリと胸むな元もとに押し付けてくるサリュ。

「えへへ……、すいませんですぅ……えへへ♪」

「１回目と２回目のえへへの意味、違うよな？」

「否定はしないですっ♪」

　暑い部屋にいただけあり、サリュのいつも以上に火ほ照てった体温が艶なまめかしく、発せられる甘い香かおりにもクラッ、と意識を持っていかれそうになってしまう。

　例えるなら、柔じゆう軟なん剤ざいたっぷりのバスタオルに包まれている感覚だろうか。

　いくら幼馴染だとしても、この状じよう況きように緊きん張ちようしないほど俺は人間が出来上がっていない。

　緊張したっていいじゃないか。童どう貞ていだもの　たろを

「あ、暑いから離はなれろ！」

「暑くても離れたくない中毒性があるですぅ……」

「俺は、かっぱえ○せんか！」

「サリュ、タロ様とだったら、このまま溶とけてもいいですぅ……」

「俺は溶けたくない！　っていうか話を聞け！」

「冗じよう談だんじゃないですかぁ」とサリュがようやくに離れてくれ、次いでのしかかる浮き島も払はらいのける。

「ほら。いい加減ゴーグルも取れ」

　そう言いながらゴーグルを取ってやると、前髪がアップされたままのサリュは、オッドアイ丸出しの美少女モードへ。

　俺としてはこの状態で満足ながら、サリュは不満ありあり。あえてスルーしようとするものの、ひしっ、と片かた腕うでに抱だきつかれてしまい、縛られて角つののようになった前髪をヒョコヒョコとアピールしてくる。

　言いたいことはよく分かる。「こっちも取って」とのことだ。俺以外の前ではオッドアイを見せるのは恥ずかしいのだから。

「分かったよ……」

「♪」と嬉うれしそうに俺を見つめてから目を瞑つぶり、爪つま先さき立だつサリュ。

　なんかキスをせがまれてるみたいで緊張する……。

　いかんいかん！　コイツのド天然行動に振ふり回されてたまるか！

　ゆっくりとヘアゴムを取ってやれば、前髪は完全にダウン。オッドアイが全く見えなくなってしまうコミュ難モードのサリュへとチェンジ完かん了りよう。

　汗で少しくっついた前髪をワシャワシャしてやれば、サリュも嬉しそうに、もっともっとと頭を寄せてくる。

「お前は犬かっ」

「タロ様のお嫁よめさんですよ？」

　もう突つっ込まん……。

「はいはいバカップル。いちゃつくのは仕事してからなー」

　倉庫に入ってくるのは、同じオルタナティ部の部員であり、親友でもある遠とお山やまキンタ。

　さすがは女子力の高い関西人。外に出していた全すべての備品を仕分け終えたらしい。

　いちゃついてないとキンタに抗こう議ぎしようとするが、「はーい」と言いながら立ち上がるサリュを見てしまえば、悲しくも抗議する気が失うせてしまう。

　キンタは俺が脇わきに抱かかえる浮き島を見ながら、

「そのデカい浮き島、使わんから捨てろって先生が言うてた奴やで」

「あいよ。そんじゃあ捨ててくるわ」

　浮き島を担かつぎながら倉庫から出た瞬しゆん間かん、太陽がメラゾーマ発動。

　うわ……、外も外でやっぱり暑ぃ……。

　日差しを遮さえぎるべく、浮き島を頭に載のせて移動開始。少し前のサリュなら１人になるのが嫌いやだと付いてきていただろうが、キンタに馴なれたこともあり今では作業に集中している。進歩したものである。

　プールサイドを移動していると、他ほかの不用品を捨てに行っていた少女が前から歩いてくる。

　体操着トップスにスク水を着込む姿は微びエロ。

　微エロな女子の名を八や重え樫がし桜さくら。サリュがイタリアに引っ越こした後の空家に越してきた、俺とは小中高と腐くされ縁えん。こいつもまた幼馴染である。

　桜とすれ違いざま、

「太た郎ろう、何かプールに落としたよ？」

「え。噓うそ──、！　うおっ!?」

「うっそ[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

　プールを覗こうとしたタイミング。桜の膝ひざカックン攻こう撃げきをモロに受け、浮き島ごとヘッドダイビングを決め込んでしまう。

　水面から顔を出せば、俺を見下ろしながら満足げにニヤついている桜がお出で迎むかえ。

「何すんだ！　体操着までビチョビチョじゃねーか！　海パン穿はいてたからいいものの！」

「手伝ってあげてるんだから、こんくらいイイじゃん♪」

　そう言うと、いーっ！　と白い歯を見せびらかし、お馴な染じみの威い嚇かく攻撃。

　お前もかき氷食おうとしてたくせに……！

　しゃがみ込み、未いまだにニヤニヤしている顔が憎にくらしく、桜の下半身をガン見。

「桜、スク水食い込んでる」

「え!?　噓!?」

　真っ赤になりながら、咄とつ嗟さに大事な部分を隠かくす桜に大だい爆ばく笑しよう。

「噓だよバ─────カ！　食い込んでたら、むしろ教えねーし！」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　そのときは教えなさいよ───ッ！」

「すびばせんんんんん[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　殺やる気スイッチオン。鬼き神しん化した桜が、２本のスティックタイプのビート板を双そう剣けん代わりに乱らん舞ぶ。吹ふき上がる太陽のコロナの如ごとく、俺に剣けん尖せんが全方位から殺さつ到とう。

　脅きよう威いの27連撃目が、俺のこめかみに叩たたきつけられた直後だった。

「タロ様の仇かたきぃ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　おとっさんの仇ばりに、おサリュが背後から桜を押しやる。

　機き敏びんにもプールに浮ういている浮き島へ桜は飛び移り、攻撃を回かい避ひすることに成功。

「残念だったね、サリュちゃん」

「むぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ドヤ顔の桜と、頰をパンパンにするサリュ。今でもこうやって揉もめることはあるものの、以前に比べればライトになったものだ。じゃれ合いにすら見え、程ほど良い友好関係を結べていると言える。

「２番目のくせに[image: ～][image: ～][image: ～]……！」

「番号で呼ぶな！　前髪お化け！」

　相変わらず悪口は言い合うのだけども。

　意外にも負けず嫌ぎらいなサリュは、

「まだ残念じゃないですっ！」

　唐とう突とつにサリュは体操着を脱ぬぎ始め、中から現れるのは伝説の白スク水。ゼッケンには『みらの』と書かれたキンタ特注のコスチュームである。

　ぴょん、と桜の乗る浮き島に飛び移り、

「手押し相撲ずもうで勝負ですっ！」

「面おも白しろいわ。望むところよ！」

　売られた喧けん嘩かは買わないわけにはいかないと、桜も体操着を脱ぎ捨ててスク水姿に。

　スク水美少女たちが手押し相撲……？

　ビッグチャンス！　サリュや桜のいるレインダンスをプロデュースしている身としては、この状況を見み逃のがすわけがない！

　ボコボコにされたダメージを忘れ、ベンチへ全力疾しつ走そう。

　バッグから黒髪ツインテのウィッグを取り出すと、振りかぶって投げる！　気分は強きよう肩けんバタ子さん。

「サリュ！　ミラノモードへ変身だ！」

「は、はいですっ！」

　アドレナリン分ぶん泌ぴつ中のサリュは、キャッチしたウィッグを何の抵てい抗こうもなく被かぶる。

　我らがマスコットガール、ミラノたそ降臨。

　こんなこともあろうかと、白スク水とウィッグを用意しておいて正解だったぜ！

「キンタ！　生放送の準備を！」

「安心せい！　もうできとる！」

　さすが思考レベルが同じ親友。既すでにスマホで撮さつ影えいしており、早すぎて引く。

　さすがサリュや桜のファンたち。ニコ生開始数秒で入場しており、早すぎて引く。

　……あれ？　何でコイツらは手押し相撲するんだっけ？

　ミラノモード。学園のヒロインになるべく誕生した、サリュのもう１つの姿である。

　コミュ難ないつものサリュではない別人になりすますことで、堂々とオッドアイを見せることが可能となり、オルタナティ部で開設したニコ生コミュニティ、『ミラノちゃん愛好会』で活かつ躍やくする謎なぞの美少女である。

　最近では、俺たちが保有するもう１つのコミュニティ、『密着！　レインダンス24時』のＭＣなんかも務めていたりとマルチに活躍中。

　レインダンス３人の対たい抗こう馬ばとして、密ひそかに脚きやつ光こうを浴び始めている存在なのだ。




『がんばれミラノたそ！』『負けるな！』『白スク水に鬼おに萌もえ』

『いったれ桜たん！』『生足いただきました！』『くびれたウエストが流石さすがです、桜様』

　ミラノ派と桜派のコメントがディスプレイを入り乱れる中、プールに浮かぶ巨きよ大だい浮き島上で、見つめ合うスク水少女たち。

　審しん判ぱんである俺が試合開始のコール。

「無制限１本勝負。始め！」

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　コール直後。悲鳴を上げながらサリュ、錯さく乱らん。

　そりゃそうだ。桜にからかわれてちょっとムキになっただけで、中身はか弱い女の子なのだから。

　オッドアイになったから身体能力が上がるわけなく、視界不良が通常に戻もどるだけ。サリュ自体中ちゆう二に病びよう患かん者じやでもないから、プラシーボ効果も皆かい無む。

　悲しくもサリュのツッパリラッシュは空を切り続ける。

　ディスプレイには多数のミラノ応おう援えんコメントが届いているものの、水上では見ることもできないし、目を瞑っている時点で届かぬ声援。

　サリュ……、ミラノモードをもっと活いかそうぜ……。

　ついにはコメント欄らんが、『ＭＩＳＳ！』『ＭＩＳＳ！』『ＭＩＳＳ！』で埋うめ尽つくされ、桜にも同情される始末。

「ミラノちゃん……、いいのは威い勢せいだけだったのね……」

　ため息づきながら桜は回避体勢だった腕うでを下げ、その腕を後ろへと引いて力を溜ため込む。

「せめてひと思いに落としてあげる！」

　まずい！

　ポケ○ントレーナーばりに叫さけんでしまう。

「ミラノ！　イナバウアー！」

「ほえ？　は、はいですっ！」

　目を瞑っていようともさすがはサリュ。俺の声にすかさず反応し、ぐにゃりと身体からだを弓なりに。サリュの足がプルプルと必死に堪たえ続ける。

　桜も予想だにしない動きだったらしく、

「え!?　あ、と、と、と……！」

　前ぜん傾けい姿勢になりながら必死につま先に力を入れ、体勢を後方へと戻すことに成功。しかし、傾かたむきすぎた浮き島の反動を受けて、完全に静止することができず。

　勝機！

　未だにイナバウアーしているサリュに攻撃命令。

「いけミラノ！　滅ほろびのバーストストリィィィ────ム！」

「は、はいですっ！」

　限界体勢から一気に上半身を起き上がらせる、オッドアイズホワイトミラノ。

　勢いそのままに両手から放たれる掌しよう打だが、桜の手へと一直線。

「っ！　このぉ……っ」

　桜も負けじと根こん性じようを見せ、両手を広げ回かい避ひ。

　したのだが……。

　距きよ離り感かんを摑つかめていないサリュが、桜の胸を豪ごう快かいにも押し潰つぶす。

「ひゃっ……！」

　ぎゅむぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！　と、風船が握にぎり潰されるかのように、桜の胸の谷間が隆りゆう起き。

『ふぁ!?』『ありがとうございます！　ありがとうございます！』『これがあるから生放送は止やめられんのじゃい！』『ありがとう！　そして、ありがとう！』

　視し聴ちよう者ワッショイ。

「な……な、な……な……」

　桜は口をわなわなさせフリーズ状態となり、サリュはサリュで思考停止状態。

　これは桜が気の毒だな……。

「攻撃は中止だ、ミラノ！　目を開いて現実を受け入れろ！」

「え……？　あ……。桜さんのおっぱい……？」

　ようやくに現げん状じよう況きように気づいたらしく、サリュはゆっくりと手を離はなしていく。

「？　ミラノ？」

　どうしたのだろうか。サリュの手や指の形がピクリとも動かない。それはまるで桜の胸の大きさ、形をキープしているようで……。

　あ……。

　不安的中。形状記き憶おくした手を、サリュは自分の胸に押し当てようとする。

　押し当てようとするのだが、桜よりも胸のボリュームが足りず。己おのれの手と胸の間にはエアポケットが発生してしまう。

　そんなはずはない。自分はもっとやれるはずだと何度も何度も……。

　繰くり返すこと数秒。サリュの首がゆっくりと回り始め、俺を発見。

　刹せつ那な、顔がクシャ、と歪ゆがんでサリュ号ごう泣きゆう。

「ううっ……！」
















「なんで俺見んの!?　胸の大きさは気にしないって前も言ったじゃねーか！」

　大切なものを失ったかのように、憔しよう悴すいしきった桜がボソリ。

「小さいほうが好きなのね……」

「そんなこと言ってねーわ！　大小問わずだよ！　なぁ皆みんな!?」

　賛同を視聴者に求める。残念なことに今のコイツらには、どうでもいいことらしい。

『特等席代われハゲ！』『最さい後ごの晩ばん餐さんを楽しめ』『コロスコロスコロス』『明日あしたの放課後、校舎裏で待ってます』『明日の放課後、伝説の樹きの下に埋めます』

「なんだよチクショウ！　放課後どっちに行っても死ぬじゃねーか！」

「こらぁぁぁぁ！」

「！　そ、その声は……」

　プール内、それどころか校舎内に響ひびき渡わたる野太い怒ど号ごう。

　激オコな岩いわ田た先生が登場。

「点検サボって何をお前らは遊んどるんだバッカモ─────ン！」

「アカン……。正論過ぎて、何も言えへんわ……」

　キンタは「さいなら！」と手短に生放送を終しゆう了りようさせ、その場で足あし踏ぶみ。

「ワンチャン賭かけて逃とう走そうしよや！」

「賛成！　ミラノと桜！　とにかく逃にげ──、……おい」

　空を見上げ悲観するサリュと、水面を見下ろし倒たおれこむ桜。

　ＯＨ……。

　俺とキンタは互たがいを見つめ合い、思わずフッ……、と笑ってしまう。

　同時にハンズアップ。

　この後、めちゃくちゃ怒おこられた。








１章






　説教及および、再開した備品点検をようやくに終了したのは夕方過ぎ。

　職員室へ倉庫の鍵かぎを戻し、先に帰った３人を追いかけるべく旧校舎へと続いた通路を歩く。

「タロ様～♪」

　バスタオルをポンチョ代わりにした、コミュ難モードのサリュが飛びついてくる。どうやら待っていてくれたらしい。

　丈たけの短いバスタオルに白スク水は、なんだかショーツのよう。体操着トップス＆スク水とは違ちがうエロスがあり、パンツじゃないから恥はずかしくないもん！　と言わせたい。

「わ！　タロ様の背中真っ赤ですよっ!?」

「マジか……。岩田先生に背負い投げされたときだろうな……」

　日焼けかと思い込んでたけど、やっぱり打ち身だったか。

　水面じゃなくてプールサイドでやられてたらダークサイドに堕おちてただろうな……。

「大だい丈じよう夫ぶですかぁ？」

「大丈夫と言ったら噓うそになるな……」

「ひ～ん……！」

　さも自分のことのように青ざめてくれるサリュ。すると、何やら小ぶりな唇くちびるに手を当てて、うんうん考え込み始める。

「えっと……、そういうときの呪じゆ文もんは……、あ！　ホイミですっ！」

　ゲーム実じつ況きようで覚えたワードを言いながら、サリュが俺の背中にハンドパワーを捻ねん出しゆつ。必死に指をクニクニワキワキと動かして本人はいたって大おお真ま面じ目め。

　外傷には無意味だけど、心は全回復したよ可愛かわいいなコンチクショウ。

　感謝を告げながら大丈夫アピールしていると、

「？　騒さわがしいな……」

　中庭方面が何やら賑にぎわっているらしく、少し離れた場所でさえ喧けん騒そうが耳に届く。

　気にならないわけがなく、サリュと一いつ緒しよに校舎裏から覗のぞいてみれば、テラスのベンチに人だかりができているではないか。

　正方形型のベンチを囲うように、男女問わず多くの生徒が和気あいあい。誰だれもが幸せそうに顔をほころばせ、その中でも一ひと際きわ輝かがやく笑え顔がおを見せるのは、１人ベンチに腰こし掛かける少女。

　少しタレ目な瞳ひとみに薄うすく引かれたアイラインや、柔やわらかそうな唇に塗ぬられたグロスは、一層に彼女を際立たせる。ツーサイドアップを施ほどこすヘアスタイルは、毛先にのみあてたウェーブパーマがフワフワで艶つややか。

　派手めではなく、背せ伸のびし過ぎていないナチュラルな感じが好感度増し増し。おしゃれに無む頓とん着ちやくな俺ですら、足し算引き算をちゃんと分かっているんだと理解できてしまう。

　総評。今日もたいへん可愛いでしょう。

　俺はあの美少女を知っている。というよりも、この学園で知らない奴やつはいないだろう。

「ほぁ……、お綺き麗れいな方ですねー」

　知らない奴発見。留学してきたばかりだし知らないのも無理はないけども。

　接点が多少あるだけに、思わず誇ほこらしげに紹しよう介かいしてしまう。

「あの人は山やま本もと月ルナ先せん輩ぱい。この学園のトップアイドルだ」

「学園のアイドルさん？　ということはもしかして、桜さんのお知り合いですか？」

「そのとおり。桜と朝あさ霧ぎりさんと同じレインダンスのメンバーだ」

　山本月先輩。レインダンスの歌うた姫ひめ＆ベースを務める１つ上の上級生である。

　すなわち、学園のヒロインを目指すサリュ最大の目標であり、最大のライバルとなる存在。

「あの方のおパンツはいくらですかぁ？」

　サリュの人気を確かく認にんする指標が、俺のせいで残念なことになっとる……。

「５万は濃のう厚こうだな」

「ご、５万円ですかっ!?　桜さんでも２万円だったのに凄すごいですっ！」

　あまりの高級パンツに、さすがのサリュも一体どんな人なのか興きよう味み津しん々しん。

　１人の女子生徒とルナ先輩の会話に耳を傾かたむける。

「ルナ先輩のネイル、インスタにアップしてた奴ですよね？　すっごく可愛いです！」

「ありがと～！　友達に誕プレで貰もらったの♪　すっごい可愛いよね！　ずっとヘビロテしてるんだ～♪」

　嬉うれしさを抑おさえることができないと、ルナ先輩が女子の両手を握り締しめてはしゃいでいれば、

「スカート汚よごれるから、俺のハンカチ敷しけって！」

「こっちのがタオル生き地じだから柔らかいよ！」

「俺の今いま治ばり産タオルを！」

　複数の男子がハンカチを取り出し、ダチ○ウ俱ク楽ラ部ブ状態。相変わらずのモテっぷりだ。

「も～！　喧けん嘩かしないの！　っていうか、皆も座りなよ！　ルナだけ座ってて何かエラい人みたいで嫌いやだな？」

　争っていた男子たちの手を引っ張り、無理矢理にベンチへと座らせたルナ先輩は、「ね♪」と華はなやかスマイル。３人は数秒前の争いを忘れて昇しよう天てん状態。

　平和にその場を丸く収める姿勢は、まさにアイドルの鑑かがみ。

「ほら皆も座って座って！　せっかくだし記念撮さつ影えいしようよ。インスタにアップするから♪」

　そう言いながらスマホを取り出すルナ先輩は、カメラ撮影を開始。くそ……！　俺も一緒に写りてぇ……！

　募つのる気持ちを抑えつつ、新しく買ったスマホを取り出しインスタを起動。

　更こう新しんしてみると、ルナ先輩たちが満面の笑みで写っている写真がアップされている。

　無む駄だにいいねを激押ししていると、横から覗き込むサリュは消しよう沈ちんムード。

「タロ様もフォローされてるんですね……」

「か、勘かん違ちがいするなよっ！　学園男子の８割が、ルナ先輩をフォローしてるんだからな！」

「勘違いもへったくれもないですよう！」

　インスタのアプリをダウンロードしていなかった生徒でさえ、ルナ先輩を拝むためにダウンロードするレベルなのだから仕方ないよねー。

　未いまだに画面を覗き込んでいたサリュが何かを発見したらしく驚きよう愕がく。

「ろ、６万人もいるですかっ!?」

　今日のサリュは、通つう販はん番組のアシスタントのように数字に敏びん感かん。どうやらルナ先輩のフォロワー数に驚おどろいているらしい。

「ルナ先輩はインスタ大好きっ子だからな。学内以外にもファンがいるくらいカリスマ的存在なんだぜ？」

「ほえー。そうなのですかぁ」

　自分もニコ生で頑がん張ばっているからこそ、その数字がどれだけに大変なことなのか分かっているのだろう。

　感心していたサリュだが、

「……ふぇ……へ、へくちっ！」

「っておい、……大丈夫か？」

　濡ぬれた身体からだのまま故ゆえにクシャミをしてしまう。口の中でネズミでも飼ってんのかと思うくらい小さくて可愛らしいクシャミですね。

　気づけば、ルナ先輩御ご一行がコチラに注目。

「あ♪　太郎君だ！」

　名前、しかも下の名前を覚えられてることが誇らしい……。『密着！　レインダンス24時』のコミュニティ作ってて良かったわぁー。

　嬉しさを嚙かみ締める俺に対し、金きん髪ぱつの白スク水女子を発見したルナ先輩は、「？」と首を傾かしげる。

　しかしそれは一いつ瞬しゆん。直すぐに「お[image: ～][image: ～][image: ～]い！」と力一いつ杯ぱいに手を振ふり、２人ともこっちでお喋しやべりしようと、おいでおいでしてくれる。俺なんぞのために、おいでおいでを。

　神は明日あした、俺を殺すつもりなのだろうか？

　気づけばサリュがジト目で見てきている。

「タロ様のお顔、ユルユルです……」

「ごほん！　サリュ、せっかくだし挨あい拶さつしに行くか。大丈夫そうか？」

「せ、背中にくっついていてもいいのなら……」

　相変わらずの人見知り具合である。

　今後、サリュがルナ先輩と関かかわることはあるだろうし、会っておいて損はない。

　断じて俺がお喋りしたいとかではない。そんな気持ちは４割くらいしかないし。

　バスタオルをマント代わりに羽織る姿は様にならないものの、上半身裸はだかよりはマシ。

　変態紳しん士し状態でもルナ先輩は、はち切れんばかりの笑顔でお迎むかえしてくれる。
















「太郎君と久しぶりに会った気がする[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

「そ、そうですね」

　キラキラ笑顔で何の抵てい抗こうもなく俺の両手を握にぎってくるルナ先輩は、そのままにブラブラ攻こう撃げき。

「プール入ってたんだ～。いいなぁ～、気持ちよかった？」

「超ちよう気持ちよかったです……！」

　かはっ……！　可愛いし眩まぶし過ぎる……！

　この行動こそがルナ先輩が容姿だけではないと証明する所以ゆえん。

　ルナ先輩の代名詞は『小こ悪あく魔ま』なのだから。

　もはや照れ顔を抑えることに必死。

「ひ、久しぶりに会ったのは、ルナ先輩がレインダンスの音合わせに来ないからじゃないですか……？」

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]！　言ったなぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　擬ぎ音おんはぷんすかが適切。不ふ機き嫌げんなフリをしていたルナ先輩だが、すぐに舌をチロリ。

　いきなりに間近まで顔を詰つめながら小声で、

「えへへ……♪　音合わせしたいけどさ、こうやって皆みんなとお喋りするのも楽しいから、ついついサボっちゃうんだよね。あ、今の桜には内ない緒しよね？」

「りょ、了りよう解かいです……」

　俺の顔、ゲシュタルト崩ほう壊かいしてるかもしれん……。

　もうお分かりいただけただろうか？

　この人、やる事なす事全すべてが恐おそろしく可愛いんだよ！　勘違いして陥かん落らくする男子が続出中でヤバイんだよ！

　ルナ先輩の異性との距きよ離り感かんは、普ふ通つうの女子よりさらに１歩半近い。その距離は多くの男子が目を奪うばわれるのではなく、恥はずかしすぎて直視できない、触ふれそうで触れないくらいの距離。

　サリュにくっつかれたり、桜に殴なぐられ続けているから多少の免めん疫えきはついているものの、２人は慣れ親しんだ幼おさな馴な染じみ。接点が少ない学園のトップアイドルとなると、ドギマギしてしまうのも無理はない。

　無論俺も視線を逸そらしてしまう。

「あはは♪　何、恥ずかしがってんの[image: ～][image: ～][image: ～]？」

　こっちを見ろと言わんばかりに、ルナ先輩は笑顔のままに俺の頰ほおをツンツンしまくる。脳クチュもとい頰ツン。

「あっ……ちょっと、あっ、……あっ」

「練習中に盗とう撮さつしようとしてくるくせに[image: ～][image: ～][image: ～]。うりうり～♪」

　触れそうで触れられない。けど触れてくることが時々あるこのボーナスがたまらん！

　実体版ＶＲの彼女的な？　それはどっちやねんとツッコみたくなるがそんな感じ。

　こうやって無意識なルナ先輩の行動に振り回されまくりにまくられて、男たちは最終的に振り落とされるのだ。玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで告白して、やっぱり玉砕しているのだ。

　会ったばかりの友達未満の男でさえ、恋こい人びと以上と錯さつ覚かくさせてしまう小悪魔ＪＫこそがルナ先輩という存在。

「むぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「はっ！　サ、サリュ……」

　ぐいっ、とサリュに腕うでを引っ張られ、すんでのところで我に返る。ルナ先輩を睨にらむ等の行こう為いをサリュはしないものの、さもこのヌイグルミは自分のものと主張するように俺へと密着。

　あ、危なかった……。あと少しで表情筋が死し滅めつするところだったぜ……。

　不思議な生物を観察するようにルナ先輩がサリュを観察していると、１人の女子が話しかける。よく見ればクラスメイトの佐さ々さ木きさんではないか。

「ルナ先輩が桃もも山やまにちょっかいかけるから、ニコルソンさんが嫉しつ妬としちゃったんですよ」

「ね？　ニコルソンさん？」と佐々木さんがサリュに微笑ほほえみかければ、サリュもチラッ、と目を合わせる。そのままに小さく頷うなずくが、直ぐに俺の腕へと顔をうずめてしまう。

　子犬、というよりも恥ずかしがり屋の幼女のような行動に、多数の女子が「きゃあ[image: ～]！　可愛かわいい[image: ～][image: ～][image: ～]！」とハウリング。

　既すでにサリュの周りには女子たちが集つどっている。

「ねぇ！　サリュちゃんって呼んでもいい？」

「ご、ご自由にどうぞですぅ……」

「サリュちゃんは桃山のどこが好きなの？」

「サリュが健すこやかなるときも、病やめるときも、その命ある限り、真心を尽つくしてくれるからですよぅ」

「「「きゃあ[image: ～][image: ～][image: ～]！！！」」」

「場をわきまえろ！　お前は神父か！」

「？　タロ様の新婦さんで合ってますよ？」

「「「きゃあ[image: ～][image: ～][image: ～]！！！」」」

「字が違ちがうわっ！」

　もう嫌！　顔が燃えそうだよ！　男共は中指立ててくんな！

　サリュ大人気。保護欲よくの塊かたまりであるサリュなのだから、きゃいきゃい言われるのも納なつ得とく。

　けれど、少し前のサリュならばコミュニケーションが全くに取れず、可愛いと認にん知ちされることも無かっただろう。

　ミラノばかりではなく、サリュが大人気になる日も遠からずやって来る。そんな好こう感かん触しよくを感じてしまう。

　ふとルナ先せん輩ぱいを見れば、サリュの存在を知らないだけに傍ぼう観かん状態。例えるなら、２人で歩いていたらＡの知人グループに出くわしてＢはハミってしまう感じ。

　申し訳ない気持ちになるわ……。さすがのルナ先輩というよりも、常に輪の中心にいるルナ先輩だからこそ今の状じよう況きようなど経験したこともないだろうし。

　戸と惑まどっていそうに見えたものの俺の視線に気づくとルナ先輩は、すぐさま「♪」と優やさしくも口角を上げてくれる。

「サリュは先月に留学してきた、俺の幼馴染なんです」

「留学？　へぇ～、そうなんだ！」

　最近では残念系留学生として、良くも悪くも有名なサリュを知らないなら、ミラノの存在も知らないっぽい。

「こんな可愛い子がいるなんて知らなかったなぁ」

　学内ネットワークにも疎うといのは、ルナ先輩が他人の評価とか気にするような人じゃないからだろうな。

　ルナ先輩はサリュへと視線を合わせるべく少し腰こしを落とす。

「これから仲良くしてね？」

　誰だれもが陥落する小悪魔スマイルをサリュへと浮うかべる。

　のだが……、

「サリュ？」

　ルナ先輩と目を合わせた瞬間。サリュは、サッ、と俺の背後へと隠かくれてしまう。

　さっきは恥ずかしかったから隠れたのだろうが、今は……？

「あはっ♪　やっぱり恥ずかしがり屋さんなんだ～」

　サリュの行動もルナ先輩は笑って許してくれるが、俺の背中へと顔をうずめるサリュは、さらに鼻でぐいぐい。まるで一刻も早くここから立ち去りたいと言いたげである。

　一体どうしたのだろうか？　理由は分からないが仕方あるまい。

「すいません。俺たち、まだ用事残ってるんで失礼しますね」

「え───。もっと喋ろうよ───」

「本当にすいません！　それじゃ！」

　ルナ先輩の、「行っちゃった……」という寂さみしげな声から逃にげるように旧校舎内へ。

　しばらくするとサリュはようやくに顔を上げる。しかし、２人きりながら表情は優すぐれず。

「サリュ、寒いの我が慢まんしてたのか？　それとも具合でも悪いのか？」

「……」

「もしかして、俺がルナ先輩にデレデレしてたからか？　先輩は分け隔へだてなく誰にも優しいから、俺なんか眼中にないぞ？」

「……違うです」

「じゃあどうしたんだよ？」

「サリュ……、あの人、苦手です……」

「ルナ先輩をか？」

　サリュは気まずげに、こくん、と１つ頷く。

　好意的な人物には相応に懐なつくサリュが、ルナ先輩を苦手だなんて驚おどろきだ。

　うーん。まぁ、ルナ先輩とサリュのパーソナルスペースを考えたら、不思議ではないのかもしれん。

　しばらくは様子見かな。あんだけ対立していた桜とも今では仲良くやってるくらいだし。




　　　　※　※　※




　翌日の放課後。

『ミラノちゃん愛好会』の生放送中。

　ＷＥＢカメラの目の前で、ミラノモードのサリュが真しん剣けんに視し聴ちよう者へ語りかけている。

「だってですよ？　周りの方々が漢字で書かれているのに、ミラノだけカタカナなんですよ……？　これってあんまりだと思いません？　ミラノだけ園児さんみたいで恥ずかしいんですよう」

　雑談内容は、スクール水着や体操着にゼッケンは不要説。

　確かにサリュのゼッケンはカタカナで『ニコルソン』と書かれてるから、中々にインパクトがあるんだよなぁ。

　キンタに言って白スク水のゼッケンも外してもらおうじゃないか。

「あーあ、早く結けつ婚こんして苗みよう字じ変えたいなぁ……」

　チラチラこっち見んなっ。

　今は俺に構うなと、サリュにアイコンタクトを送る。

「分かってますよぅ。男の人は18歳からだって。……あと１年かぁ～、フフ♪」

　全然分かってねー……。

　他愛もない雑談をし続けること30分。ついには終しゆう了りようの通知が。

「わわっ。今日もあっという間ですね！　そ、それでは皆さんっ、今日もミラノとお話ししてくれてありがとうございました。また明日あしたもお喋しやべりしてくださいね？　ではではっ」

　サリュがたどたどしくもお辞じ儀ぎをして小さく手を振ふれば、『また明日ー』『おっつー』『バイバイ』などのコメントが流れながら放送が終了。

「ふぅ……」とリラックスムードのサリュ。未いまだに緊きん張ちようはしているようだが、幾いく分ぶんかマシになっているのは言うまでもない。

「今日もお疲つかれさん。ジュース買ってくるけど、何がいい？　おごってやるよ」

　おごってやるの言葉に、サリュが突とつ如じよ慌あわて出す。

「だ、駄だ目めですよう！　タロ様、自己破産しちゃうです！　ここはサリュが払はらうですっ！」

「ジュースくらい買えるわい！」

　どんだけ俺を貧びん乏ぼうだと思っとるんだコイツは。

「でもでも……。スマホも買い換かえたばかりだし、お時給も20円じゃないのですかぁ？」

「いや実はな。時給は元に戻もどったんだよ。しかも先月と先々月分の引かれた給料も、色付きで母さんが振り込んでくれたんだ」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせ、理り不ふ尽じんにも金を搾さく取しゆし続けた母親も一応は俺の母親だったらしい。

　頑がん張ばり分は評価してくれるだけ、ブラック企き業ぎようのリーマンよりはマシな待たい遇ぐうだと思いたい。

　最近では特にガミガミ言われることがないのは、俺とサリュの頑張りもあるが、桜がちゃんと報告してくれているからが大きいんだろうな。さすがはツンデレ幼おさな馴な染じみ。

　金銭事情を理解しつつ、申し訳ない気持ちがあるのかサリュはもじもじ。

「遠えん慮りよすんなって。何がいい？」

　ようやくに折れたサリュが頭を下げる。

「ありがとうございます。……それじゃあ、タロ様と一いつ緒しよので」

「じゃあ炭酸系買ってこようかな」

「ひ～ん……！　シュワシュワは苦手ですよぅ……」

「ははっ、冗じよう談だんだって。炭酸以外買ってきてやるから休きゆう憩けいして待っとけ」

　ぽん、と頭に手を置けば、「はいですっ♪」とサリュはいつもの晴れやかな笑顔になる。




　冷えた缶かんジュースを抱かかえながら旧校舎へと入ろうとすると、溢あふれ出るアイドルオーラに気づいてしまう。

「あ！　ルナ先輩だ！」

　見上げる先、旧校舎の階段を上っていくルナ先輩を発見。

　桜たちと音合わせをしに来たのかと思いきや、軽音部のある３Ｆではなく、４Ｆの廊ろう下かをルナ先輩は歩いている。

　４Ｆと言ったら、俺たちオルタナティ部くらいしか現在は使用されていない。

「俺たちに用事？　だとしたら、……ヤバくね？」

　ヤバい理由。何故なぜならばサリュが着き替がえ中だから。

　焦しよう燥そう感かんに駆かられ、階段を全力ダッシュ。

　万が一、ウィッグを外している最中にルナ先輩とエンカウントしてしまったら、ミラノの正体がバレてしまう！

　もし、ルナ先輩にバレてしまえば？　……バレてしまえば？　……？

　４Ｆまで一気に駆け上がったところで急激にスピードダウン。

「別に問題なくね？」

　よくよく考えれば、ルナ先輩はレインダンスの１人。他ほかのメンバーはサリュがミラノだということは知っているし、むしろ好都合じゃねーか。

「焦あせって損したわ……」

　廊下を歩きながら身だしなみをチェック。襟えりを正し、チャックも閉まっているか確認。イケメンならもっとチェック項こう目もくがあるだろうが、俺の項目はこれだけと潔いさぎよい。

　扉とびら前。乱れる息、高鳴る鼓こ動どうを鎮しずめるべく深呼吸。

　いざゆかんと扉に手をかけると、２人の会話が聞こえてくる。

「あれ？　サリュちゃんだけ？」

「タ、タロ様はジュースを買いに行かれましたので、もう少々掛かかるです……。キンタさんは今日お休みですぅ……」

「ふ～ん、そうなんだ」

「そうなんです……」

　急いで来たものの、どうやらサリュは着替え終わっていたらしい。

　にしても、サリュがルナ先せん輩ぱいと距きよ離りを空けているのが中を覗のぞかなくても分かるな。先日の発言どおり、苦手意識を持っているのは明白である。

　だからこそ、この環かん境きようは丁度良い機会かもしれない。何故、サリュがルナ先輩を苦手なのか解明できる可能性大だし。

　よし。入るのは少し待とう。

　と、決心した瞬間だった。

「１号と２号がいないなら丁度いっか」

　ん？　１号と２号？

　……俺とキンタのこと？　どっちが１号？

　というか今の声は……？

「サリュちゃんさー。ちょっとキャラ被かぶってるから、ルナが卒業するまで大人しくしといてくんない？」

　はい……？

　頭の中が真っ白。純白な脳に入り込んでくるのは、皆みんなを癒いやすエンジェルボイスではない。

「っていうかさー、この部屋クーラーもないの？　よくこんなむさ苦しい部屋にずっといれるねー。刑けい務む所しよの方が設備整ってそー」

　２段階音域の下がった気だるげ間延びボイスは、夕方前、バーガー屋に出しゆつ没ぼつするギャルの如ごとし。夜、コンビニにたむろするヤンキーの如し。

　おかしいな。部屋の中にいるのってサリュと誰だれだっけ？

　握にぎり締しめる缶の温度が分からない。というか水すい滴てきなのか手汗あせなのかも分からん。

　噓うそだ。噓だと言ってくれ……。

　一いち縷るの望みにかけて、僅わずかに開く隙すき間まを覗いてしまう。

　俺たちのアイドルならば、座ざ布ぶ団とんに内うち股また座りで行ぎよう儀ぎ良く座っているだろう。俺たちのアイドルならば、誰の荒すさんだ心であっても笑え顔がおで癒してくれるだろう。

　広がる景色。

「昨日から気になってたんだけど、アンタの口調なに？　ですぅ～。……ぷっ！　アハハハハハ！　イクラちゃんの生まれ変わりかっつ[image: ～][image: ～][image: ～]の！　イクラちゃん死んでねぇっつ[image: ～][image: ～][image: ～]の！」

　キンタの抱だき枕まくらをバシバシ叩たたきながら、片かた膝ひざついて大だい爆ばく笑しよう。

　……噓……だろ……？　ルナ先輩のアイドル像が消えた……？

　俺たちの小こ悪あく魔まが悪魔になっとる……。メガシンカしとる……。

　うわあああああ！　今まで全然気付かなかったぞ!?　なんだあの人！　めちゃくちゃ口悪いし態度も最悪じゃねーか！　性格ブスすぎる！

　嫌いや味みたらしい表情でも、可愛かわいいのは変わらないんですね！

　サリュ涙なみだ目め。

「ひ、ひ～ん……！　や、やっぱり、猫ねこさんを被ってたんですね！」

「はぁ？　当たり前じゃん。太郎君と久しぶりに会った気がする[image: ～][image: ～][image: ～]♪　なんて素すで言うわけないし。そもそも盗とう撮さつばっかする変態に久々会ってテンション上がるとか頭沸わかしすぎ。そんな奴やつ、病院行けっつの」

「サ、サリュは病院には行かないですよぅ」

　ルナ先輩がいつものような美少女スマイル。

「じゃあ地じ獄ごくに行ってらっしゃい♪」

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　言葉の暴力のアンストッパブルスコアラー降臨。

　例えるなら、既すでにノックアウトしている相手に、馬乗りで肘ひじ打ちし続けている感じ。

「男なんて今みたいに可愛い顔作って、声こわ音ね高くして適当にベタベタしてたら、ヘラヘラすんの。１号みたいにね」

　あっついわー、目元から汗止まらないわー。１号って俺だったんかーい。

　あの人口悪いわぁ……。

「タ、タロ様の悪口を言うのは止やめてくださいよぅ」

「タロ様ぁ？　ハッ。頭の中お花畑かっつーの。アンタさー、ずっと猫被ってるけど、本気でそんなんなの？」

「そんなんってどんなんですかぁ……？」

「本気でお花畑かよ……」

　そうなんです、その子は本物のお花畑なんです。だからもっと優やさしく接してあげて！

「まぁ、アンタの頭が沸いてようがどうでもいいんだけどさー。さっきも言ったけど、今後は注目を集めること禁止ね？」

「ど、どうしてですかぁ……？」

　ルナ先輩は手入れされた爪つめに、光を反射させながらサラり。

「チヤホヤされるのはルナだけでいいからに決まってんじゃん」

　ＷＡＯ……どストレート……。

「可愛い～♪　って近づいて来る奴がいたら、奇き声せいを上げてドン引きされなさい」

「あ、上げないですよぅ！」

「はぁ？」

「……ぜ、善処するです……」

「おっけー♪」

　善処しちゃ駄目だろ……。

　ルナ先輩がオルタナティ部にやって来た目的は、密ひそかに人気が出てきたサリュに釘くぎを刺さすことだったらしい。この人が学園のトップアイドルなのは、こういう地道な営業活動というよりも破は壊かい工作をしてきたからかもしれん。

　今まで可愛いを計算していたなんて……。

　ルナ先輩のスマホに着信が。

　咳せき払ばらいしながら、ぱっ、と華はなやかな表情でボイスチェンジ。

「もしもーし♪　うんっ！　それじゃあ、今からカラオケ屋さん行くねっ。はーい♪」

　通話を終しゆう了りようすれば、乱雑にスマホをしまい、表情は不ふ機き嫌げんＭＡＸ。

「どんだけルナの歌声好きなんだっつの。あげたＣＤ聴きけっつの」

　声帯どうなってんだこの人……。ああ。こんなに音域広いから歌が上手うまいのか……。

　言いたいことを全すべて伝えたのか、ルナ先輩は髪かみをかき分けながら立ち上がる。

「とりま、人のシマ荒あらさなきゃ、危害は加えないから安心しなさいよ」

　見下ろされたサリュは、「あわわわわ……！」と震ふるえているのか頷うなずいているのか分からず。

　畳たたみかけるようにルナ先輩がサリュへと急接近。

「ひっ……！」

「いーい？　もし、これ以上チヤホヤされることがあったら……」

「……あ、あったら？」

　皆がときめく、触ふれそうで触れられない小悪魔の距離ではない。オデコとオデコがかち合いそうなくらいの、いつでもタイマンはりまっせな悪魔の距離。

　距離を詰つめ終えれば、ルナ先輩は瞳ひとみが見えなくなるくらい最大輝き度どの笑顔を浮うかべ、

「これ以上チヤホヤされるなら、毎日ウザ絡がらみしちゃうぞっ♪」

　誰もが癒される笑顔のはずが、身の毛もよだつ笑顔にしかもはや見えん……。

「あは☆」とルナ先輩はおどけ、瞳を開きながらサリュから離はなれようとするが、

「？」

　まるで何かを発見したように、またしても距離を詰めた？

　前髪へと手を伸のばしながらも。

「！　やべ……！」

　サリュを助けに行こうとするが、時すでに遅おそし。

　ルナ先輩がサリュの前髪をオープンし終わっていた。

　あどけない素顔に色いろ違ちがいの瞳。

　突とつ発ぱつ的な出来事にフリーズした、美少女モードのサリュちゃんコンニチワ。

「はぁぁぁぁあああああ!?」

　ルナ先輩の驚おどろきが爆ばく発はつ。

「な、何、この瞳……！　っていうか、アンタそんなに可愛い──、！　……コイツがもし、前髪を上げるようになったら……？」

　鬼おにの目にも涙。ＤＱＮの額にも冷や汗。サリュが美少女モードで校内を歩いている姿でもルナ先輩は想像しているのか。

　想像がどこまで至ったか分からないが、はっ、と我に返れば、サリュの肩かたをガッシリと摑つかみながらご乱心。

「い、いい!?　ぜ・っ・た・い！　前髪上げるな！　いいわね!?　黙だまってないで返事くらいしろっての！　……？　聞いてんの？」

　無言を貫つらぬくサリュにルナ先輩が落ち着きを取り戻もどす。

　そして、「？」と訝いぶかしげに首を傾かしげ、

「ねぇ、アンタ何やってんの……？」

　乱心状態だったルナ先輩が、途と端たんにキョトンとする理由。

　サリュが舌を嚙かみちぎろうとし始めたから。

「っ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「はぁ!?　ちょ、ちょっと!?　危ないから止めなさいって！」

　さすがのルナ先輩も目の前で死人を出したくないらしい。どうにかしようと、サリュの顎あごを必死でこじ開けようとするが、サリュは止まらない。

「っ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「は、話聞けっての！　何なのよコイツ！」

　やべぇ！

　飛び出す以外に俺に選せん択たく肢しはない！

「サ、サリュ！　落ち着け！」

「げ！　１ご──、じゃなくて太郎君！　ど、どうしよう[image: ～][image: ～][image: ～]！　サリュちゃんが急におかしくなっちゃったの[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　アンタも急におかしくなっちゃってるよ……。

「タ、タロ様……？」

　俺の存在に気づいたサリュは、閉じ続けていた口を僅かながら開く。けれど、チラりとルナ先せん輩ぱいへ視線を合わせれば、またしても可愛いベロちゃんが現れ始める。

「どわああああ！　ス、ストップ！　視線は俺に集中させろ！」

「タロ様に……？　あう……。ハ、ハグですぅ！」

　咄とつ嗟さの行動だったのだろう。パニック状態のサリュは目の前の恐きよう怖ふの対象、ルナ先輩を見ないために、震えながらひしっと抱きつく。

　ボクシングのクリンチを日常で実じつ践せんする奴、初めて見た……。

　ルナ先輩としても予想外の行動だったらしく、「はぁ!?」と声を荒あららげるが、俺には自分の本ほん性しようが気づかれていないと思っているのか、

「きゃ、きゃは☆　いきなり抱きついてきて可愛い[image: ～][image: ～]！」

　いきなり態度急変して超ちよう怖こわい……。

　その間にサリュは俺を見続けながら舌を出し、「嚙んでいい？　嚙んでいい？」と目で訴うつたえてくる。

「死んでも嚙むな！　嚙んだら死ぬから！」




　その後、サリュは一命を取り留めたものの結局気絶。ルナ先輩は足早に退散。

　俺は思い知った。

　可愛いは作れると。




　　　　※　※　※




　翌日、朝礼終わり。

「サリュちゃん、おっはよ[image: ～][image: ～][image: ～]♪　途と中ちゆうまで一いつ緒しよに戻ろ？」

「サ、サリュはタロ様と一緒に──、「も・ど・ろ？」」

「ひっ……！　は、はいですっ……」

　休み時間。

「サリュちゃん！　一緒にジュース買いに行こ？」

「サ、サリュはマイボトル派なので結構です……」

「早く行こ？　それとも早く逝ゆく？」

「……い、生きたいですよぅ」

「じゃあ自じ販はん機き行こっか♪」

「ううっ……！　はいですぅ……」

　昼休み。

「サーリューちゃーん♪　お弁当一緒に食ーべーよっ♪」

「サ、サリュはダイエット中ですよぅ！」

「……ダイエット？　もっと可愛かわいくなろうとしてるのー？」

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　いっぱい食べるですぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　放課後。

「サリュちゃ[image: ～][image: ～][image: ～]ん♪」

「ぶわあああああ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　以下省略。

　サリュはルナ先輩にマークされ続けていた。




　その日の夜。俺の部屋にて。

　人様の毛布に包くるまりカオナシのように、にゅ、と顔を出しているサリュ。ヘアバンドをして美少女モードにも拘かかわらず、表情は優すぐれず。

「な？　大だい丈じよう夫ぶだから、明日あしたからも学校行こうぜ？」

「行かないですよぅ。サリュは少し早めの夏休みに入るんですよぅ」

「じゃあ夏休み終わったら学校来るのか？」

「……は、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようで忙いそがしいから行かないですっ」

「くだらん噓うそつくな！」

「９割は本気ですよぅ！」

「余計タチ悪いわ！」

「やぁ！　学校行きたくないの[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ついにはベッドの上で駄だ々だをこね始めるサリュ。

　理由は明白。小こ悪あく魔まもとい悪魔なルナ先輩にマークされ、すっかり萎い縮しゆくしてしまっているから。気持ちは分からんでもないが……。

「明日からは、俺だけじゃなくてキンタにもサポートしてもらうからさ」

「やっ！」

　しゅっ！　と顔までも毛布の中にしまい込んでしまい、サリュは団子状態。

　こうなれば、まず言うことは聞いてはくれない。

　同じような状じよう況きようを思い出してしまう。１ヶ月前、サリュと初めて学校に行こうとしたときだ。全く同じようにサリュは不登校宣言していた。

　人と触れ合い確実に成長していたはずなのに、このままでは逆ぎやく戻もどりしてしまう。

　せっかく俺以外の前でも、少しずつ話せるようになってきたのに。

「やっぱりね」

「あ。桜……」

　貸していた漫まん画が片手に桜が部屋へと顔を出す。相変わらずのフェスＴ＆ハーフパンツ姿。

　やっぱりという発言から事情を知っているとしか思えず、「ちょっと来てくれ」と桜の背中を押してしまう。

　廊ろう下か端はしへと移動し終え、

「なぁ……、桜ってルナ先輩がメガシンカできるって知ってたのか？」

「性格が破は綻たんしてるってこと？」

「やっぱり知ってたのか……。というか知ってたなら教えてくれよっ！」

「話したら信用してくれた？」

「う……。信用しなかったと思う……」

「でしょ？」と桜は腰こしへと手を当ててため息。

「先輩が尻尾しつぽ出さない限り教えても無む駄だだったのよ。だからずっと黙ってたの。それにバンドのイメージがあるから教えらんないわよ」

「ご愁しゆう傷しよう様さまです……」

「で、サリュちゃんは先輩に何で絡まれてるの？」

　さすがは桜。大体の流れから話を繫つないでくれたようで、非常に話しやすい。

「おう……、実はだな」

　そのまま、昨日あったことの全すべてを打ち明けていく。

　全てを話し終えれば、桜は腰に片手を添そえながらため息。

「ふーん……。サリュちゃんが人気者になる前に潰つぶそうとしてるってわけね。先輩ならやりかねないわ……」

「まるで自分も経験しているような言い草だな」

「してるわよ実際。私も王おう華かも」

「は？　朝霧さんは分かるけど桜は──、「し・て・る・の」」

　ムスッ、と眉み間けんに皺しわ寄よせして接近されれば、肯こう定ていせざるえない。

　このままじゃ顔ドンされる！

「さ、桜もめちゃくちゃされてるよな！　だって桜もめちゃくちゃ可愛いし！」

「！　ど、どういうところが……？」

「え？　えっと……、口うるさいときも多いけど、俺が本気で凹へこんでいるときは優やさしくしてくれて、なんやかんやで俺のこと助けてくれるところとか……？」

　桜のぱっちり猫ねこ目めが、俺の目の前でさらに御ご開帳。顔色がぐんぐん紅潮し、心なしか頰ほおまでも緩ゆるんできて……、

「桜、……お前、もしかして照れて、!?」

　俺の視界が強制的にシャットダウン。どうやら瞼まぶたを指で摘つままれているらしい。

「……ふ、」

「ふ？」

「ふい打ちは止やめなさいよ───！」

「いぎゃああああっ────！」

　指の力、卍ばん・解かい。瞼にホチキスされてんのかというくらいの激痛が[image: ]ほとばしる。

　床ゆかでのたうち回りながら思う。どんだけ褒ほめられたことのない生活を、コイツは送ってきたのだろうか。

　これからはもう少し優しくしてあげよう……。

　涙なみだながらも立ち上がり桜を見れば、「ま、まだ戻ってないから待って！」と自分の頰をマッサージ中。人の視界奪うばっておいて何言ってんだコイツとは言えない。

「先輩って自分が１番人気者じゃないと気が済まない性格なの。私と王華のことも引き立て役だと思ってるくらいで、私たちの前だと言いたい放題でやりたい放題よ」

「よくそんな人をメンバーに加入させたな、お前は……」

「最初は猫被かぶってたから私も気付かなかったのよ」

「朝霧さんはルナ先輩のことどう思ってるんだ？」

「別に気にしてなさげね。いつもどおりよ」

　さすがは朝霧さん。大人で寛かん容ようなのか、面おも白しろそうだから放置しているだけなのか。

「性格も態度も悪いしサボリ魔なんだけど、そのくせ先輩って歌もベースもかなり上手うまいのよね……。おまけにＭＣのトークも上手いし……」

「……ああ」

　そうなんだよなぁ。レインダンスのライブって、なんだかんだルナ先せん輩ぱいが目立つし、スター性があるんだよなぁ。

　ルナ先輩が天才型で結果を残しているからこそ、桜も強くは言えないのだろう。

　桜は拳こぶしを握にぎり締しめ、

「私の歌が上手かったら、もっと強く言えるのに……！」

　一生無理じゃねーか。

「一生無理とか思うなぁ！」

「正解！」

　よく俺の目だけで考えを読めましたね！

　顔ドンされながら、ため息がこぼれてしまう。

「桜でも手こずってるのに、サリュには荷が重そうだなぁ」

「そうね。私だって我が慢まんできないときは言い返すけど、サリュちゃんには難しそうね……」

　自分のことになると一気に塞ふさぎ込んじゃうし。

「来週から林間学校もあるのに大だい丈じよう夫ぶなの？」

「そこなんだよなぁ……」

　ウチの学園は３年に１回、３泊ぱく４日の林間学校に全校生徒で行くイベントがある。

　ひと学年が毎年行くでも良いと思うが、全学年で行ったほうが楽しいからという、面めん倒どうなのか粋いきな計らいなのか分からない仕様。

　高原一帯の宿舎やペンションを借りて、ほぼ貸切状態で自然を体験するという非常に大きなイベントなのだ。

　実のところ、この林間学校を利用してサリュの経験値を大おお幅はばアップさせたいと前々から考えていた。日常とは異なるイベントとなれば、クラスメイトや他生徒と話す機会も多くなるに違ちがいないから。

　だからこそ、サリュがヒッキー状態なのは非常に痛手。

　しかも、林間学校を欠席してしまえば、残り数日で夏休みに突とつ入にゆうしてしまう。冗じよう談だん抜ぬきで不登校街道まっしぐらである。

　それだけは絶対に避さけなければならない。

　サリュの思い出作りのためにも、是ぜが非ひでも連れて行くべきだ。ルナ先輩に怯おびえている場合ではない。

　ルナ先輩はサリュが臆おく病びような性格だからこそ、自分の本ほん性しようをバラしても問題ないと思ったのだろう。要はサリュを舐なめているのだ。友達のいないサリュは誰だれにも相談することができないし、自分の性格を明かしたところで誰も信じはしないだろうと。

　だとすれば、もっと信用してもらえるようにサリュをプロデュースするのみ。

　敵意ある人物に屈くつしないように、サリュのことを理解しつつも支えになってくれる友達を１人でも多く作ろうではないか。

「よし……」

　桜と一いつ緒しよに自分の部屋へ。そのままベッド上の団子状生物へと話しかける。

「なぁ、サリュ」

　まるで孵ふ化かが始まったかのよう。サリュが、ぴくっ、と反応。

　にゅ、と毛布から顔を出し、

「なんですかぁ……？」

「林間学校で友達を作ろう。そうだな……、10人作ろう！　計画名は『友達10人できるかな』だ！」

「間に合ってるですっ！」

　しゅっ！　と首が引っ込んでしまう。

　ネゴシエーションの最中、意図を汲くんでくれた桜も加勢。

「サリュちゃん。３泊もするから、その間は太郎に会えないけどいいの？」

「よくないですっ！　タロ様も３回休みですっ！」

「人生ゲームかよ……。俺は休まねーし」

「本人もそう言ってるけど、それでも来ないの？」

「……」

　断固拒きよ否ひ体勢のサリュは顔すら出さず。

　腰に手を当てていた桜だったが、見つめる視線をサリュから俺へとシフト。心なしか少し赤い。

「ふぅん……。じゃあ太郎、林間学校前に色々揃そろえたいものあるし、今週の土曜日、買い物付き合ってよ」

　成る程ほど。サリュを焚たきつけようということか。確かに、俺のことになるとムキになるサリュには効果てきめんかもしれないな。

「おお。いいぜ」

　突とつ如じよ、にゅ、と顔を出すサリュ。

「そ、それって、おデートですかっ!?」

「「へっ!?」」

　サリュの強きよう烈れつな質問に２人一いつ斉せいにフリーズ。

「ほっ……。違うのですね」

　しゅ！　と引っ込む。

　いきなりにも桜が俺へと高密着。

「さ、桜!?」

　殴なぐられることには慣れていたけど、こんなにも熱を帯びながら、くっついてくるだと……!?

「ち、違わないわよ！　太郎とデートするの！」

「え!?　デートな──、」

　桜が片足上げたと思いきや、俺の足の甲こうへ豪ごう快かいにメテオドライブ。

　ぐっ……ぉぉぉ……！　踏ふまれることには慣れてねぇぇぇ……！

　けれど、おかげで意図は読めたぜ……。

「デートだよ！　桜とアツアツのイチャイチャデート──「イチャイチャはしないわよバカ！」」

「いっだあああああ────！」

　激痛に悶もだえ、床で苦しんでいると、

　にゅ。

「サ、サリュも、買い物に付いて行こうかなぁ、です……」

　桜は深呼吸をし、クールダウン後にサリュを一いつ蹴しゆう。

「付いて来なくていいわよ。行く気のないサリュちゃんを付き合わせても悪いし」

「わ、悪くなん──、「ねぇ、太郎。買い物と林間学校楽しみねー♪」」

　女って怖こわいなぁ……。演技だと思ってても、「ねー♪」とか言われるとやっぱりドキッ、としちゃうもの。

　俺だけでなくサリュにも効果抜ばつ群ぐん。ついには我慢の限界を迎むかえたらしく、

「行く！　サリュも行くもん！　お買い物も林間学校も！」

　サリュが毛布から飛び出し、ついには孵化完かん了りよう。

「２人だけでは行かせません！　サリュも！　サリュも一緒に行きたいのぉ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ＯＨ……、なんかエロい……。

「行かせてくださいよぅ！　行く行く行く行く行く行くぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「分かった！　分かったから落ち着け！　近所から変な噂うわさが立つから！」




　とにもかくにも、友達10人できるかな計画始動である。



















　　　　※　※　※




　土曜日の昼過ぎ。

　俺、サリュ、桜の３人は、林間学校で必要なものを揃えるべく、地元で最も大きいとされているショッピングモールにまで足を運んでいた。

　現在は地下１Ｆのスポーツ用品店。大型チェーンなだけに、フロア丸々が様々なジャンルのスポーツ用品で埋うめ尽つくされている。

　そんな店の一角にて、俺は１人待機中。椅い子すに座り無心になろうとするものの、その間にも様々な感情が渦うず巻まいてしまう。貧びん乏ぼうゆすりが、やめられない止まらない。

　何故なぜならば俺は今、試着室前の椅子で待機しているから。

　イエス。２人は水着を絶賛試着中。林間学校でのイベントで、川やプール場で遊べる自由時間があるために、おしゃれ水着がマストアイテムとのことだ。ＪＫですね。

　いくら幼おさな馴な染じみだろうと、セクハラ放送をしていようが恥はずかしいものは恥ずかしい。

　右にサリュ、左に桜。互たがいが現在、薄うすいカーテン１枚越ごしに生着き替がえをしているのを否いや応おうなしに想像してしまう。

「た、太郎……」

「ひゃい!?」

　左から顔を出す桜に、思わず情けない声。いつもならムスッ、とされる状況だが、今回はしてこない。というよりも、伏ふし目がちなせいか俺の動どう揺ように気づいておらず。

「ど、どうした？」

「あのさ……、もう１つ大きいサイズ持ってきてくんない？」

　そういうことか。

「これからはマンゴープリン控ひかえろよ？」

「太ったわけじゃないわよ！　……そ、その、大きくなったのよ……お尻しりが……」

　ＯＨ……。このまま、ニコ生開始してリポートもできるが、俺もそこまで鬼き畜ちくではない。

　水着放送は林間学校でのお楽しみにしときます。

「で、俺はどんな水着を持って来ればいいんだ？」

　質問に対して、桜は自分の水着を確かく認にんしながらも、

「えっと、ビキニタイプのボーダーなんだけど、トップとアンダーの紐ひもが可愛かわいくて……、トップに、？　……これ何ていうんだっけ？　……と、とにかく縞しま々しまの可愛い水着よ！」

「お前の女子力！　それだけで分かるか！」

　短パンとフェスＴばっかだから、そういうことになるんやろがい。

「ボーダーだけでも結構あったし、もっとヒントをくれよ」

「……こっち来て」

　桜は依い然ぜんカーテンを閉めた状態ながら、右手も出して手招き。

　やって来た俺へと桜は、

「じゅ、10、いや５秒！　５秒で覚えなさいよ……！」

「は？　お前は何を言って──、！　ふぁ!?」

　頭を摑つかまれると、勢い良くも試着室の中へと首が突つっ込まれる。

　カーテンを抜けると、そこは天国だった。

　ビキニ姿の桜がお出で迎むかえ。

「５……、４……、」

　恥ずかしさを堪こらえながらも、桜は早く覚えろとカウントスタート。

　正面をバッチリ確認できるどころか、背後に設置された全身鏡が、桜のキュ、としたウエストｂｙ素す肌はだＶｅｒ．、タイトに食い込みながらもツン、と引き締しまったヒップを露ろ呈てい。

　何よりだ。本人は気づいていないのだろうが、試着故ゆえに僅わずかながらもショーツがはみ出している。レースがあしらわれた黒色ショーツが──、って、俺があげた下着を穿はいてんじゃねーか……。

　大切に使ってくれてありがとうございます。

　あっというまにサービスタイムが終しゆう了りようし、試着室から強制退場。

「ちゃ、ちゃんと覚えた？」

「あ、ああ……しかと目に焼き付けた……」

　主に大きく成長した胸やお尻をですが……。

　桜に任され、ビキニ探しという羞しゆう恥ちプレイをしに行こうとするが、

「タロ様♪」

「おう!?」

　隣となりのカーテンから伸のびた腕うでが俺をキャッチ。サリュだ。

　桜と同じ手法。サリュも俺をカーテン内の天国へと誘さそう。

　サリュータス、お前もか。

「見て見てタロ様っ！」

　桜とは対照的にハイテンション気味にその場でピョンピョン。

　光こう沢たくのあるサテン生き地じの、花はな柄がら水着に身を包むサリュ。

　ブラ周りはヒラヒラとしたフリルが付いていながら、下のビキニはサリュの小さいお尻にジャストフィット。左右のリボン状の紐が可愛さもあり色気も兼かね備えている。

「いかがですかぁ？」

　いかがもなにも、白スク水を着こなすお前に似合わない水着のほうが少ないだろ。

「か、可愛いと思うぞ……」

　照れながらの言葉を、さも嬉うれしそうに嚙かみ締めるサリュ。

「えへっ、えへへ♪　じゃあ違ちがうのも着るので待っていてください♪」

「ちょ、ちょっと待て！　さすがにもうサイズも分かったし、試着はいいんじゃないか？」

「試着は大事ですよう。桜さんがやらしい下着なら、サリュには可愛い水着を選んで欲しいんですっ」

　こいつ……。桜の下着事件をまだ覚えてやがったのか……。

「私が選んで貰もらったみたいな言い方やめてくれる!?」と隣から聞こえてくるがスルーしよう。

「分かったよ……。けど、着替えはラスト１回だけな。他ほかのお客さんの迷めい惑わくになるからな」

「はいですっ♪」

　カーテンから首を出し、ようやくに解放。ふぅ……、興奮しすぎて目眩めまいがするわ……。

　水着コーナーに移動。上がった血圧を戻もどしながら、桜から頼たのまれた水着を探すという羞恥プレイ続行。

「にしても、ボーダーだけでどんだけ種類あんだよ。どれも同じに見えてくるわ……」

　囚しゆう人じんもビックリの量にひとりごちていると、

「あ───。女の子の前では今の言葉はタブーだよ？」

「え……？　!?　ル、ルナ先せん輩ぱい!?」

「ルナだよ──♪」

　元に戻るどころか、血圧が下がりに下がり貧血ムード。

　振ふり返れば、小こ悪あく魔まもとい悪魔ＪＫ、ルナ先輩が目の前にいるではないか。

　私服姿はさすがで、男子のハートを握にぎり潰つぶすコーデ。肩かたを大だい胆たんに露ろ出しゆつしたオフショルのロンＴを主体とし、大胆にも伸びる扇せん情じよう的な生足は下を穿いているのか穿いていないのか男子の想像を搔かき立てる。サンダルだからこそ拝めるペディキュア、同ブランドであろうブレスレットやネックレス、普ふ段だんとは違う甘めの香こう水すい。いつもと変わらない晴れやかな笑え顔がお。

　くそっ！　見た目は可愛いのに、ＳＥＩＫＡＫＵ　ＧＡ　ＯＷＡＲＩだなんて……！

　俺には未いまだに自分の本ほん性しようがバレていないと思っているらしい。

「どうしてルナ先輩がここに？」

「林間学校で着る水着を友達と買いに来たんだよ♪」

　ルナ先輩が指差す少し先では上級生であろう３人の女子グループがキャイキャイ水着を選んでいた。

「やっぱり今年はグリーナリーじゃん？」

「じゃあウチはナイアガラかラピスブルーにしよ。エミリは──？」

「絶対ペールハナミズキっしょ～♪　あとはフレアトップ狙ねらい♪」

　さすがはルナ先輩のお友達。リア充じゆうオーラが神こう々ごうしく、レベルの高い美女が揃そろっている。

　この集団の中に桜を突っ込んでみたい。ハーフパンツとショートパンツ、フェスＴの言葉だけで彼女はどう乗り越こえるだろうか。すげー面おも白しろそう。

　……って違う！　今はそんな超ちようどうでもいいことを考えている場合じゃない！

　サリュたちと来ていると言っても問題ないが、サリュが嫌いやがるのは目に見えている。

「太郎君は誰だれかと来てるの？」

「へっ!?　あ、ああ……！　そ、そうなんです来てるんですよハハハ！」

　一刻も早くサリュを逃にがさなくては！

「じゃ、じゃあ、俺はこれで！」

　会え釈しやくして試着室へとダッシュ。

　すぐさまサリュへと声を掛かけるが、サリュといえば吞気のんき。

　顔を出し、周りに誰もいないことを確認しつつも、

「じゃ───んですっ♪」

　先ほど褒ほめられたからか、俺への羞恥心がさらに薄れている模様。はしゃぐかのようにナイトウェアテイストなミニ丈たけワンピースを嬉しそうにクルクル回りながらお披ひ露ろ目め。

「エロ可愛いけども！　サリュ！　ルナ先輩が現れたから一いつ旦たんずらかるぞ！　桜も！」

「えへへ♪　これも捨て難がたいですっ♪　？　ルナセンパイ？　……ルナ、せんぱい？　……ええっ!?　ＤＱＮさんが来てるんですかぁ!?　ひ、ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　ようやくに事の重大さに気づいたらしくパニック状態。一刻も早く着替えなければと、すぐに脱ぬぎ始める。カーテン開けっぱで。

「どアホ！　閉めろ！」

　シャ！　と急いで閉めてやり、束つかの間の休息をすべく椅子へ腰こし掛かけようとするが、

「太郎く[image: ～][image: ～]ん♪」

　更こう衣い室から「ひっ……！」と短い悲鳴。

「様子がおかしかったから、来ちゃった☆」

　お泊とまりに来ちゃった☆　みたいに可愛く言われましても……。

「あ。もしかして太郎君デート中？　あはっ♪　だから慌あわてたんだー♪」

「い、いえいえ！　デートなんかしてないですよ!?　今日はキンタと来てるんです！」

「でも、さっきレディースコーナーで水着選んでたよね？」

「キンタは二刀流なんです！」

「あはっ♪　ますます怪あやしいから彼女さんに挨あい拶さつしちゃお♪」

　ＯＨ……。

　俺の前の試着室が怪しいだろうとルナ先輩は前に立つ。

　サンダルが置いている２つの試着室の前に立ち、

「んー？　どっちかなぁ」

　くるり、とルナ先輩が俺を見る。

　すまない……。

　やむを得ず視線を左へ。すかさずルナ先輩はカーテンへと首を突っ込む。

「こんにちはー♪　……。あ、桜だ───♪　裸はだかのときにごめんね♪」

「キャア──────！」

　一いつ瞬しゆんの無言は、「んだよ、コイツかよ」と言ったところだろう。

　桜、マジでごめん……。お前の犠ぎ牲せいは無む駄だにはせん……。

　ルナ先輩はイタズラげに舌を出しながら、試着室から顔を抜き、

「おっかしいなぁー。桜と太郎君は仲良いから今いま頃ごろ隠かくす必要ないのに。お隣さん怪しいな？」

　桜、マジでごめん……。お前の犠牲は無駄になった……。

「もしかしてサリュちゃんかな？　おーい、サリュちゃーん♪　ルナだよー？」

　ガタガタッ！　と隣の試着室から物音。

　分かりやすっ。

「あれー？　返事してくれないなら、こっちから開けっちゃおっかな？」

　かつてはルナ先輩の性格を知っていなかったからこそ、茶目っ気たっぷりの笑顔に見えたが、今では嗜し虐ぎやく的にすら見えてしまう。

　ルナ先輩と試着室の間に割って入り、全力阻そ止し体勢。

　サリュは俺が守る！

「ルナ先輩、開けないでください！」

「え───！　サリュちゃんに挨拶した[image: ～][image: ～][image: ～]い」

「駄だ目めです！」

　最低限の常識は持っているらしく、唇くちびるを尖とがらせながらも無理には開けようとはせず。

　ほ……。何とかやりきれそうだ……。

　シャ！

　え……？　シャ？

　何故なぜだろうか？　真後ろのカーテンが自動的に開いた。否いな、開けられた。

「ミ、ミラノ!?」

「ど、どうも……。タロ様の彼女のミラノです……」

　何ということでしょう。ルナ先輩の脅おどしに屈くつしたからか、はたまた彼女というワードを使いたいだけか、サリュがミラノモードに変身して登場。

　けれど、明らかに様子がおかしい。

　先日にオッドアイを見られたからか、右手で両目を隠かくす。

　急いでいたせいか、左手で脱ぎかけの水着トップを隠す。

　お前はどこのやらしい広告だよ。

　とんでもない奴やつが出てきたと、ルナ先輩は口をあんぐり開けていたものの、

「……？　タロ様？　あなた、もしかしてサリュちゃん？　声も似てるような……」
















　ビクッ！　とサリュの肩が跳はね上がる。

「!?　ぢ、ぢがうでずぅ！」

　精せい一いつ杯ぱいの濁だく音おんで誤ご魔ま化かしてるつもりだろうけど、行動の１つ１つが悲しいくらい自分の首絞しめてんだよ……。

　俺がどうにかするしかない。

「と、とりあえず着き替がえ中なんで今は──、え、ちょ……！」

　唐とう突とつにもルナ先輩が急接近。からの、

「フゥ[image: ～][image: ～]……」

「はあんっ……！」

　耳元への吐と息いき攻こう撃げきがクリティカルヒット。

　その隙すきにツインテールの片方をルナ先輩が握ってしまう。

　！　しまっ──、

　ニヤリ、とルナ先輩が笑みを浮うかべ、「えいっ」と髪かみを引っ張る。

　しかしながら、ウィッグは外れない。サリュの左手がウィッグを押さえつけていたから。

「やぁなのぉ……！」

「お、おま──、胸！　胸を隠せ！　ズレてきてるって！」

　正体がバレたくない、オッドアイも見られたくない。だからこそ、トップ、胸を見られたほうがマシだという、常人では考えられないサリュの奇き行こう。もしくは愚ぐ行こう。

　まさに頭隠して胸隠さず。

　徐じよ々じよにサリュの谷間、サリューダトライアングルが広がっていく。これ以上広がれば、公衆の面前でサリュの大事な部分が丸出しに……！

　ポロリは絶対に阻止しなければ！

「すんませんっ！　うおおおおお！」

「きゃ!?」

　ルナ先輩を突つき放し、サリュのずれ下がったトップの紐ひもをキャッチ！

　よし！　ポロリを食い止めた！

　しかし、ルナ先輩はツインテールを握ったまま。バランスを崩くずしながらも、そのまま体重をかけて後ろへと引っ張る。

「と、取れちゃうよぅ[image: ～][image: ～][image: ～]……！」

　ウィッグを押さえ込むサリュは、さすがの全体重攻撃には耐たえられない。ついにはウィッグがスポン！　と外れ、俺ごと物もの凄すごい勢いで試着室へと倒たおれ込んでしまう。

「うおお!?」「ひゃあ！」

　サリュの後頭部だけは死守！　手の甲こうにダメージを受けるものの、だからこそサリュのダメージは軽減できただろう。俺も意外とダメージは少ないようで、特に顔面はエアクッションのように柔やわらかいもので守られ……。！　こ、これは……！

「タ、タロ様大だい丈じよう夫ぶですかぁ……？」

「あ、ああ……」

　ＯＨ……、サリュの生おぱーい……。エアじゃなくてリアルクッショ───ン……。柔らかくてフヨフヨで気持ち良よーい……。

　このまま永えい眠みんしてもいいんじゃないかと思えるが、「何!?　何が起こってるの!?」と取り乱す桜の声に目が覚める。

　さらには、

「その瞳ひとみ……。やっぱり……、サリュちゃんだったんだぁ……♪」

「「ひっ……！」」

　ガチホラー。ルナ先せん輩ぱいは倒れこむ俺たちを見下ろし、静かに微笑ほほえんでいた。ウィッグを摑つかんでいるはずなのに生首を摑んでいるようで、その姿は主人公たちを追い詰つめる猟りよう奇き殺さつ人じん鬼きを彷ほう彿ふつ。

　思わずサリュが露ろ出しゆつしているのを忘れ、抱だきしめて俺までも震ふるえてしまう。

　しまいには、ルナ先輩の瞳がクワッ！　と見開かれる。

　あ……、人生ツムツム……。

　死を予感した直後、試着室から飛び出た俺の足がスコォォォン！　と蹴けり入れられる。

「イッ……！」

「静かにしてて！」

　え？　どうして？

「あ、ルナ発見ー。もう試着しようとしてんのー？」

　ルナ先輩の友達の声？

　も、もしかして、俺らのことを助けてくれてるのか？

　すぐにルナ先輩は、試着室のカーテンを閉めてくれる。

「ご、ごめんね。友達も来てたからちょっと話してたんだ～」

「あ、そなんだ。？　なんでウィッグ持ってんの？」

「「「！」」」

　やべ……。ウィッグ返してもらってなかった……。

　追い打ちは続き、他ほかの友達もやって来て。

「あれ？　そのツインテールのウィッグって、もしかしてミラノちゃんのじゃない？」

「あわわわわ……「静かにしろサリュ！」」

　もう駄目だと震え始めるサリュの口を押さえる。半はん裸らに近い女子の口を押さえながら息を潜ひそめる姿は、間ま違ちがいなく通報もの。

　ど、どうする？　ここでサリュの正体が拡散してしまえば、間違いなく厄やつ介かいなことになってしまう……！

「ルナってミラノちゃんと知り合いだったの？」

「？　ミラノちゃん……？」

　１人の女子の質問に対し、ルナ先輩は困こん惑わくしている。さすがは自分大好きっ子。サリュを知らなかったように、やはりミラノの存在も知らなかったらしい。

　３人は「「「え───!?」」」と驚おどろきを隠せないようで、

「ルナ、知んないの？　最近、学内ですっごい有名じゃん。ツインテとオッドアイが特とく徴ちようの謎なぞの多いメイド美少女って」

「謎が多い？」

「変な部活に入っててニコ生で変なことしてる子なんだけど、誰だれもその子の学年もクラスも知んないんだよねー」

「へぇ……！」

　カーテンが閉まっているものの、声だけで怒いかりを抑えているのが丸分かり。

　追い打ち。

「つーか、レインダンスのライバルになるかもってもっぱらの噂うわさなのに、ミラノちゃんの人気知らないとかルナ鈍にぶすぎー」

　カーテンをスクリーンに頭部が潰つぶされたかの如ごとく、ツインテウィッグがグシャ……！　とへしゃげる。

「ヘ、へぇ[image: ～][image: ～][image: ～]……！　ミラノちゃんってそんなに有名だったんだぁ[image: ～][image: ～][image: ～]……！　ルナ、と・も・だ・ちなのに知らなかったなぁ……！」

　ひぃぃぃ！　やべぇ！　サリュと一いつ緒しよにイタリアに永住しようかなぁ！

　ルナ先輩が考えていることが手に取るように分かる。サリュだけでも注目され始めてるのに、ミラノとして人気沸ふつ騰とう中なことに殺意を覚えているのだろう。

　サリュが恐きよう怖ふにかろうじて耐えきれているのは俺がいるから。１人だったら今いま頃ごろ、口から血を出しながらお亡なくなりになっているだろう。

「ウチ、ミラノちゃんの素す顔がお見たい！　ねぇルナ、紹しよう介かいしてよ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　ほ、本格的にヤバい……。

　どうする？　俺が登場して、実はミラノの正体は俺でした☆　で乗り切れるか？　乗り切れるわけがない！　桜に協力してもらうか？　それも無理がある！

　あらゆる可能性を考えても不可能。ルナ先輩に知られた時点で、最も早はやどうすることもできないのだから……。

　思わずサリュを抱きしめてしまう。

「タロ様……」

　震えているサリュが、反応に応じるかのように見上げてくる。そして、そのまま身体からだを委ゆだねるように寄り添そってくれば、震えは完全に消え去っていた。

　すまん……。お前をヒロインにしてやれなくて……。

　ゲームオーバーを告げるかのように、カーテンから光が入る。

　けれど、開いたのは一いつ瞬しゆん。すぐに光は失われ、その代わりに、

「これは……」

　ウィッグが床ゆかに置かれていた。

　何故、ウィッグが……？

「ミラノちゃんって恥はずかしがり屋だから、ウィッグ付けた状態で勘かん弁べんしてあげて？　ミラノちゃん、皆みんなを紹介してもいいよね？」

　ルナ先輩の意図は分からない。けれど、決して悪い方向に進んでいるようには思えない。

　サリュと目を合わせ、頷うなずいて見せればサリュも理解し、

「は、はいですぅ」

　女子グループがはしゃいでいる間に、サリュはズレていた水着を直し、ウィッグを被かぶり直して準備完かん了りよう。

　俺が見えないようにとカーテンを半分のみ開ける。

「ど、どうもですぅ……」

「本物のミラノちゃんだ！　可愛かわいい～！」「ヤバ！　肌はだ白っ！」「マジ美少女じゃん[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　緊きん張ちようからの緩かん和わとまではいかないが、最高潮の緊張から解放されたサリュは、必死に言葉を紡つむぎながら会話を続ける。




　５分程ほど経過したころ、着替え終わった桜が「私たちまだ行くところがあるので、そろそろいいですか？」とさりげないサポートを入れてくれる。

　先輩３人も了りよう承しようし、そのまま水着コーナーへと戻もどっていく。

「た、助かった……」

　窮きゆう地ちを脱だつし仰あお向むけに寝ね転ころがりたい気分だが、まだそのときではない。理由はどうあれルナ先輩が助けてくれたのだから。

　感謝を告げるべく顔を出す。

「あの。本当に助かり──、う、うお……！」

　５分間、サリュがチヤホヤされていたのを我が慢まんしていたからだろう。ルナ先輩の笑顔が崩れつつある。歯を食いしばって微笑んでらっしゃる。

　今も俺がいるから我慢しているのだろうが、オーラがもう……。

　３人の影かげが完全に見えなくなった瞬間、ルナ先輩はサリュのツインテールを鷲わし摑づかみ。そりゃもう両方ともガッシリ。

「不思議系留学生だけじゃなくて、謎のメイド美少女ぉ……？」

　怒りが混じったルナ先輩の呟つぶやきに、サリュの首が右に傾かたむいたり左に傾いたり。

　決してリズムに乗っているわけでなく、原因はルナ先輩。ツインテールを握にぎり締しめた拳こぶしを、シュ、シュ、シュ、と交こう互ごに上下させているのだ。

「へぇ～……、そうなんだぁ……！　ちょっとブレイクしてると思ったら、もうブレイクしてたんだ～……！」

「あ、あわわわわわ……」

　不平不満が募つのるほど上下させる力が強まり、スピードもアップ。

　シュ！　シュ！　シュ！

　スローテンポからアップテンポになれば、もはやサリュはヘドバン状態。

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　頭が焦こげちゃうよぅ！」

「あはっ♪　ウィッグ被ってるから、焦げてハゲても大丈夫だよ～」

「ぶわあああああん！」

「ルナ先輩やめたげて！」

　笑顔のくせに言動と行動が猟奇的すぎる……。

　サリュのウィッグを外して放熱してくれている桜がルナ先輩へと問いかける。

「先輩。なんでサリュちゃんのこと助けてくれたんですか？」

「え～？　困っている人を助けるのは当たり前だよー。ルナはラブ＆ピースだもん♪」

　うそこけ。

「チヤホヤされてる２人が、同一人物だと思ったら厄介だからですよね？」

「……。そんなことないよぉ……♪」

　スタンドはみ出してますよ……？

　成る程。要するにサリュを危険視した結果、正体をばらすよりもサリュとミラノ、別々に分けたほうが好都合だと判断したということか。

　あの短時間でそこまで判断したとは、さすがだな……。

「じゃあ、そろそろ怪あやしまれるからルナもう行くね。あ♪」

　去り際ぎわ。思い出したように戻ってきたルナ先輩がサリュへと接近。

「ひっ……！」

「林間学校が楽しみだなぁ♪　一緒に思い出作ろうね？」

　訳せば、「林間学校で目立とうとすんなよ？　まだお前のこと見張るからな？」で合っていると思う。

「じゃあねー♪」と俺らに手を振ふりながらルナ先せん輩ぱいはようやくにいなくなる。

　背後で震ふるえるサリュが、

「タロ様と桜さん……」

「なんだ？」「何？」

「り、林間学校の朝、サリュは具合が悪くなると思いますぅ……」

「「仮病宣言!?」」

　林間学校前にも拘かかわらず、波乱になりそうな感じしかしない……。








２章






　翌週。ついに、３泊ぱく４日の林間学校がスタート。

　早朝から学校に集合し、バスに揺ゆられること数時間。県外へと移動すればするほどに、ビルなどの建物は少なくなり、代わりに緑の木々が生おい茂しげっていく。

　後部座席にて。景色の変わる様をぼんやり眺ながめながら、林間学校最大の目的、サリュの『友達10人できるかな』計画を頭に思い浮うかべる。

　悪あく魔ま超ちよう人じんルナ先輩に屈くつしないため、再び逃にげ腰ごしになったサリュを勇気づかせるための計画であり、クリア条件は友達の証あかしとしてＬＩ○ＥのＩＤを10人と交こう換かんすること。

　今のサリュならば、友達の大切さを分かっているからこそ頑がん張ばってくれるだろう。

　理解してくれたからこそ俺はこの３泊４日間、全力でサポートしてみせる！

　サリュに沢たく山さんの友達を作らせてみせる！

　静かに決意を固めていると、隣となりに座る少女がポッ○ーを俺の口元へと伸のばしてくる。

　言わずもがなサリュ。

「はい、タロ様あ───んです♪」

　仮病宣言していたくせに、一緒に遠出が嬉うれしいのかすっかりハイテンション。

「……あーん」

　咀そ嚼しやくしながら思う。何故なぜ、この子は横にいるのでしょうと。

　アンサー。サリュは違ちがうバスのくせに、しれっと乗り込んできたのだ。

　その弊へい害がいで俺の席、補助椅い子すなんですけど。こんなサポート望んでないんですけど。

　サリュが気にしているわけもなく、「キンタさんと桜さんもどうぞです」と、前後方の２人におすそわけ。キンタは、「あ……俺、乗り物酔よいしてるから、気持ちだけ……」と青白く断りを入れている。

　全体的に先が思いやられる中、長かった坂も終わり高原地帯へ。

　そびえ立つ山の近くには、俺らがお世話になるであろう宿しゆく泊はく施し設せつ一帯が見えてくる。




　　　　※　※　※




　７００人以上の生徒が１つの宿に泊とまるのは不可能なので、生徒たちは宿舎・ペンション・ロッジ・山さん荘そうと４つの宿へと分断されている。

　どこの宿が良いかなど揉もめる必要がないほどに、各宿そこそこに年季の入りよう。外観も内装も五十歩百歩。異なる特とく徴ちようといえば、飯はん盒ごう炊すいさん場やキャンプファイヤー場などの施設があったり無かったりと、生徒としては超ちようどうでもいいこと。むしろ、イベント毎ごとに各宿に足を運ぶのが面めん倒どうなので、真ん中に全部まとめてほしいくらいだ。

　３泊４日お世話になる自分の部屋、12・５畳じようのボロ和室へと荷物を置き終えて、１つめの体験学習を行うべく各自の集合場所へと足を運ぶ。




　時刻は10時半。各おの々おのが事前に選せん択たくした体験学習中。

　工こう房ぼう見学や農業体験などがある中、俺たちが選択したのはハイキング。丘おかを目指して歩くだけというシンプルなイベントである。

　お馴な染じみのメンバーにスペシャルゲストの朝霧さんを加えた編成で、俺たちは比ひ較かく的てきなだらかな山道を登り続ける。

　登りながら桜が入念に虫除よけリキッドを塗ぬりたくっている。小じわが気になるアラフォーかよと突つっ込みたくなるほどに猛もうプッシュ。

「なぁ、桜。塗りすぎじゃね？」

「仕方ないじゃん！　私、虫大っ嫌きらいなんだから！」

　男勝まさりのくせに、こういうところは乙女おとめチックなんだよなコイツ。というか、そんなに嫌いやならいつものコンビニルック止やめろよ。

　朝霧さんを見習え。紫し外がい線せんを防止すべく、マドラスチェックの薄うす手でシャツにショートチノ＆レギンスを合わせた見事なコーデを。

　少し露ろ出しゆつしたノースリーブだけで白飯３杯ばいはいけるよねー。

「でも桜。俺らがガキの頃ころって、そんなに虫嫌いじゃなかったよな？　セミ取りとかダンゴムシ集めとか一いつ緒しよにしてた記き憶おくあるし」

　桜は倍プッシュしながら、思い出したくない記憶なのか顔をしかめ、

「太郎と庭で遊んでて、ハチに刺さされたのが原因よ」

　はいはい。そんなことありましたね。衝しよう撃げき的だったからよく覚えている。

「小便かけたら治るって迷信信じてて、桜が泣きながら俺に小便ねだって──、!?　いぎゃああああ───！　目に薬やく剤ざいがぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「あの頃は本気で治ると思ってたから仕方ないじゃん！」

　恥はずかしがってるか視界不ふ明めい瞭りようで分からん！　というか虫除けはハチには効かんだろ！

　もがき苦しむ俺を心配してか。トレッキング用スカートとタイツに身を包んだサリュが、力強く俺をさすってくる。

「か、かけたのですかっ!?」

「そこかよっ!?　えっと……、確か、かけようとしたら親父おやじにぶん殴なぐられて、ハチに刺された桜より殴られた俺のほうが腫はれたというオチだったな」

「ほっ……、良かったですぅ……」

「良かないわい！」

　体調回復したキンタが、安心しているサリュに対して女子力発動。もはやコイツら２人はすっかり仲良しであり、俺がサリュの父親だとしたらキンタは母親的ポジション。

「サリュちゃん。熱ねつ中ちゆう症しようは怖こわいから、こまめに水分は取るんやで？　持ってきた帽ぼう子しもしっかり被かぶっとき」

「はいですっ！」

「タオル濡ぬらしたから首に巻いとくんや。塩レモンの飴あめちゃんも持っとき」

「ありがとうございますっ。ふぅ……、ひんやりするですぅ～……。♪　大事に舐なめるですっ♪」

　なんで俺の周りにはババアみたいな奴やつが多いのだろうか。

　いたれりつくせりのサリュを見て満足げにキンタが頷うなずいていると、朝霧さんが小指を立てる。ただ小指を立てているだけにも拘らず、ずいぶんと絵になるものだ。

「ねぇ、桃山君。前々から気になってたんだけど、遠山君ってコレなのかしら？」

「俺はコッチや！」

　話を聞いていたキンタが親指を突き立て、そんな暑苦しいキンタにも朝霧さんは、クス……、と涼すずしげな微び笑しよう。

「あら、ごめんなさい。これで今日からはぐっすり眠ねむれそうだわ」

　未いまだに虫除けリキッドを塗っていた桜が、

「そんなどうでもいいことで寝ねれなかったわけないじゃん……。ていうか、遠山がフィギュア好きの変態って、結構有名じゃない？」

「あら？　２人が付き合ってないの知ってるのに、随ずい分ぶん消極的なのね」

「な、──！　お、王華[image: ～][image: ～]っ！」

「……ふふっ！」

　桜の叫さけび声と朝霧さんの押し殺す笑い声。

　仲なか睦むつまじい２人は学園アイドル。故ゆえに周りを歩く生徒たちは、眼福といった感じで２人の戯たわむれをユルッユルの表情で眺めている。あとホモじゃねーし。

　サリュにも一緒にふざけ合ったり、笑い合えたりする友達を作ってあげたいものだ。

　桜と朝霧さんのやり取りを見て、サリュも感化されているに違いない。

「あ！　リスさんですっ！　ひゃあああ[image: ～][image: ～][image: ～]可愛かわいい[image: ～][image: ～][image: ～]！　タロ様っ、リスさんはお友達に入りますよねっ!?」

「頭ん中メルヘンか！　バナナ感覚で言っても友達には入らん！」

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　マジで大だい丈じよう夫ぶかコイツ……。

「サリュちゃ[image: ～][image: ～]ん♪」

「ひっ……！」

　聞き覚えのある声に、飴を舐めようとしていたサリュの肩かたが跳はね上がる。

「うぅ……！　飴玉ゴックンしちゃったよう……！」

　ゆるふわ毛先パーマを揺らし、小こ悪あく魔まスマイルを浮かべたルナ先輩が後方から襲しゆう来らい。

　早さつ速そくサリュの様子を見に来たらしい。

「レインダンスが揃そろうぞ！」「やっぱり３人ともレベル高ぇ！」「桃山と遠山が邪じや魔ま」「ハイキング選んで正解だった……」

　周辺の生徒たちのザワつきが半はん端ぱない。

「なぁ、キンタ」

「おう。邪魔って言った奴の顔は覚えたで」

　どんな報復をしてやろうか。

「追いつけてよかったぁ。急いで追いかけてきたんだ～♪」

　ルナ先せん輩ぱいはオーバー気味に息を乱し、搔かいていない汗あせを拭ぬぐうべく額へハンカチをあてる。

　少し前の俺なら小ワザだと気づかず、周りの奴ら同様、なんて健けな気げな先輩なんだと思っていただろう。

　もう過去の話ですよ……。

「よく俺たちの居場所が分かりましたね」

「インスタで太郎君たちの居場所、皆みんなに聞いたんだ～。本当に便利だよねー」

「世の中、便利になるのも考えものですぅ……」

「ん～何か言ったー？」

「い、言ってないですよぅ！」

　迫せまるルナ先輩を避さけるように、サリュは流りゆう麗れいなピボットで俺の左側へと回り込む。俺をスクリーンに使う見事なプレイ。

「ねぇ、ルナも一緒に行っていいよね？」

　サリュのためを思えばよくはないけど、さすがに理由もなく断れない。

「お友達は置いていってもいいんですか？」

「うん♪　大人数で行動してるから、ルナ１人いなくてもバレないよ。だからいいよね？　はい決ま～り♪」

「ちょ、ちょっと!?」

　俺の返事も聞かず、満面の笑えみを咲さかせながら俺の右みぎ隣どなりへと密着。小悪魔攻こう撃げきは健在。

　分かっていても緊きん張ちようはするもの。さらに本当の性格を知ったからこそ騙だまされてはいけないと、リビドーは高まるわけで……。

「ち、近いです！　離はなれてください！」

「サリュちゃんもくっついてるから、ダーメ♪」

　左隣を見れば、嫉しつ妬としているサリュが頰ほおをパンパンに膨ふくらませて俺へと高密着。

　桜が、

「ちょっとアンタたち！　太郎にくっつきすぎ！」

「うわ～……。桜、香かおりキツいねー。ハイキングで汗かくから香こう水すいはＮＧなんだよ？」

「香水じゃなくて虫除けリキッドです！」

「桜うるさくて害虫みたいだから、自じ滅めつしちゃうよ？」

「っ[image: ～][image: ～][image: ～]！　王華も笑うなぁ！」

　仲良く見えるけど違ちがうんだよなぁ。

　左ひだり腕うでが震ふるえ始める。

「サリュ？」

「……」

　嫉妬しているかのように見えたサリュだったが、気づけば震えながら俯うつむいていた。

　未だにルナ先輩に恐きよう怖ふしているのは明白。

　こりゃ、早急に対策を練る必要がありそうだな……。




　１時間ほど歩き続け、覆おおわれた木々を抜ぬければゴールである丘へと到とう着ちやく。

　初心者コースのゴールはここまでのようだが、奥には連々と険しい山がそびえ立つ。こんな山を登っていたら、日が暮れてしまうと確信するほどのスケールである。

　既すでに多くの生徒たちが大草原へとシートを敷しき、昼食を食べていたり、雑談をしていたりとそれぞれの時間を楽しんでいる。

　俺たちも昼食をとるべくシートを広げていると、

「あ。ニコルソンさんだ。おーい」

　大きな岩場に腰こし掛かける３人の女子たちは、サリュのクラスメイトらしい。華はな々ばなしいレインダンスがいるにも拘かかわらず、ちゃんとサリュの存在に気づき手を振ふってくれている。

　サリュが毎朝、挨あい拶さつをしてきたからこその成果と言えるだろう。

「あ、あう……ど、どもですぅ……」

　油を切らしたロボットの如ごとし。ギコちない返事しかサリュはできない。普ふ段だんも大たい概がいかもしれないが、この挨拶は日本に帰ってきて初期の頃に匹ひつ敵てきするだろう。

　それでも女子グループは反応してくれたことが嬉うれしいらしく、「やっぱニコルソンさん、可愛いよね～！」「ね～。ワンちゃんみたい！」などキャッキャッウフフとはしゃいでいる。

「やっぱり、サリュちゃんって人気あるんだ♪」

　サリュのポテンシャルを下げている原因、ルナ先輩の笑顔にサリュがたじろぐ。

「そ、そんなことないですよぅ……。身分相応ですよう」

「身分相応、人気があるってこと～？」

「あわわわわ……」

　余計なこと言うんじゃなかったと、俺の背中へと避ひ難なんしてしまう。

　しかしながら、萎い縮しゆくしている場合ではない。クラスメイトに話しかけられた今こそ、友達作りのチャンス到とう来らいなのだから。

　逃のがすわけにはいかない。俺は『とっておき』をリュックから取り出す。

　それは大人数用ランチボックス。中には俺お手製のサンドイッチや唐から揚あげが敷き詰つめられている。サリュに内ない緒しよで早起きして作っておいたのだ。しかも２箱分。

　そのうちの１箱をサリュへと手て渡わたし、

「サリュ。多めに作ってきたから、おすそ分けしてきてくれるか？」

「サ、サリュがですか……？」

「ああ。そのまま、一いつ緒しよに昼も食べて来いよ。な？」

　頑がん張ばって友達を作ってこいというメッセージは伝わっているはず。

　俺とサリュを分断できるほうが得策だと考えているのか。ルナ先輩は特に何も言わずにニコニコしているだけ。

　友達作りもできて、ルナ先輩とも離れられる。一石二鳥だ。

「……サリュ？」

　けれど、サリュは何やら迷っているというか、悩なやんでいるというか動こうとしない。

　見かねた桜がサリュを安心させようとしてくれる。

「先輩は私が見張っとくから、サリュちゃんは行っておいで」

　桜の言葉に納なつ得とくせざるをえない。というよりも折れたとも取れる。

「分かりました……。で、でもでもっ！　タロ様が緊きん急きゆう事態のときは駆かけつけますよ？」

「？　おう……？」

　？？？　ハイキングってそんな危険なものだったっけ？

　気になる言葉を残しつつ、ランチボックスを両手で抱かかえたサリュはおずおずと女子グループのもとへ。

　耳をすませば、

「あ、あのぅ……、タロ様が多めに作ってくださったので、お口に合うか分かりませんが……、よ、よろしければいかがですかぁ……？」

　お口には合うわい。

　サリュへの好感度が高い女子たちが断るわけがなく、「わぁ！　ありがとー！」「一緒に食べよ？」と、自然な流れで昼食を食べられることに。

　咄とつ嗟さに俺の方を振り返るサリュ。前まえ髪がみが長くとも、僅わずかに開いた口だけで喜んでいるのが分かってしまう。

　しかし、「あ……」とサリュは空気を漏もらしてしまう。

「ルナたちもお昼にしよっか！　太郎君が作ったサンドイッチとルナのおかずと交こう換かんっこしてもらお♪」

「え、ええ。いいですよ」

　俺とルナ先輩のやり取りを見ていたサリュの足が、ジリ……、ジリ……、と僅かにこちらへと動いている。

　心配げな表情を見てしまえば、さっきの緊急事態の意味が分かってしまう。

　アイツが言っていたのは、俺がルナ先輩の毒どく牙がにかかってしまった場合のことだろう。

　もちろんハニートラップに引っかかる気などサラサラない。

　けどさ……、ルナ先輩の小悪魔的攻こう撃げきにはお恥はずかしながら顔が緩ゆるんじゃうんだよなぁ。男の子だもの……。

　サリュに「大丈夫、引っかからないから」と伝えるべく、大きく首を横に２回振る。

　サインに気づいたサリュは、すんでのところで足を止めて小さく頷うなずく。そのまま女子グループの輪へと入ると、こっちを気にしながら腰こしを下ろす。

　とりあえずは何とかなったけど、こっち見てくるあたり信用はなさそうだよなぁ……。

　友達10人できるかな計画に支障をきたす可能性があるし、俺も毅き然ぜんとした態度でルナ先輩と対たい峙じしないとならん。

　気合いを入れ直し、靴くつを脱ぬいでシートへと座る。既にレインダンス３人は会話中。

「なんか３人集まるのって久しぶりだね～」

「先輩がサボりすぎだからじゃん！」

「だめよ桜。ルナ先輩は、ス○バやカラオケにたむろするのに忙いそがしいんだから」

　改めて見ると、すげー光景だよなぁ。目の前には学園アイドル３人が並んでるとか。

「ここに３人、レインダンスがいるじゃろう」と博士に言われても、ぱっと見じゃ選べない。図ず鑑かん見たらルナ先輩は選ばないけども。

　存在を忘れていたキンタが耳打ちしてくる。

「なんやこの鉄てつ壁ぺきの布ふ陣じん……。レインダンスのファンなら、１万円くらいでこの席売れるんとちゃうか？　俺の席、売ってきてええ？」

　キンタは２次元愛好家だけに興奮はしていないようだ。

「てかルナ先輩、やけにサリュちゃんにベタベタしてる気がするんやけど気のせい？」

「ルナ先輩の本当の姿はデビルマンレディーで、サリュを潰つぶそうとしている」なんて言ったところで、信じてくれるわけがない。だって俺がキンタと逆の立場なら信じないし。

　そもそも、事実とはいえ黒い話を流すのもどうかと思うし。

「深くは色々あって言えん。けど、気のせいではない。気のせいであってほしいけど」

「なぞなぞみたいやな。楽しくなりそうなら、そのときは教えてな？」

　当事者じゃないからってワクワクするなこの野や郎ろう。お前は友達10人できるかな計画のサポートだけ考えておけばいいのだ。

　未いまだにルナ先輩のサボタージュ問題を３人は論じているが、被ひ告こく人にんのルナ先輩が「きゃは☆」と笑って誤ご魔ま化かし、俺へと肩かたを寄せてくる。

「だ、だから近いですって！」

「いえ～い♪」

　取り出したスマホでルナ先せん輩ぱいが容よう赦しやなく俺との２ショット撮さつ影えいを開始。無む駄だな高速連写で、容量は１２８ＧＢに違いない。

　恐おそろしくはしっかりと山の景観を取り入れているところ。

　はぅ！　サリュがこっちをじぃぃぃ、と見とる!?

　ここは毅然とした表情をキープしなければ！

「ほらほら♪　太郎君も笑って？　表情固いよー」

「ちょ、ちょっと写真は事務所的に──、「ツーンツン♪」」

　ほっぺたツンツン攻撃リターン。

　だ……駄だ目めだ。まだニヤけるな……。堪こらえるんだ……。し、しかし……。

　い、いかん……、もう顔が……。

　バルスする直前。

「！」

　俺とルナ先輩に割り込むように不ふ機き嫌げんヅラの桜介かい入にゆう。

　連写終わり。してやったりと言わんばかりに、いー！　とルナ先輩へと桜は威い嚇かく。

　すると、

「……あはっ♪」

　シャシャシャ！　とルナ先輩がスマホを高速で操作し始めた？

　直すぐに操作し終えて、俺たちへとスマホ画面を向けてくる。

「な……！　や、止やめなさいよ！」

　お見事。３人写っていたはずの写真を桜のみトリミング＆ズームさせ、桜単体の不機嫌ヅラ画像を完成させていた。さらに嫌いやがらせは続き、

「えっとー……、『桜、まじおこ顔─。ｉｎハイキング』、でいっか♪」

「ちょっと！　インスタにアップしようとすんな！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ～。ここ電波悪いから、送信完かん了りようするのは山降りてからだし♪」

「結局、投とう稿こうするんじゃん！」

「ルナ先輩。その写真ください」

「おっけー♪」「王華────！」

　３人組のやり取りを見るのも、他ほかの生徒からしたら幸せな時間なのだろう。ぽわわんとした表情でただただ眺ながめている。

　ルナ先輩が俺お手製のサンドイッチを頰ほお張ばり、

「うん！　太郎君の作った玉子サンドすっごく美味おいしい♪」

「あ、あざす」

　本気で言っているのか、計算で言っているかは分からない。けれど、こうもサラりと言われてしまえば、素す直なおに嬉しくて照れてしまう。

　お返しにだろう。ルナ先輩が俺へと玉子焼きを差し出してくる。

　自分が使っている箸はしで……！

「玉子同士交換しよ？　あーん♪」

　まさか１日で２回もあーんされる日が来るとは……。

　とはいうものの、あーんされるだけであって、する気はない。

　する気はないのに、横の桜がしれっと俺のスネに指を置いてくる。あーんに応じた瞬しゆん間かん、スネ毛むしりまっせと言わんばかりに。

　分かっとるわい。

　口を開くのではなく、箸でつままれた玉子焼きを指で受け取り、そのまま口の中へ。

　どうだ桜！　俺も簡単にはハニートラップに引っかからんぞ！

「そんなことしても間接キスだよねー♪」

「!?　ゴホッ！　イッテェェェ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「太郎！　反応したら負けじゃん！」

「俺だって負けたって思ったわ！　でも、今のはノーカンだろ！」

　俺の悶もん絶ぜつに反応してか、サリュが俺たちをチラチラ見ている。そんなサリュにルナ先輩が手を振ふれば、途と端たんにサリュは気づかないフリをして首を戻もどす。

「あはっ♪　サリュちゃん、恥ずかしがり屋で可愛かわいいね？」

「ルナ先輩。サリュのことあんまり、いじめないでやってくださいよ」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]。いじめてないよぉ」

　確かにいじめではないかもしれない。けれど、サリュが人気者になるのを抑よく止ししようとしているのは明らか。ましてや、サリュ自身が怖こわがっている。

「サリュはイタリアに行っている間にオッドアイのことをからかわれ続けたせいで、打たれ弱い性格になっちゃったんです。だから、こっちの生活では良い学園生活をサリュには送ってもらいたいんですよ」

　泣き落としまではしないが、少しでもルナ先輩を牽けん制せいできればと真意を告げた。

「へぇ……。じゃあサリュちゃんは人気者になりたいんだ」

「ルナ、先輩……？」

　小こ悪あく魔まと悪魔のトーンの間くらいだろうか？　声のトーンは低く、苛いら立だちや戸と惑まどいを抑おさえることができないような、なんとも形容しがたい声こわ音ね。

　いつもキラキラしているルナ先輩の瞳ひとみは、静かながらも何処どこか遠くに感じてしまう。

「尚なお更さら、負けられないなぁー」

　自分の畑を荒あらすのは絶対に許さない。そう告げているようで、牽制したはずが牽制されているような感覚に陥おちいる。

「ルナ先輩は何──、？　……」

「何故なぜ、そこまでして人気者になりたいのか」、そう尋たずねたかった。

　けども、自分のスネに違い和わ感かんを覚えてしまえば質問する気は失うせてしまう。

　はぁ……、見なくとも分かるわ。また俺のスネ毛を桜がむしろうとしているらしい。ルナ先輩も俺のスネを見て引いてるし。

　なんでだよ桜！　超ちよう真しん剣けんに話してたんだから、やましいことはしてないじゃないか！

「ん？」

　ススススス……、とムズ痒がゆくも桜の指が上へと這はい上がっていく。

　ずっとずっと上がって行き、スネ、膝ひざ、え？　太もも？　……。はぅ!?　ま、まだ上がるの!?　そ、それ以上先は……！

　って！　純真無む垢くな身体からだを汚けがされるわけにはいかん！

　桜の指をキャッチ＆叱しつ責せき。

「さ、桜！　お前どこ触さわろうとしてんだよ！　思春期かよ！　……あ、あれ？　桜？」

　向いた先に桜はいない。桜を探せば、素足で悲鳴をあげながら草原を全速力で走っていた。

　壊こわれたわけでなく、俺から少しでも離はなれるように。

　というよりも、俺以外がシートからフェードアウトしている……？

　傍ぼう観かんするキンタが、

「太郎……、お前チャレンジャーやな……」

　え、どういうこと？　……あれ？　そういえば、俺は何をつまんでいるんだっけ？

　このプニプニしたようで表面が硬かたくてザラついているものは、桜の指じゃないとしたら……。……何？

　そっ、と摘つまんでいるモノをチェック。

「!?　ぎゃああああ[image: ～][image: ～][image: ～]！　スズメバチィィィ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　めっちゃデカいハチつまんでもうとる───！

　桜ごめん！　俺も虫めっちゃ怖い！

「ひぃぃぃぃぃ！」

　超ちよう高こう速そくでハチを払はらい除のけ、どこかに行ってくださいと必死に扇あおぎ続ける。

　ハチがいなくなった瞬間、刺さされた箇か所しよがないかを確かく認にん！

　よ、良かったぁ……、奇き跡せき的にどこも刺されてはいない……。

「し、死ぬかと思った……」

「タロ様ぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　真っ白になりかけていると、涙なみだ声ごえのサリュが大おお慌あわてで走ってくる。

　おお、サリュよ……。皆みんなが俺を見捨てる中、お前だけは俺の身を案じて……。

　シートに倒たおれ込んでいる俺を見下ろすサリュが、途端にトレッキング用スカートをモゾモゾし始める。

　そのまま一気にタイツをずり下ろし……、

「はい!?」

「ぶわぁぁぁぁん！　死んじゃイヤですよぅ！　オシッコ！　サリュのオシッコでタロ様を救ってみせるですぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　こ、こいつ！　パニクってやがる！

　泣き喚わめきながらも、パンツまで下げようとするサリュを全力阻そ止し！

「どわぁぁぁぁ！　刺されてないし、治らないし、倫りん理り的にヤバいから止めろぉぉぉぉ！」
















「どこに！　どこにかければいいですか!?　ホイミ！　ホイミ！　ホイミ！　キアリー！　それともザオリクですかっ!?　ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　登る前にトイレ行ったからオシッコ出ないよぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「出すなぁぁぁぁぁ！」

　俺らの危険なやり取りは山々に反射し、どこまでもどこまでも遠くまで響ひびき渡わたる。




　山を下りるころ。俺は、幼おさな馴な染じみに聖水プレイを頼たのむ変態の称しよう号ごうを手に入れていた。




　　　　※　※　※




　午後は奉ほう仕し活動。男子は山の麓ふもとでゴミ拾い、女子は公こう共きよう施し設せつの清せい掃そうとなっている。

　俺とキンタはゴミ袋ぶくろ片手に、傾けい斜しやがかった山道のゴミ拾いをしていたのだが、

「なぁキンタ……。これは、いい丸太だな……」

「せやな太郎……。これは、いい丸太や……」

　俺らの目の前。山道を塞ふさぐように、腐ふ敗はいしてボッキリ折れた木が転がっているではないか。

　正直に言おう。こんなもん運びたくない。ゴミ捨て場まで、どんだけ距きよ離りあると思ってんだよ。絶対、腕うでもげちゃうだろ。

　真実はいつも１つ。

「よ、よし、キンタ！　ここらへんのゴミ拾いは終わったな！」

「せ、せやな！　別の場所行こか！」

「おお。桃山と遠山。大手て柄がらじゃないか」

「「へ……？」」

　ＯＨ……。振り返れば岩田先生がおる……。

　岩田先生が、ひょい、と倒とう木ぼくを担かつぐ。

「ふむ。60くらいだな」

　おかしいだろ。なんで60キロがひょい、なんだよ……。

　ガッチリ体型に丸太とか、師し匠しようかよ。

　師匠は今一度、倒木を地面へと置けば、

「お前ら２人でも持っていける。いけ」

「「……」」

「ほら、持っていけ」

「て、手柄は岩田先生にお譲ゆずりします……」

「持っていけ」

　なんだこの威い圧あつ感かん……。けど関係あるかい！　イエスとしか言えない、そこらへんの日本人と思ったら大おお間ま違ちがいだ！

「こんな重いもの、か弱い俺たちが持っていけるわけないじゃないですか！」

「せやせや！　俺らの女子力舐なめすぎや先生！　無理ゲーとちゃいますのん!?」

「さっさと行かんかバッカモ─────ン！」

「チクショ────！　キンタ！　丸太は持ったな！　行くぞぉぉぉ！」「おおおお──！」

　いつ俺たちは林間学校ではなく島に迷い込んだのだろうか。




　１号と２号は、担いできた倒木をゴミ捨て場まで持っていくことに成功。

「「はぁはぁ……、はぁはぁ……」」

　我ながらに、はぁはぁ言い過ぎ。

　仰あお向むけに崩くずれ落ちれば、腕や肩かたは満足に力が入らず。足もヤバス。腕立て伏ふせとヒンズースクワット各２００回くらいに相当するんじゃないか……？

　15時はとっくに回っており、既に自由時間に入っている。

　このまま土に還かえるのも悪くないがサリュの様子が気になる。

「サリュとニコ生放送する予定だったのに、待たせちゃってるな……」

　遅おくれるとはメールしているものの、急がなければ。

「キンタ、先に行くぞー……」

「わかたー……」

　最後の力を振り絞しぼって立ち上がり、サリュとの待ち合わせ場所へと移動開始。

　腕をだらりとさせて猫ねこ背ぜでノロノロ、足はすり足。その姿はゾンビかエヴァンゲ○オン。




　待ち合わせ場所、山中にある水遊びスポットへと到とう着ちやく。

　疲つかれを忘れ、思わず興奮してしまう。

「おおう……！」

　スポットというだけあり、小規模なリゾートプールよりよっぽど大きいではないか。

　巨きよ大だいな岩場、入り組んだ岸辺などあるが、何よりインパクト大なのは天然のウォータースライダー。全長30メートルほどの小高い滝たきは傾斜がかなりあり、さっきからもの凄すごい勢いで生徒が滑すべっている。ラストの反りの部分で、激しくブッ飛ぶくらいに。

　やばい、超ちよう楽しそう。

「！　いかんいかん。浮うかれてる場合じゃない。早くサリュを探さないと」

　ポツンと隅すみっこにいなきゃいいけど……。

「お……！」

　サリュ発見。最悪の事態を想定していたものの、それどころか先ほど昼食を食べていた女子たちと一いつ緒しよにいるではないか。

　小動物の勘かんでも働かせたのか、サリュが俺の存在に気づく。クラスメイトにたどたどしくも一言告げ、そのまま小走りでやって来る。

　真っ白ビキニに、空柄フリルスカートを身にまとった水着少女が大はしゃぎ。

「タロ様っ！　クラスメイトの方々とお友達になれました！　ＩＤも交こう換かんしてもらったですっ！」

「おお！」

　初日から早さつ速そく、努力が実を結んでいるではないか。俺さえもテンションが上がってしまう。

「やったなサリュ！」

　パッ、と笑え顔がおになるサリュは、置いていたトートバッグを掲かかげる。中にはウィッグが入っているのだろう。

「視し聴ちよう者さんにも、お友達ができたとお伝えしたいですっ♪」

「よし。早速、生放送していく──「あはっ♪　何の話してるのかなー？」」

「ル、ルナ先せん輩ぱい……」「ひっ……！」

　俺らのテンションが急暴落。

　サリュの監かん査さ人にん、ルナ先輩が登場。やっぱり貴女あなたもいるのね……。

　ルナ先輩の水着コーデは、デニム地のショートパンツとあえて下の露ろ出しゆつは控ひかえているものの、トップは左右色違いの異素材ビキニ。小物にも気を使っており、胸むな元もとのネックレスがルナ先輩の柔やわらかそうな胸をよりやらしくもアピールしてくる。

　中ちゆう腰ごし姿勢の、計算されたアングルは破は壊かい力抜ばつ群ぐん……！

「ん？　太郎君、どこ見てたのかな？」

「え!?　あ、あの……、そのネックレス可愛かわいいなって……」

「ホントは胸見てたくせに～。エッチなんだ～♪」

　うりうり～♪　と指で頰ほおを突つかれれば、分かっててもそりゃもうニヤけますよ！　サリュごめんって！

「今から撮さつ影えいするならルナも混ぜてもーらお♪」

　要するに、お前だけ目立とうとするなということだろう。

「い、今から使うチャンネルはサリュ専用なので、身バレとかしちゃいますよ？」

「別にいいよー♪」

　ですよねー。インスタでかなりオープンにやってるくらいですし……。

「でも──、「レインダンスの盗とう撮さつばっかしてるのに断らないよねー？」」

「……」

　それはそれ、これはこれとは言い切れないところを……！

　ルナ先輩がサリュへと接近。

「サリュちゃんとコラボ嬉うれしいなー♪」

「……う、嬉しくないもん」

　目を背そむけるサリュだが、ルナ先輩は回り込むだけでなく「んー？」と更さらに接近。

　サリュ限界。

「ひーん！　嬉しいですよぅ！」

「おっけー♪」

　怖こわい事務所でハンコを押す側と押させる側の立場に似ているよな……。




　茂しげみからひょっこり現れるミラノモードに変身したサリュ。

　身バレ対策にぬかりはなく、フリルスカートを脱ぬいだ上下白ビキニスタイル。黒くろ髪かみツインテールとのコントラストは、先ほどとは異なる可愛さを見事に引き出している。

「お、お待たせしましたぁ……」

　固い表情で、友達ができたことを報告する余よ裕ゆうがないのは言うまでもない。

　不安な状じよう況きようの中、生放送スタート。

「み、皆みなさん、こんにちは。ミラノですよぅ」

『うぽつ』『水着回!?』『可愛い！』『ロリかわ！』『俺得すぎる！』

　サリュの水着姿に視聴者大興奮。

　いつものサリュなら照れながら感謝しているだろう。

　だが今は、

「ほ、褒ほめちゃ駄だ目めですよぅ！　こ、殺されちゃうですよぅ！　ひんっ！」

　余計なことを言うなと、隣となりの人物がサリュの下腹部にデコピン１発。恐おそろしいのはレンズに映らない死角からの攻こう撃げきということ。

　サリュの身体からだがビクン！　と跳はね上がるのと連動するように、隣の人物へとスマホを手て渡わたす。可か及きゆう的てき速すみやかに。

「きょ、今日は特別ゲストさんがいるですっ！　どうぞぉ！」

「初めましてー！　ルナだよー♪　今日はミラノちゃんと一緒に頑がん張ばるからよろしくね♪」

　さすが自じ撮どりのスペシャリスト。サリュが正面撮影に対し、ルナ先輩は斜ななめ上。自分の顔が最も綺き麗れいに、かつ胸の谷間がチラ見せできるベストアングルだ。

　それだけで摑つかみは十分。

『新キャラ!?』『水着がエロ可愛い！』『すっごーい！　ミラノたそのフレンズなんだね！』

「いえーい♪」

　学園のトップアイドルは格の違ちがいを魅みせてくる。

　けど、俺は劣おとっているとは思わない。サリュだって元のポテンシャルに戻もどれば間違いなく張り合えるのだ。

「あわ、あわあわわわわ……」

　元のポテンシャルに戻れば……。




　サリュから借りたスマホを、滝下近くの河原かわらで俺は１人視聴中。２人はウォータースライダーを滑るべく、滝上を目指して歩いている。

『ルナとミラノちゃんが一緒にいる！』『２人とも仲良かったんだ！』『可愛いすぎだろ……』

　スピーカーからは、美少女２人とすれ違う生徒たちが色めき立つ声。

　コラボはルナ先輩だけでなくサリュにも得がある。損ばかりの生放送にならないのが、せめてもの救いだろうか。

　ふと、地面に伸のびた俺の影かげと誰だれかの影が繫つながる。

「えいっ」

「あんっ！」

　乳にゆう酸さんＭＡＸの足では膝ひざカックンに耐たえれず。その場に崩れ落ちてしまう。

「弱っ」

　見上げれば、イタズラに笑う桜が。

　先日買ったボーダー水着にフェスＴを羽織ったスタイル。フェスＴは腰こし付近で縛しばられ、相変わらずにキュ、としたウエストがさらに強調されている。

　こいつは俺を転ばすことにハマっているのだろうか。

「こっちはワケありで体力ゼロなんだぞ！　早く立たせろ！」

「んー？　何か言ったー？」

「ふ、太ももに足置くな！　イテテテテテ！　攣つった！　足伸ばして！　お願いだから！」

　爆ばく笑しようし、満足したであろう女王様は、俺の足を伸ばしてくれる。

「ああ……助かるわぁ……」

「情けないわねー」

「同情するならそのまま続けて……」

「同情はしてないわよ……」

　とか言いながら、伸ばし続けてくれるのね。

「お前は相変わらずツンデレだなぁ」

「！　……ふんっ！」

　顔が真っ赤な桜が、俺の足を面おも舵かじいっぱい。

「ヨーソロ─────！」

　仰あお向むけ状態で泣き叫さけびながらタップしていると、握にぎっていたスマホから、

『むぅぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！』

「その声はサリュ……？　おう……！」

　画面を覗のぞけば、頰をパンパンに膨ふくらませるサリュが映りこんでいるではないか。

　２人はまさに滑るところ。ボート浮き輪の前方にルナ先輩、後方にサリュがスタンバっていたのだが……。

『タロ様をモミモミするのは、ミラノの仕事ですぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！』

『え……!?　ちょ、ちょっとアンタ馬ば鹿かじゃな──!?』

「サリュ!?」

　一刻も早く下りたいと地面を強く蹴けり続け、サリュがルナ先輩と急発進。

　良い子は絶対に真似まねしないでねの速度。

『きゃああああああ！』

　ルナ先輩はボートにしがみつくのに必死で、もはや撮影どころじゃない。防水でなければ俺のスマホは完全に詰つんでいるレベル。

　今までの挑ちよう戦せん者とは比べ物にならない速度に、滝たき滑すべりを見ている連中もざわつき始め、滝下は危険かもしれないとその場を撤てつ退たい。

　僅わずかに隆りゆう起きした箇か所しよさえも、過か剰じよう反応するかのように浮き輪が激しくも上下。

「サリュ───！」

　自分でも過剰反応だと思うが、身体が勝手に動いてしまうのだから仕方がない！

　桜のストレッチで僅かに回復した体力をフル稼か働どうさせ、いつでも飛び込めるようにと予想落水地点を目指して全速力。

　反り返ったジャンプ地点手前。

　サリュは視界が良好になりかけているのに気づき、ハッ！　とツインテールをわし摑み。

　浮き輪から手を離はなしたままジャンプ地点を通過。

「はわっ!?」

　小こ柄がらなサリュ、大ジャンプ。放ほうり出されるように宙を舞まい、ルナ先輩よりもはるか遠くまで豪ごう快かいに乱回転。そのまま落水してしまう。

　すかさず俺も川へと飛び込み、深く沈しずんでいるであろうサリュを捜そう索さく。

「どこだサリュ！　!?　サリュ！」

　ぷかぁ……、と未いまだにツインテールを摑んだままのサリュが仰向けで浮ふ上じようしてくる。走そう馬ま灯とうでもよぎっているのか無表情。

　けれど、すぐに頰をフニャァ……、と緩ゆるませる。

　どこか頭で打ったのか？

「クセになるスピードですぅ……」

「お前は走り屋かよっ！」

　楽しかっただけで大だい丈じよう夫ぶそうなものの、念の為ためにサリュを担かついで川岸まで移動。

「どこも怪け我がしてないか？　頭とか打たなかったか？」

「えっと……、多分どこも、……！」

　キョロキョロと自分の身体を確かく認にんしていたサリュが、何か閃ひらめいたかのように一いつ瞬しゆん固まる。

　俺をチラ、と見るなり胸を押さえながらも倒たおれ込む。

「大丈夫か!?」

「ウー……苦シイヨゥ……。酸素ガ足リナイカラ人工呼吸シテホシイヨー……」

「……」

　明らかな棒読み。胸を押さえていたはずの手はいつのまにか祈いのるように組まれ、目をつむるサリュは唇くちびるを少し突つき出してアピール。

　人がせっかく心配してるのに何て野や郎ろうだ……。

　そんなにして欲しければくれてやる。

「岩田先生ー。ミラノが息してませんー」

「ぶわぁぁぁぁあぁん！　ごめんなさぁぁぁあああい！　めちゃくちゃ元気ですぅぅぅ！」

　ガチ泣きするサリュにため息づいていると、いつのまにか俺とサリュはギャラリーに囲まれていた。

「伸しん身しんユルチェンコ３回半ひねり成功おめでとう！」「「「10点！」」」「東京オリンピックはもらったぜ！」

　やかましいわ。

　どうやら、サリュの空中アクロバットプレイに大盛り上がりを見せているらしい。

　恥はずかしがり屋な性格も吹ふき飛んでいるのか、ポカンとするサリュ。

　だったのだが、

「ミラノちゃ～ん！」

「ひっ……」

　ルナ先せん輩ぱいが、サリュの心配をする体ていで駆かけ寄ってくる。

「ミラノちゃん怖かったねぇ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　潤うる々うるな瞳ひとみでルナ先輩がサリュへと無理矢理に抱だきつけば、

「ルナはやっぱり優やさしいなぁ」「恥ずかしがり屋のミラノちゃんとも仲良しなんて、さすがルナ先輩！」

　などと、お涙なみだ頂ちよう戴だいさせていく。

　実際はサリュの耳元で、

「……目立つなっつってんだろ？」

　と囁ささやいているのが聞こえてくるんですけど……。

「ミラノちゃん、これからは気を付けるんだよ？」

「うぅ……！　気を付けるですぅ！」

　サリュも潤々で、有害な人物には未だ馴なれる気配はない。

　具体的な対策が思いつかない今、地道に友達作りをさせていくしかない。

　急がば回れ、だ。




　　　　※　※　※




　１日目のイベントが全すべて終しゆう了りよう。

　俺とキンタが泊とまるペンション、６人部屋の和室にて。俺は自由時間らしく布ふ団とんで休きゆう憩けい中である。

　俺以外の男子は現在部屋におらず。体力が有り余っている連中は卓たつ球きゆう場へと足を運び、体力の有り余っていない連中はこっそり持参したゲームの腕うでを競きそうべく隣となり部屋で大会中。

　俺以外の男子は部屋にいないが、俺以外の女子は約１名部屋にいる。

　浴衣ゆかたを羽織り、外国人観光客のような少女。

「んっしょ……、んっしょ……」

　うつ伏ぶせ状態の俺にまたがった美少女モードのサリュが、一いつ生しよう懸けん命めいに手足や腰などを入念にマッサージ。

　ああ……超ちよう気持ちぃぃ……。

　とはいうものの、なかなかの時間マッサージしてもらっているだけに申し訳ない。

「サリュ、ありがと。もう大丈夫だぞ」

「いえいえ♪　お疲つかれでしょうし、もっとするですっ」

「……」

　実のところ、このやりとり３回目である。桜のストレッチに刺し激げきされたのか、サリュはこの調子でずっとマッサージしてくれているのだ。

「いや……、マジでリラックスできたから大丈夫だって」

「本当に、ですかぁ……？」

　何故なぜ、マッサージしている側が名残なごり惜おしそうなのか。

「さて……、そろそろキンタたちが戻もどってくるだろうし、サリュは戻ったほうがいいな」

　サリュの泊まる宿は一いつ緒しよなものの別館だし。

　送っていこうと立ち上がろうとするが、

「……。何してんだよ……」

　またがっていたサリュは下りようとはせず。さらには何を考えているのか、俺の上にうつ伏せでくっついてくるではないか。

　そりゃもう全ての部位にぴっとりと。これでは立てん。

　高密着したサリュは吞気のんきなもの。

「幽ゆう体たい離り脱だつ[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

　イタリアに８年間行っていたせいで、日本のギャグも８年前のままか……。

「こんなところ他ほかの奴やつらに見られたら恥ずかしいというか、殺されるから離れろ！」

　サリュを剝はがすべく、左半身に力を入れて半回転。サリュは木に抱きつくコアラのように離れてはくれず。

「潰つぶすぞ？」

「潰れるのも覚かく悟ごの上ですっ」

　左様でございますか。

　そのままさらに半回転すると、「ふぎゅ……」と何やら可愛かわいらしい虫の潰れる音が。

　サリュが下した敷じきになり、俺が仰向け状態に。

「ほら。苦しいだろ？」

「愛ゆえにサリュは苦しむのですっ」

「サウザーか」

　聖せい帝てい十じゆう字じ陵りようとなった俺も、さすがにサリュを潰し続けるのは酷こく。無理矢理に剝がすべく離れようとするものの、やっぱり離れようとはしてくれない。

「なんだよ！　今日はやけに粘ねばるな！」

　どうしたというのだろうか？　後ろから抱きつかれているせいでサリュの表情は見えない。けれど、家にいるとき以上に甘えてくるというか、ベタ絡がらみというか。

　ギュッ、と唐とう突とつにサリュが抱ほう擁ようを強める。そのままに俺の背中へとオデコをひっつけてくれば、振ふり向かなくても何かしら悩なやんでいることが分かってしまう。

「ねぇねぇ、タロ様……」

「どうした？」

「……その、……や、やっぱりなんでもないですっ……」

　何かを言いかけて飲み込んでしまうサリュ。

　コイツのなんでもないは信用できない。何もないくせにイタリアから日本に帰ってくるくらいだし。

「ルナ先輩が怖こわいのか？　送ってやるし、さすがに部屋までは入ってこないって」

「ＤＱＮさんは怖いですが、何とか耐たえることができるです」

「１人で寝ねるのが怖いのか？」

「タロ様と一緒に寝たいですけど、お写真で我が慢まんするです」

「じゃあ何を悩んでるんだよ？」

「……タロ様のニブチンです」

　!?　サリュが俺のことをディスってきただと……？

　傷つくというより驚おどろきのほうが大きい。

　時間を確認すれば消灯まで20分。まだ少し余よ裕ゆうはある。

「仕方ねぇなぁ……。ちょっと散歩でも行こうぜ」

　ここでイチャつかれるわけにもいかないし、サリュが眠ねむたくなるギリギリまで一緒にいてやろうじゃないか。

　悩んでいる理由は分からないが、不安を緩かん和わくらいはしてやろう。

　サリュは、「はいですっ♪」と悩みを忘れるように、背中の拘こう束そくを解除してくれる。




　男子の北きた棟とうと、女子の南棟を結ぶ廊ろう下かを抜ぬき足、差し足、忍しのび足。

　声を殺しながら、

「サリュ！　消灯時間とっくに過ぎてたの絶対知ってただろ！」

「はいですっ♪」

　全然悪気ねぇ……。

　ペンション前の中庭で雑談していると、いきなりに館内の明かりがダウン。時刻を確認すれば、消灯時間を30分以上もオーバーしていたのだ。

　多くの者が闇やみに紛まぎれて遊んでいるからこそ、俺たちが部屋にいなくとも騒さわぎにはならないのだろうが、バレたら面めん倒どうなのは言うまでもない。

　特に岩田先生にはバレたくねぇ……。

　南棟の階段を俺が先に上がり、踊おどり場からフロアを覗のぞく。誰だれもいないことを確認してサリュを手招き。

「すにーきんぐみっしょんみたいで楽しいですねっ♪」

　バレたらマジでゲームオーバーだけどな！

　速そつ攻こうで男子部屋に戻りたいが、サリュを置いていくわけにはいかん。万が一ハンターに見つかったら、俺が囮おとりになるという残念な役割がある。

　帰り際ぎわにバレたら、幼おさな馴な染じみに聖水プレイを頼たのみ、夜中に女子寮りようへ侵しん入にゆうする変態へと進化してしまう。３泊ぱく４日で凄すごい変態になれそう……。

　長い廊下を渡わたり続け、サリュの部屋まであと少し。

　もうすぐミッションクリアだ。

「！　サリュ、ストップ！」

　廊下と廊下が十字に交わる、広間手前で緊きん急きゆう停止。自じ販はん機き前のソファで後ろ姿ながら人ひと影かげを発見したから。

　くそ……、生徒だったらスルーしてもいいが、教師だと厄やつ介かいだ。

　？　その人物が何やら呟つぶやいている？　スマホをいじりながらもブツブツと、空気が漏もれるかのような微び量りような声。

　なんだコイツ……。危ない奴じゃね……？

　危険人物だが、生徒と断定しても問題なさそうだな。こんな頭のおかしい教師はいないだろう。というかいないと信じたい。

「サリュ、しゃがみながら進むぞ。バレても怒おこられはしないけど、危険人物っぽいから気をつけろ」

「は、はいですっ」

　いざ、足を動かそうとした刹せつ那な、

「コラァ！　何時だと思っとるんだバカモン！」

　やべぇ！　岩田先生だ！

　幸いバレたのは俺たちではなく危険人物。

　抑おさえ目ながら岩田先生の怒ど声せいは凄すさまじく、危険人物が全速力で階段を駆かけ下りていく。

「待たんかぁ！」

　岩田先生の足音も遠のいていき一安心。

「よかったぁ……。よしサリュ！　さっさと部屋に行こう！　？　どうした？」

「さっきの危険人物さんがスマホを忘れていったみたいです」

　ほんとだ。サリュが指差す先、床ゆかにはスマホが転がっている。きっと拾ってる時間も無かったんだろうな。

　人様のスマホを覗くのは好ましくないものの、危険人物故ゆえについつい覗いてしまう。

「これは……」





　----------------

　７月10日

　今日から林間学校。３泊４日もだるい。そもそも３学年まとめて行く意味が分からない。

　あの金きん髪ぱつは、今日も私以上に目立とうとしていた。ハイキングでは変態に尿にようをかけようとして喜ばせようとしたり、川では私を出し抜いてユルチェンコ決めたり。

　黒くろ髪かみツインテだけでなく、金髪の名前も有名になってきた。プレッシャーをかけるだけではもはや足りず、早急に打開策を考える必要アリ。

　人気者の座は絶対に譲ゆずらない。あんなポッと出に絶対に負けない。私の居場所を絶対に奪うばわせない。

　ルナが１番人気者。

　----------------






「とんでもないもの見ちまった……」

　なんということだ。このスマホの持ち主、さっきの危険人物がルナ先せん輩ぱいだったなんて……。

「タロ様、どなたのか分かりましたかぁ？」

「ふぁ!?　お、お前は見ちゃいかん！」

　咄とつ嗟さにスマホ画面をひっくり返してガードすれば、サリュは「ほえ!?」と俺よりさらに大きなリアクション。

「こ、これは俺が責任を持って本人に届けるから、お前はもう寝なさい」

「どうして隠かくすのですかぁ……？」

「お前には刺し激げきが強すぎるからだ！」

　秘密を共有したいらしい。しかし、いくら見上げながら可愛く尋たずねてきても、駄だ目めなものは駄目。

　やむを得ない。サリュへの嫉しつ妬と丸出しの文章など見せれるわけがないし、さらなる攻こう撃げきが降りかかると知れば無む駄だに身構えてしまう。

　こんな闇の深いデスノートを純じゆん粋すいなサリュちゃんに見せるわけにはいかん。

　サリュは諦あきらめるかのように肩かたを静かに下ろしていく。

「そう、ですか……。おやすみなさいです」

「おう、また明日あしたな」

　とぼとぼとサリュは部屋を目指して歩き出す。

　サリュが見えなくなったのを確認し、大きくため息。

　まさか鬱うつ日記を拝む日が来るとは……。

　鬱日記。主にＳＮＳで誰も幸せになれないような、不平不満をダラダラと書きなぐる生産性のない日記のことである。

　日付も書いていたし、毎日付けているのだろうか。

　サリュに隠したのはサリュのためでもあるが、ルナ先輩のためでもある。はずみで見てしまった罪悪感があるからこそ、１人胸にしまっておくべきだと判断した。

　ベンチへ腰こし掛かけ、再度、日記を覗いてしまう。

『ルナが１番人気者』

　最後に綴つづられた言葉は、自分へ言い聞かせているように見える。

　ハイキングのときにも、ルナ先輩が人気者にこだわる理由が気になっていた。

　スクールカーストの最上位の存在が、なぜそこまでの劣れつ等とう感を抱いだくのだろうか。なぜそこまで追い込まれているのだろうか。

「さっぱり分からん……」

「み、見たの……？」

「へ？　!?」

　ぼーっと考えていた俺の脳が思考停止。

　スマホを忘れていることに気づいてダッシュで戻もどってきたのだろう。

　肩で息をするほどに呼吸は乱れ、自販機の薄うす明あかりでも浴衣ゆかたや肌はだがぐっしょり濡ぬれていることが分かってしまう。ハイキングで追いかけてきたときの演技とは全くに違ちがう。

　ルナ先輩、降臨……。すっぴんも可愛かわいいですね……。

　大きな黒目は揺ゆれに揺れ、瞳ひとみがジワリと潤うるんでいく。

「み、見やがったな……！　誰にも知られたくないルナの日記見やがったな……！」

「う、うわ……」

　すぅぅぅぅ……と、とんでもない量の空気をルナ先輩は肺へと溜ため続ける。さすがは学園の歌うた姫ひめの肺活量。どこまでもどこまでも吸い続け、背が反っていけばいくほどにマシュマロバストもへしゃげていく。

　脳内では「カイリュー！　はかいこうせん！」が再生されてしまう。

　数秒後、絶対に大声を上げると確信してしまう！

　こんなとこで叫さけんでみろ！　フロア一帯大パニックになるわ！

「しっ───！」と言いながら、思わずルナ先輩の口を塞ふさぎこむ。叫ぶのはまずいと気づいてくれるものの、それでもパニック状態は続行。

「ちょ、ちょっと!?」

　ルナ先輩はソファへと俺を押し倒たおして馬乗りになってきた!?

「見たな……！　見たな！　見たな！　見たな！　ルナの大事なもの全部見たな！」

　俺の肩を強く摑つかみながら、内うち股またで身体からだを揺らし続けるルナ先輩。下腹部は程ほどよい圧あつ迫ぱく感かんが刺激し続ける。

　この姿勢と言動がヤバ過ぎる……！
















　ヤバ過ぎるのだが、今の俺はやらしい気持ちにはちっともなれない。

　パターンは違うけど、サリュが前まえ髪がみを開かれたみたいな焦あせりように、他人ひと事ごととはとても思えなかったから。

　だからこそ、ルナ先輩のスマホを差し出しながら言ってしまう。

「忘れろというなら忘れます。けど、１人くらい秘密を知っているほうが楽じゃないですか？」

　ルナ先輩の動きが停止。

「どういう、意味……？」

「誰にも言わないで日記書くより、誰かに毒を吐はくほうが楽になるかなって。俺はそう思います」

　ルナ先輩にとって予想に反したコメントだったのか、逡しゆん巡じゆん。

　けれど、考える行こう為いが恥はずかしいといったふうに、スマホをひったくる。

「わ、忘れて……！　こんなのルナが書いてないから……！」

　大事そうにスマホを抱だきしめるルナ先輩が、自室目指して廊ろう下かを駆けて行く。

　下腹部の重みは消えたはずが、今もずしん、と何かが乗っているような感覚が残る。

「……自分が書いてないは無理があるでしょ」

　自分の言いたいことや考えを詰つめ込んだ日記こそが、本当の自分だと思うんだけどなぁ。

　むしろ、人気者であるルナ先輩のほうが無理をしているのではないだろうか。

　ルナ先輩は小こ悪あく魔まなのか悪魔なのか。はたまた……。

「？」

　どこかからだろう。扉とびらが小さくも閉まる音が聞こえてくる。

「サリュ？」

　反応は返ってこず。調べる手立てもなし。

「俺も戻るか……」

　ソファから立ち上がり、南みなみ棟とうから北棟へと歩き出す。








３章






　林間学校２日目。午前の体験学習は、動物好きなサリュのためにと牧場見学。

　多種多様な動物と触ふれ合える広大な土地で、俺とキンタはヤギの乳ちち搾しぼり中である。

　本音がポロリ。

「男２人で乳搾りって、中々に悲しい絵え面づらだよなぁ」

　こんな胸冷なシチュエーション、誰だれ得なのだろうか。

「は？　別に俺、悲しないで？」

「……え？」

　親友のホモォ、としか取れない発言に、サー……、と猛もう暑しよ日びにも拘かかわらず体温急低下。

　首に巻いたタオルで冷ひや汗あせを拭ぬぐい続けながら、キンタと目を合わせることができず。

「その……、お前の女子力の高さは認めるけど、お前を女子とは見れない……。ごめんな」

「しばき倒すぞボケ！　誰がラーメンしか作れん奴やつ、好きになんねん！」

　この関西人、口悪いわぁ。っていうか、料理全ぜん般ぱん作れるし。

　おもむろにキンタは胸ポケットに手を突つっ込むと、

「俺は嫁よめとデートしてるから悲しくない言うとるんじゃ。見てみぃこの神こう々ごうしさを」

　キモオタが取り出したのは、本人神推おし中のアニメ、『ＨａｎＤ　Ｃｒｅａｍ！』略してハンドリに登場するヒロインの１人、花はな沢ざわミエのフィギュアである。

「俺はミエちゃんとデートしとるから全然悲しくない言うとんねん。そうやんなぁ♪　ミエちゅわ～ん♪」

「この前と嫁替かわってんじゃんねーか」

　よくよく見ればミエちゃん、ウチの学校の体操着を着ているではないか。オトメンなキンタがこの日のために、こさえたに違いない。

　そういう芸の細かさが、ゲイだと思われるんやろがい。

　無機物とイチャついていたキンタが、ふと視線をヤギ舎から外へと向ける。

「なぁ、太郎。サリュちゃん大だい丈じよう夫ぶなんか……？」

　お前の頭も心配しろと言いたいが、キンタが気にかける理由も分かる。

「ああ。飼育員さん、付いてるし大丈夫だと、……思う」

　ヤギ舎から外を眺ながめると乗馬体験中のサリュが横切っていく。

「あわ、あわ、あわわわわ……！」

　生後間もない赤子のよう。首をカックンカックンさせながら、サリュは小走り気味の馬に必死にまたがっていた。

　ちょっと腰こしが引けているのが遠目で見ていて面おも白しろい。

　ようやく散歩コースを一周回り終えたサリュは、「ふぅ……」と汗をぬぐいつつ馬から降り、馬に一礼、飼育員さんに一礼。

　挨あい拶さつを終えるとキョロキョロと辺りを見み渡わたし、俺ら発見。パァ、と顔を綻ほころばせ、首の据すわっていない赤子から、両親を見つけた迷子に成長して駆かけ寄ってくる。

「「あ」」

　馬に乗っていたせいか、止まったエスカレーターに乗るかの如ごとし。母親を見つけた迷子から、酔よっ払ぱらいのリーマンに残念進化し、サリュは大きくバランスを崩くずす。

「ひゃ！　わぷっ……！」

「サリュ!?」「サリュちゃん!?」

　サリュ転てん倒とう。

　良かった……。転んだ場所には、大量の干し草が積まれていただけに怪け我がは無さげ。けれど、派手に頭から干し草に突っ込み、首から先は見えない。

　すぽっ、と出てきたサリュと目が合えば、顔中草だらけで「ううっ……！」と泣きかけ。

「あちゃー……。サリュちゃん助けに行こか」

「ストップ、キンタ！」

　サリュのもとへ向かおうとするキンタを思わず停止させてしまう。

「どないしたん？」と尋たずねてくるキンタだが、俺の思おも惑わくを理解して納なつ得とく。

　サリュの近くにいた俺らのクラスメイト、ギャル系女子の吉よし澤ざわさんがサリュに近づいていたから。日焼けをエンジョイしているのか、より一層に肌は黒い。

「桃山のお嫁ちゃん、大丈夫ー？」

　吉澤さんは、ぱっと見かなりのパリピだが、隣となりの席で時々お菓か子しをくれる良ギャル。サリュに悪態つくようなことは絶対しない。

　以前に教室でも同じようなやり取りがあり、そのときのサリュは舌を嚙かみちぎろうとしていた。けれど今は、予想外な事態にキョトン、と座りっぱなし。

　その間もしゃがみ込んだ吉澤さんは、髪かみや顔中に付いた草を取り払はらってくれる。

「ふふっ……！　アハハハハ！」

　吉澤さんがいきなりにも爆ばく笑しよう。フリーズ状態だったサリュだが、

「ど、どうして笑うのですかぁ……？」

　笑われる理由が分からないサリュは戸と惑まどい、声こわ音ねを震ふるわせながら尋ねてしまう。馬ば鹿かにされているとでも思っているのだろう。

　馬鹿にされているわけでは断じてない。そんなことは俺が説明しに行く必要もなく、目め尻じりを拭いながら吉澤さんが答えてくれる。

「ごめん、ごめん……！　お嫁ちゃんが漫まん画がみたいに、頭から派手に突っ込んだから、つい……！　ふふっ！　アハハハハハ！」

　ようやくに原因が自分のドジによるものだと理解。サリュは照れ隠かくしで、前髪をアセアセといじり出す。

　後からやって来た、吉澤さんグループのギャル系女子２人も「笑ったら可哀かわい想そうじゃーん」「ほんそれ。大丈夫だったー？」とサリュの介かい抱ほう開始。立ち上がらせて、体中の草をぱんぱんと払い除のけてくれる。真っ白な子が真っ黒な人たちに囲まれ叩たたかれている光景は、なんだかカツアゲされているようだが、断じてそのようなことはない。

　ぱっと見は俺でも怖こわい。けれど、中身が良い人物たちだと分かったからこそ、サリュは精せい一いつ杯ぱいの感謝を告げるべく頭を下げる。

　舌を嚙んだ以前よりも、はっきりと成長していることが分かってしまう光景だ。

「あ、えっとその……、ありがとう、ございますぅ……。吉澤さんと皆みなさん……」

「あれー？　ウチってお嫁ちゃんに名前言ったことあったけ？」

「タ、タロ様のお隣さんで、以前にもサリュに気を使っていただいたので……、!?」

　ぎゅむっ！　と、いきなりに吉澤さんがサリュへと抱だきつく。

「超ちようピュアじゃん[image: ～][image: ～][image: ～]！　やっぱ桃山には勿もつ体たい無ないよねー♪　超この子飼いたい！」

「サ、サリュはタロ様のお家の子ですよぅ」

「「「超可愛い[image: ～][image: ～][image: ～]♪」」」

「ひゃ、ひゃわわ!?」

　黒の集団がサリュへと激しい抱ほう擁よう。オセロならとっくにサリュも黒くなっている頃ころ合あい。

「ねぇ、お嫁ちゃんも一いつ緒しよに回ろ？」

「い、いいのですかぁ……？」

「友達じゃん♪　あと、ウチのことはヨッシーでいいよー」

　さすがは良ギャル吉澤さん。

　友達の響ひびきにサリュの表情は緩ゆるんでしまい、恥ずかしくなったのだろう。抱きつかれている吉澤さんの胸に顔をうずめてごまかそうとする。

「ヨ、ヨッシーさん……。よろしくどうぞですぅ……」

「「「超可愛い[image: ～][image: ～][image: ～]♪」」」

　ギャル３人がまたしても抱きつき合う始末。

　仲なか睦むつまじいやり取りを見ていた俺たちは、我が子を見つめる両親のよう。

「林間学校前は心配やったけど、案外そうでもなさげやな」

「ああ。サリュはやればできる子だしな」

　今、俺たちがサリュのもとに向かっても水を差すだけ。せっかく新しい友達ができたのだから、邪じや魔まするわけには行かない。

　吉澤さんたちに手を握にぎられ、別のエリアに向かおうとするサリュだったが、思い出したように俺の方を振ふり向く。

　もはや何も言うことはない。行ってこいと１つ頷うなずいてやる。

　サリュは「あ……」と寂さみしげに何か言いたげ。けれども、心を鬼おににしてサリュに背を向ける。少し寂さびしい気もするが、これで良いのだ。

　タオルを首に巻き直して立ち上がり、

「さて。ヤギも飽あきたし、俺たちも違ちがうとこ移動するか」

「せやな。よっしゃ、行こかミエちゃん。ん？　ミエちゃん？　!?　どわああああ！　お、俺のミエちゃんがぁぁぁ！」

「!?　どうしたキンタ!?　……あ。……ドンマイ」

　サリュたちのやりとりに集中していたせいで、キンタの嫁がヤギにレロレロレロと、しゃぶられているではないか。

　なんとか取り返したようだが、嫁の上半身はベッシャベシャ。

　キンタが、「傷は浅いぞ────っ！」とどこかへ走り去って行けば、俺は牧場に１人ぼっち。

「さて……、俺はどうしようかなぁ」

「だ～れだ♪」

「うお!?」

　視界が唐とう突とつにも塞ふさがれるのと同時、聞き覚えのある人物の声が耳に入ってくる。

「ル、ルナ先せん輩ぱい……？」

「当ったり～♪　ルナだよ～」

　振り向く必要もなく、テンション高めのルナ先輩が俺へと顔を覗のぞかせる。

　そして、言うのだ。

「ねぇ、太郎君。デートしよ？」




「ルナ先輩の隣にいるのって、桃山じゃない？」「あいつの乳首、搾さく乳にゆう機で搾しぼろうぜ」「いや、牡お牛うしとして出荷すんべ！」「異議なし！　業者呼んで来い！」

　牧場がほぼ貸切状態だからこそ、通り過ぎる生徒は挨拶代わりに俺へと嫉しつ妬とをぶつけてくるんですけど。

　それも仕方がない。俺は今、学園のトップアイドルとデートしているのだから。

　否いな。決してデートではない。これはデートという名の監かん視し。ルナ先輩の目的は、昨日の件を口外しないかだけである。

　俺とルナ先輩は現在、アルパカが放牧された飼育舎の中。

　30頭ほどのアルパカが飼育されており、飼育員さんからペットフード入りカプセルをもらい餌えさやりをおこなう。

　地面に生えた草よりも、餌のほうが美味うまいのを知っているらしい。カプセルを持っている俺のところへとアルパカは好意的に近づいてくる。味をしめてやがる。

　テーブル付きのベンチに腰こし掛かけながら餌を与あたえ続けていると、

「いえ～い♪」

　隣に座るルナ先輩が、アルパカをバックに写真撮さつ影えい。間もなくインスタにアップされるに違いない。

「アルパカって可愛かわいいね♪」

　アルパカの顔を改めて確かく認にん。

　貫かん禄ろくがあるというか、哀あい愁しゆうが漂ただようというか。手に乗せたペットフードを嚙んでいるアルパカの顔面は……、

「可愛い、……ですか？」

　クチャクチャ、ガム嚙んでる助っ人外国人みたいなんですけど。

　本人もアルパカをちゃんと見ていなかったのか、まじまじと眺める。

「……。え～、可愛いよぉ」

　その溜ためがもう噓うそだよね。

「おーい。ルナ───」

　アルパカ舎の柵さく外。男女グループがルナ先輩を呼んでいる。

　女子のほうは見覚えがあり、水着売り場で会ったことのある人たちのようだ。

　明らかに一緒に回ろうと誘さそっている、というより連れ戻もどしにきたように見えるが、ルナ先輩は「やっほー♪」と手を振るのみ。

　計算高いということは、物事の状じよう況きようをしっかりと把は握あくできている。よって、気づかないフリをしているに１００万ペリカ。

「早く行ったほうがいいですよ。俺も適当に誰だれかと合流しますから」

「え───。このまま２人だけの思い出作ろうよー。ね？」

　服をつまんでのお願い攻こう撃げきは反則級。相変わらずに外そと面づらは１００点満点である。

　仲良しグループと一緒に回らないのは、やっぱり俺が口外する可能性があるからだろう。さっきから度たび々たび一緒に回ろうというグループの誘いも断ってるくらいだし。

　忘れろと言ったから忘れている体ていで接しているけど、やっぱり不安なんだろうなぁ。

　仕方ない。一いつ瞬しゆんだけ忘れている体、解除。

「大だい丈じよう夫ぶですって。マジで昨日のことは誰にも喋しやべりませんから。日記のこと──、「日記？　何のことかな？」」

「え、だから──、「何のことかな？」」

「いや──、「何のことかな？」」

　おおふ……。超ちよう絶ぜつメンドくせぇ……。

　自分は監視するが、お前は忘れていろとのこと。

　鬱うつ日記を誰にも知られたくない、門外不出の代しろ物ものにしたいことが改めて分かるよなぁ。

　しばらくはサリュよりも俺のほうがマークがキツくなるかもしれん。むしろ好都合かもしれないが……。

「分かりましたよ……」と監視続行を了りよう承しようすれば、

「ねぇ太郎君。ルナ、またニコ生放送やってみたいな！」

「え？　ニコ生をですか？」

「いいでしょ？　絶好のロケ日和びよりだし！」

　うん……、良い提案かもしれん。ただ監視され続けるのは気が滅め入いるし、２人でいるのは生放送のためだという理由も手に入る。何よりレインダンスのファンが喜ぶだろうし。

「そうですね、撮影しましょうか」

　俺のスマホから、『密着！　レインダンス24時』のチャンネルのマイページを開き、パパパッ、と手短に放送枠わくを確保完かん了りよう。タイトルは、『ルナルナ、初の単独ロケｉｎ牧場』

　放送開始。ルナ先輩へとレンズを向ければ、カメラ映りばっちりの満面スマイルで「やっほー♪　ルナだよー♪」と両手を振り振り。ライブでもお馴な染じみの挨あい拶さつで摑つかみはバッチリ。

　学園の生徒しか登録できないチャンネルにも拘かかわらず、

『ルナキタ────！』『ゲリラで単独初ロケ!?』『ルナルナだ！』『超レア回！』

　開始数秒での大だい声せい援えん。コイツらは林間学校で何をしているのだろうか……。

「あはっ♪　体験学習中なのに、ニコ生見てちゃ駄だ目めなんだよー？」

　レンズへと近づいてきたルナ先輩は、我が子をからかうかのように「いーけないんだー♪　いけないんだ♪」と口ずさみながらの小こ悪あく魔まスマイル。

『うわあああ！　可愛すぎて死ぬぅぅう！』『スクショで保存でけたぁあぁぁ！』『林間学校で１番の思い出がでけたぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！』『セクシーを愛しセクシーに愛された女め神がみぃぃぃぃぃぃ！』

　ルナルナファン狂きよう喜き乱らん舞ぶ。お前らの将来が心配……。

　まぁ、壊こわれてしまうのも分かるけども。

　サリュが天然発言や行動で心を癒いやす使い手なのに対し、ルナ先輩は男子の喜ぶ術をフル活用して心を癒す使い手。

　やはりルナ先輩が強敵であることを再認識してしまう。

「ルナも餌あげてみようかな♪」

　ルナ先輩が俺へと目配せし、餌ちょうだい♪　と手を差し出してくるので餌を載のせる。

　うんうん。動物と美少女ってだけで視し聴ちよう率りつは取れるよね。

「ルナ、動物大好きなんだ～！　それによく懐なつかれる──、『ペッ！』」

　ん？　ペッ……？

「な、何これ……」

　あれ？　ちょっとやそっとじゃ崩くずれないルナ先輩の笑え顔がおが引き攣つってる？

　それもそのはず。ルナ先輩の手のひらがビショビショになっていたから。

　そして、漂う悪あく臭しゆう。

「うっ……!?」

　あまりの刺し激げき臭しゆうに、鼻を咄とつ嗟さにタオルで塞いでいると、ふと、立て看板の注意書きが目に入る。体をスマホごと看板へと向け、

「アルパカはツバを吐はく恐おそれがあります。たいへん悪臭なので、お気をつけください……」

　どうやらルナ先輩はツバを吐かれたらしい……。

　動物の勘かん？　ルナ先輩の裏の性格を見み透すかしているかのような行動である。

　アルパカのとんでも行動に呆気あつけに取られていると、

「殺す……。コロスコロスコロスコロスコロス……」

　マイクでも拾わない、耳を澄まさないと聞こえないほどの物ぶつ騒そうな小言。瞳ひとみは潤うるみ、瞬まばたきしたら涙なみだが溢あふれそうなのか、開ききったまま。

「ル、ルナ先輩……？」

「助っ人外国人みたいにクッチャクッチャクッチャクッチャ……。全然可愛くないし……！」

　同じこと考えてたんかい。

　怒いかりと悲しみを纏まとう姿に学園アイドルの面おも影かげ無し。自然とミュートに変へん更こうしてしまう。

　外面が壊れかけているのを指し摘てきしようとするが、悪意あるオーラに気づいたのか。複数のアルパカたちが一いつ斉せいにルナ先輩の方をバッ！　と振ふり向く。さらには、まるで仲間の加勢に向かったようにルナ先輩のもとへと急接近。

　ルナ先輩は危険を察知するが、どうすれば良いか分からず。

「え……？　！　ちょ、ちょっと、何……？」

　あっというまにアルパカ複数体がルナ先輩を包囲。

　全員が「味がなくなったチューイングガムはいらねぇぜ」と、

『ペッ！』『ペッ！』『ペッ！』『ペッ！』『ペッ！』

　半径２メートルエメラルドスプラッシュ。

「きゃあああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　大量のツバ飛沫しぶきをルナ先輩の全身に穿うがち、粛しゆく清せい完かん了りよう。アルパカたちは、崩れゆくルナ先輩を完全スルーしながら、地面にツバを吐き捨てて散り散りに。

「うわ……」

　俺だけでなく無音声ながら視し聴ちよう者もドン引きし、誰もがコメントを流さない。

　横たわる学園のトップアイドルの顔や髪かみ、Ｔシャツはベットベト。泣くことも怒りさえ忘れる放心状態で、完全にいけないタイプのＤＶＤでありそうな映像。
















　究極にエロいものの、知り合い、ましてや自分たちのアイドルの濡ぬれ場に、誰もが気まずくてしょうがない。

　カメラを向けることさえ、そっち系の撮影をしているような罪悪感を感じるわぁ……。

　インカメラへと切り替かえ、軽く会え釈しやくして放送を終しゆう了りようさせてしまう。

「だ、大丈夫、……なわけないですよね……」

　壊れかけのルナ先せん輩ぱいは動こうとはせず、仕方なしにタオルで顔を拭ふいてあげていると、ようやくに電源が入ったらしい。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　最ッ！　悪ッ！　汚きたない汚い汚い……！　死ねっ！　死ねっ！　死ねっ！」

「ル、ルナ先輩！　動物愛護団体に捕つかまりますから落ち着いて！」

「!?　……。きゃはっ☆」

「もう何も突つっ込みませんから、手洗い場行きましょう」

「う、うん……。そうだね」

　年ねん齢れい詐さ称しようのアイドルみたいに思えてきたなこの人……。




　手洗い場へと誘ゆう導どう完了。泣きながらフィギュアを洗っているキンタの横で、キャミソール姿になったルナ先輩は、汚よごれた髪や身体からだを洗い始める。その姿は、哀愁が漂うほどにしょんぼり。

　臭においの問題は解消されるものの、残る問題は服だよなぁ。

「ルナ先輩、Ｔシャツ洗っとくんで貸してください」

「え、でも汚いよ……？　それに洗っちゃったら、これ１枚で帰らないといけないし……」

　ルナ先輩の目線の先に注目。ＯＨ……。水しぶきでキャミが濡れて、ブラも透すけとる……。チラ見えネックレスがセクシィ……。

「やっぱりインナーだけで帰るのは恥はずかしいですよね……」

「うん……」

　今日の桜、タンクトップだった気がするけども、あれは恥ずかしい人種なのだろうか。

　それはさておき、汚れたＴシャツではどっちみち着て帰ることはできないだろう。

　仕方ないよなぁ。

「とりあえずは俺のシャツで我が慢まんできますか？」

　俺の突とつ拍ぴよう子しのない提案に、驚おどろきながらも戸と惑まどうルナ先輩は素すだと思う。

「で、でも太郎君がこのままじゃ……」

「これでも『密着！　レインダンス24時』の管理人ですしね。それに俺、林間学校で不ふ名めい誉よな称しよう号ごうもう付いてるんで。今いま更さら、露ろ出しゆつ王とかどうでもいいです」

　可哀かわい想そうというのもあるが、鬱日記を見てしまった結果が招いた事故といえば事故だし。

「というわけで俺のシャツを──、「露出王……、ふっ、アハハハハハ！」」

「ルナ先輩？」

　自分の着ていたＴシャツをたくし上げようとしていると、先ほどまで落ち込んでいたルナ先輩が噓うそのように大だい爆ばく笑しよう。何やらツボに入ったらしい。

「アハハハ！　た、確かに太郎君、こっちに来てから、す、凄すごい言われようだよね……！　ふふっ……！　せ、聖水プレイの変態とか、スーパー丸太ブラザーズとか、……あ、新しく露出王も追加されたら、……さ、３さん冠かん王おうだぁ……！　もう駄目！　ハハハハハハ！」

　吉澤さんに負けないくらい、呼吸ができないくらいの大笑いを上げ始めるルナ先輩。

　俺も思わず笑ってしまう。

「聖水プレイは、サリュのせいでしょ！」

「え～。そうだっけ～？」

　いつもは口を押さえ、可愛かわいさを追求する笑いをルナ先輩は浮うかべていた。今のルナ先輩は、腹を抱かかえて可愛さの追求などお構いなし。

　ついつい嬉うれしくなってしまう。誰も見たことないであろうルナ先輩を、俺だけが知っている気がしたから。

　ルナ先輩の前に俺のＴシャツを置き、ルナ先輩のＴシャツを回収。

「というわけでＴシャツ洗いますよ？　時短して牧場体験に早く戻もどりましょうよ」

「上半身裸はだかで回るの？」

「……仕方なくないっスか？」

　返答に対し、ルナ先輩がまたしても吹ふき出す。

「……アハハッ！　ご、ごめんね……、そんな人と今から一いつ緒しよに回ると思うと、おかしくてつい……！　アハハハハ！」

　その姿は小悪魔モードでも悪魔モードでもない、本当の姿だと思いたいものだ。

「……タロ様？」

「お、サリュ」

　俺がいることに気づき、サリュは寄ってくれたらしい。しかし、ルナ先輩がいるからか、あからさまにローテンション。

「……何で一緒にいるんですかぁ？　しかも裸です……」

「ちょっとアクシデントがあってな」

　サリュの手には売店で買ったであろうお土産みやげが。イタリアにいる両親へだろう。

「あ。なぁサリュ、売店にＴシャツとかタオル、売ってなかったか？」

「えっと。確か、どっちもあったと思うです」

　ひとっぱしり買いに行くこともできるが、アダルティなルナ先輩を置いていくわけにはいかない。サリュに留守番させるのは気まずいだろうし、泣きながらフィギュアを洗っているキンタは現状役に立たない。となれば、申し訳ない気持ちはあるが、

「サリュ、パシらせて悪いんだけどさ、ルナ先輩のシャツとタオル買ってきてくれないか？」

　こういうところは律りち儀ぎらしく、ルナ先輩は髪を濡らしながら財さい布ふを取り出そうとする。

「あ、私が払はらうからちょっと待ってね」

「いいですよ。妹のお土産にしますから」

「えっと……、じゃあ、お言葉に甘えさせてもらうね？　洗せん濯たくして返します……」

　なんだか恥ずかしげに頭を下げるルナ先輩もレアだな。

「というわけでサリュ、おつかい頼たのんでもいいか？」

「……」

「？　サリュ？」

　断りは入れないものの、あからさまにイヤそうに、ふいっ、と顔を背そむけるサリュ。

　まぁ、散々ルナ先輩に絡からまれてきたから気持ちは分かるけども。

「サリュよ。困ったときはお互たがい様だろ？　ここは──、「そういうことじゃないですよう」」

「？　じゃあ、どういう──、「タロ様のおたんこなす！」」

　短い舌を精せい一いつ杯ぱい突つき出したサリュは、そのままに売店目め掛がけて全速力。

　怒おこりつつ、頼まれた依い頼らいを全速力で遂すい行こうしてくれるのは、アイツのいいところだよなぁ。

　にしても、ニブチンのあとは、おたんこなすか……。

　うちの子、反はん抗こう期なのかな？

　サリュが売店へと入っていくのを見ながら服を着直していると、

「ねぇ、太郎君」

「どうしたんですか？」

　髪を絞しぼり、水気をとっているルナ先輩はこっちを見ないまま。

「何でさ……、太郎君は昨日の夜、あんなこと言ったの？」

　驚いた。自分から鬱うつ日記のことに触ふれてくるとは思ってもみなかったから。

　興味本位で聞いている、というようには見えない。顔を見せていないから油断しているのか、ルナ先輩の背中は少し儚はかなげに見えてしまう。

　だからこそ、本心を告げてしまう。

「ルナ先輩とサリュが被かぶったからですかね」

「サリュちゃん、と？」

　はっきりとは確信を得ていない。けれど、サリュと同じように、ルナ先輩も何か問題を抱えているように見えて仕方なかった。

　何かあったからこそ、ルナ先輩は負の感情を徹てつ底てい的てきに抑え込み、誰だれにでも明るく接するようになったのではないだろうか？

　性しよう根ねは悪いのかもしれない。けれど、腐くさっているとは思えないのだ。

　逆に尋たずねてしまう。

「ルナ先輩は、素の自分を出さないんですか？」

　自分の良いところだけをさらけ出すスタイルは、見ていて肩かたが凝こってしまう。

　ルナ先輩は誰にでも人気があり、鬱日記のことを誰にも口外したくない。ということは、誰にも本当の自分をさらけ出していないのだろう。

　やっぱり、せめて１人くらい愚ぐ痴ちをこぼせる奴やつがいてもいいと思ってしまう。

「ルナはいつも素の自分だよ？」

　ハンカチで顔を拭いたルナ先輩は顔を上げ、意味が分からないと言ったふうに、軽く微笑ほほえみを見せるのみ。

　華はなやかな笑顔が胸を締しめ付ける。

　俺だけが見た笑顔とは違ちがう、誰もが知る笑顔だったから。




　　　　※　※　※




　夕方のイベントはＢＢＱ。多数あるキャンプ場に、各学年ごと適当に散らばり、準備に勤いそしんでいる。

　片かた隅すみの調理場にて。食しよく戟げきのタロウ全開。

　ＢＢＱコンロはさすがの高火力を発揮し、熱々の鉄板の上で豚ぶた肉にくから滲にじみ出た脂あぶらでソバをコーティング。鉄板の上にまんべんなくもソバを広げ、均一に火が通るのを待ちつつ、キャベツやニンジンなどの野菜類をカットしていく。そりゃもう手て馴なれたもんですよ。

　焼きそばを作りながら、思わず顔がニヤついてしまう。俺が料理する以上、どこのグループにも負けない美味おいしさと安全を提供してみせる！

　ベチャベチャ、焦こげ焦げ、生焼けなど笑しよう止し千せん万ばん！

　調合したソースを麵めんに絡ませていると、幼おさな馴な染じみの弾はずむような声が聞こえてくる。

「タロ様[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

　今にもスキップしそうな上じよう機き嫌げんなサリュが登場。

「おお、どうしたサリュ」

「見てくださいっ♪」

　ポケットからスマホを取り出すと、小さなお手々でチマチマと操作していき、俺へとスマホ画面を見せてくる。

　覗のぞいてみれば、動かしていた手を思わず止めてしまう。

「おお！　友達が10人以上も!?」

　映されたＬＩ○Ｅの友達リストには、吉澤さんなどを含ふくめた複数人の名前が表示されているではないか。もはや俺、桜、キンタしか登録されていない、すっからかんスマホではない。

　なんとサリュは、たった１日半で任務をクリアしてしまったようだ。

　友達１００人でさえ、あっという間に達成できそうな勢いに俺までもサリュのテンションが感染。

「よく頑がん張ばったなサリュ！」

「えへ……、えへへ♪」

　いつもどおり髪かみをわしゃわしゃと撫なでたい欲よつ求きゆうに駆かられるが、調理中ではできない。

　となれば、さらなる高みを目指させるまで。

「よし、サリュ！　この最強の焼きそばで、お前のウェイトレス力を皆みんなに見せつけてやれ！」

「はい！　皆みなさんに焼きそば配るですっ！」




　紙皿に載のせた焼きそばをトレーで運ぶ、マッチ売りの少女もとい焼きそば売りのサリュ。

「や、焼きそばはいかがですかぁ[image: ～][image: ～][image: ～]？　タロ様の焼いた、焼きそばですよ[image: ～][image: ～][image: ～]う」

「サリュちゃん！　おかわり[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「はいですぅ。わわっ！　もう、おかわりですねっ。柔じゆう道どう部さんは食べ盛ざかりですもんね」

「え、オレのこと知ってるの……？」

「はいですっ♪　いつも部活終わりにお店に寄ってくれてありがとうございます♪」

　サリュ派、柔道部の男が泣きながら焼きそばに食らいつく。

「八重樫、おかわりー！」

「はいはーい。あ。玉ねぎ残してんじゃん！　食べ終わるまでお預けー」

「い、いや……マジで玉ねぎだけは無理なんだって」

「だーめ。ほら、待ってあげるから、とっとと食べなさいよ。３、２、１、……うん。やればできんじゃん♪　はい、量多めね」

　桜派、玉ねぎ嫌ぎらいの男が泣きながら焼きそばに食らいつく。

「朝霧さん、焼きそば持ってきました！」

「ありがとう。けど、もうお腹なかいっぱいだから、ごめんなさい」

　朝霧派、断られた男が泣きながら焼きそばに食らいつく。

　より多くの人々に感動を提供しようと桜も駆り出し、俺がキッチン、サリュと桜がホールという見慣れた景色が自然と完成する。約１名は関係ない。

　顔なじみの常連もいたり、短期間で友達が作れた自信もあるのだろう。サリュは慌あわてずに生徒たちとの交流を深めていた。

　耳を傾かたむければ、

「おっちょこちょいな子だと思ってたけど、ニコルソンさんってテキパキしてるよね！」

「恥はずかしがりながら、おかわり聞いてくれるの凄すごい癒いやされるよね～！」

「「「分かる～！」」」

　男子にはもちろん、小動物系だからか女子ウケも良いらしい。

　ミラノモードでもなく、美少女モードでもない。コミュ難モードのサリュに、じわりじわりとブレークの兆きざしが垣かい間ま見みえる。

　確かな手て応ごたえを感じてしまう。

「へぇ～。太郎君、手馴れてるね」

「あ、ルナ先せん輩ぱい」

　監かん視しをしに来たのか、背後からひょっこりとルナ先輩が顔を覗かせる。

　ちょ～だい♪　と愛あい嬌きようたっぷりに皿を渡わたされ、１人前をヘラでよそっていく。

「実家がラーメン屋なんで、作るのは慣れてるんですよ」

「へぇ～そうなんだ！　また今度、食べに行こっと♪」

　ヘイお待ちと箸はしを添そえて手て渡わたすと、ルナ先輩はその場で焼きそばを一口。

「うわ！　他ほかのグループのより美味おいしい！」

　予想以上の味だったのだろう。ルナ先輩の反応は素すっぽくて、つい俺もテンション上じよう昇しよう。

「でしょ！　ソースに酒やみりん、顆か粒りゆうの鶏とりがらスープとかも入れてるんです！」

　美味しいの一言だけで料理人冥みよう利りに尽つきてしまうものだ。

「はい、あ～ん♪」

「へ？」

　当たり前に焼きそばを俺の口へと近づけるルナ先輩。しかもフーフー済み。繰くり返す。フーフー済みの焼きそばである。

「ずっと皆のために作ってたんでしょ？　はい♪　ご褒ほう美びのあ～ん♪」

　やべ……、もう１人の俺が口を開けないと顎あご外すぞ、って脅おどしてくるんですけど……。

「あ、あ、あ、あ……」

　まぁ、俺頑張ってるし？　あーんくらいのご褒美があってもいいんじゃないかな……？

　焼きそばを食べようと口を開いた刹せつ那な。

　はむっ！

　いつ戻もどってきたのか。俺が気付かなかっただけか。

「サ、サリュ!?」

　いきなりに現れたサリュが、ルナ先輩が差し出した焼きそばを一口。

　口を押さえてモグモグしながら、

「[image: ～][image: ～][image: ～]……。は、はろはまにはーんふふのは、さふのひごとでふっ！　（タ、タロ様にあーんするのは、サリュの仕事ですっ！）」

　ルナ先輩、小声でボソリ。

「首へし折られたいのー？」

　バキッ！　バキバキッ！　と割り箸をへし折って超ちよう怖こわい……。

　が、ようやくに焼きそばを飲み込んだサリュは、

「ま、毎日、牛乳飲んでるから簡単に折れないもん！」

　毎日飲まんでも簡単には折れんわ。

　というよりも。……サリュがルナ先輩に歯向かった？

　ビビリまくりだった、あのサリュが？

　間違いない！　林間学校での友達作りが功を奏したのだ！

　足が生まれたての子羊みたいになってるけども！

　感かん銘めいを受けていると肩をトントンされる。

「ん？」

「はい、太郎。あ[image: ～][image: ～][image: ～]ん♪」

　振ふり向けば、焼きそばを差し出してくる桜が。

「さ、桜？　あ、あ───ん、───!?　ホワッチャアアアア[image: ～][image: ～][image: ～]！　フーフーしてねーじゃねーかぁぁぁ！」

　口ん中、火傷やけどするわ！

　床ゆかでのたうち回っている間に見事なまでの三みつ巴どもえが形成されていた。

「先輩！　これ以上、サリュちゃんと太郎にちょっかいかけるのは止やめてください！　そんな暇ひまあったら練習してください！」

「ルナの邪じや魔まする暇あったら、喉のどに入った変声機取り外しなよー♪」

「入ってないわよ！」

「入ってないのに、あんな歌声なのですかぁ!?」

「うっさい！　アンタどっちの味方よ！」

「ひ～ん！　２番目とＤＱＮさんが悪夢のコラボですぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「誰が２番目よ！」「誰がＤＱＮなのかなー……♪」

「お、落ち着けよ３人とも……」

「タロ様はシィですよぅ！」「太郎は黙だまってて！」「３さん冠かん王おう君は静かにねー♪」

　コイツら嫌きらい……。

「クス……。私も会話に入れてもらおうかしら」

「あ、朝霧さん……」

　あなたは楽しそうなことには何でも首を突つっ込んできますね……。

「どうかしら？　ここら辺で決着をつけるというのは」

　調理場に集まる、誰だれもが朝霧さんの言葉に注目してしまう。

　ルナ先輩はイマイチ、ピンと来ていないようだが、俺と桜、サリュもなんとなくは理解しているだろう。

　予想通り。朝霧さんは、さも嬉うれしそうに言うのだ。

「ここにいる３人で勝負して、勝者が１番。シンプルでしょ？」

　やっぱり。セルゲームリターン、というよりも、もはや闇やみのゲームの始まり。

　この人、人生を賭かけたゲームを傍ぼう観かんするの好きだよなぁ……。

　桜が物言い。

「ちょっと待ってよ！　意味分かんない！　別に１番なんてなりたくないし！」

「あら？　桃山君の１ば──、「うっさい王華────！」」

　忙いそがしい奴やつだなコイツは……。

　耳元でキャンキャン言われようが、朝霧さんは余よ裕ゆうげ。

　ん？　そんな余裕げな朝霧さんが俺を、じっ、と見つめている？

　さらには、ニッコリ。

「そうね。なら、また景品を桃山君にするのはどうかしら？」

「へ……？　!?　また俺ぇ!?」

　俺のほうが意味分かんないんですけど！

「最終日の夜にデートなんてどうかしら？　裏イベントのときなんて丁度良いわね」

「そ、それって、あの裏イベント……？」

「そうね。あの裏イベントね」

　そんなニッコリ言われましても。

　たいていのＲＰＧに裏ボスがいるように、この林間学校にも裏イベントと呼ばれるものがある。その名も度ど肝ぎも試だめし。肝試しではない。

　俺も人ひと伝づてでしか聞いたことがないのだが、『参加者の男子』にとってロクでもないイベントなのは有名な話である。

　故ゆえに超反対。なのだが、朝霧さんは桜の耳元でボソボソ。

　耳と頰ほおを染めた桜は、

「！　[image: ～][image: ～][image: ～]っ。……が、頑がん張ばる……」

　はい、桜の頑張る宣言入りましたー。

　頑張る＝賛成。そりゃ女子は関係ないからいいですよ。

「あはっ♪」

「ル、ルナ先輩!?」

　何を考えているのか。１番無関係なはずのルナ先輩が俺の腕うでへと引っ付いてくる。

　いつもの小こ悪あく魔ま的な距きよ離りではない。もはや体の半分以上、胸、頰、モモが触ふれるほどの距離。その距離はまるで恋こい人びと同士のような……。

「じゃあルナが勝って、太郎君とデートしちゃお♪」

「……え？　ええ!?」

　サリュと目を合わせれば、何を考えているのだろうか？　いや、何も考えることができていないのだろう。ただただ胸の前で拳こぶしを握にぎり締しめているだけなのだから。

　となれば、やはり選せん択たくは１つしかない。

「ちょっと待った！　勝負は反対！　サリュにメリットが無い！」

「あら、そうかしら？　ここで１番になっておけば儲もうけ物だし、仮に負けたとしても今どれくらいの立ち位置にいるのかは分かると思うけど」

　う……、さすがはクールビューティー。的を射た意見だな……。

　とは言うものの、朝霧さんも一方的に余興を楽しみたいわけではないらしい。

「確かに無理強じいはよくないわね。サリュちゃんはどう思っているのかしら？」

　朝霧さんに微笑ほほえみかけられ、固まっていたサリュがビクッ、と反応。

　俺が目を合わせたように、サリュも俺へと目を合わせてくる。

「や、やるですっ……！　サリュは負けないです！」

　一いつ緒しよの行動をしたにも拘かかわらず、答えは分かれてしまう。というよりも、何故なぜにサリュが賛成したのかが分からない。

「お、おい！　勝負内容もまだ分から──、「サリュはやるんですっ！」」

「サリュ……」

　強ごう情じようなサリュ。けれど、いつもとは違ちがう気がしてならない。焦あせっているというか、使命感があるというか……。

　サリュの気持ちを優先させてあげたいが、本当にそれでいいのだろうかと、考え込んでしまう。

　３人の参加者は、早さつ速そくに勝負方法を話し合っている。

「ゲーム大会でいいじゃん。男子、スマブラとか鉄てつ拳けん持ってきてるし」

「却きやつ下か♪　多目的ホールにカラオケあったから歌勝負がいいな」

「そんなの私、勝てないじゃん！」

「さ、さくらんぼの茎くきをお口で早結び──、「「却下」」」

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　キリが無いといったふうに朝霧さんが、

「勝負するなら明日あしたの自由時間よね？　プールで遊ぶ予定だったし、水着コンテストはどうかしら？」

「乗ったですっ！」「いいよ～♪」とサリュとルナ先せん輩ぱいが言うのに対し、桜は猛もう反はん対たい。

「い、嫌いやに決まってんじゃん！」

　朝霧さんの辛しん辣らつな言葉。

「じゃあ桜は不戦敗ね」

「!?　や、やるわよ……！　やってやるわよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　桜よ……。明らかに朝霧さんの思うツボじゃねーか……。

　朝霧さんを眺ながめれば、

「……ふふふっ！」

　腕で顔を隠かくしながら笑いを抑えていた。

　あなたは自由でいいですね……。




　　　　※　※　※




　２日目のイベントが全すべて終しゆう了りようした夜。

　入浴時間20分という短時間ゆえに、手早く身体からだを洗っても湯船に浸つかる時間は一いつ瞬しゆん。

　そんな一瞬の時間でもクラスの奴らは大興奮。

「明日の水着コンテストが楽しみすぎる！」「ルナ先輩と八重樫だけじゃなくて、ミラノちゃんも参加するってもっぱらの噂うわさだぜ!?」「胸熱すぎんだろ！」

　学園アイドルたちが水着コンテストをするという話はあっという間に拡散。男子だけでなく、女子までもお祭り気分でエキサイトしている状じよう況きようである。

　成り行き上、ごくごく当たり前に水着コンテスト管理局長となった、俺の株価は爆ばく上あげ。裸はだかの野や郎ろうたち大興奮。

「明日のＭＣ、頼たのんだぞ桃山！」「よっ！　名司会！」「迷司会芸、見せてくれ！」

「「「「「エロ司会！　エロ司会！　エロ司会！　エロ司会！　エロ司会！」」」」」

「悪口じゃねーか！」

　好感度が急きゆう上じよう昇しよう。名声が急下降。まさに桃山インフレーション。

　いつもなら、のぼせあがって水シャワーでシャンパンファイトくらいしたと思う。

　でもなぁ……、今回はそんなにノリ気じゃないんだよなぁ。

　だって、サリュを水着コンテストに参加させるか未いまだに悩なやんでるし。

『ひ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！』

「!?　その特とく徴ちよう的な泣き声は、……サリュ？」

　噂をすればサリュの声が隣となり、女子風ぶ呂ろから響ひびいてくるではないか。

　さすがは野郎ども。あれだけバカ騒さわぎしていたにも拘らず、浴よく槽そうは波音さえ立たないほどの静せい寂じやくに包まれている。桶おけを壁かべに接地する猛も者さまで。意味ねーよ。

『お嫁よめちゃん１人いたところで誰も怒おこらないってー』

『本当に大だい丈じよう夫ぶですかぁ……？』

『大丈夫だってー』

　どうやらサリュのことを気に入った吉澤さんが、サリュを風呂に連れこんだらしい。

　２人は体を洗いっこしているらしく、

『わわっ！　ヨッシーさんのお肌はだって本当は黒くないんですかっ!?』

『そだよー。ファンデーションだよー』

　マジか……。ずっと日サロ通いだと思ってた。

『お嫁ちゃんは肌、真っ白ー。それに天然の金きん髪ぱついいなー』

『く、くすぐったいですよぅ』

『もっとくすぐったいとこ、触さわっちゃえ～♪』

『ひゃ……！　そ、そんなところ触っちゃ、やぁですよう……！　ひんっ……』

『びくびくして可愛かわいい[image: ～][image: ～][image: ～]♪』

　生々しくも小刻みに震ふるえるサリュの艶つややかな声。

　い、一体向こうで何が……。

『タロ様にもそんなところ触れられたこと、ないのに……ああっ……！』

「!?　おらぁぁぁぁ！　誤解を招く発言は──、な、なんだお前ら!?」

　あれだけ静かに耳を傾かたむけていた野郎どもが、俺を包囲。

　ただならぬ殺意がダダ漏もれなんですけど！

　早急に記者会見しようとしていると、どうやら桜もいるらしく、

『ちょっとサリュちゃん！　誤解を招く発言は止やめなさい！』

　俺とのユニゾンな発言で周りの殺意が上昇したものの、ナイスサポート。

　そのまま頑張れ桜！

　サリュぼそり。

『誤解を招くおパンツ穿はいてるくせに……』

『い、いつまで引きずってんのよ！　そっちも水着選んでもらったからノーカンじゃん！』

『桜さんだってタロ様に選んでもらってたです！』

『私はサイズが違うから持ってきてもらっ──、！　……[image: ～][image: ～]っ！　恥はずかしいこと言わせんなぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！』

「さーて……、そろそろ風呂から上がろっかなー……」

　裸の男たちは当たり前にどいてくれず。

　バレー部の伊い場ばが手を上げながらの号令。

「排はい球きゆう拳けん行くわよ────！」

　一同が「「「「「はぁ[image: ～][image: ～][image: ～]い♪」」」」」と大合唱。

「え!?　ちょ、！」

「「「ワン────！」」」「イッ！」

「「「ツゥゥゥゥゥー！」」」「テェェェ！」

「「「アタック────！」」」「いぎゃああああああああああ！」

　背中へと容よう赦しやない平手打ち。飛び跳はねれば、ケツをスパァァァァン！　と叩たたかれフィニッシュ。

　桃山デフレーション。俺の株価が急落した。




　冷水で冷やしたものの無力。俺の背中には、紅葉もみじが絶賛咲さき乱れ中である。

「アイツら絶対許さん……」

「タロ様～♪」

　ひとりごちながら脱だつ衣い所から出ると、外国人観光客、浴衣ゆかた姿のサリュがお出で迎むかえ。

　少し髪かみが濡ぬれていることから、急いで風呂から上がって俺を待っていてくれたのだろう。

　買っておいたらしい瓶びんタイプのコーヒー牛乳をサリュは開かい封ふうし始める。のだが、フタを開けるのに手こずっている様子。

「むむむむむ……」

　一いつ生しよう懸けん命めいに指をカリカリカリカリカリ……と動かし続けること数十秒。

　ポンッ、と心地ここちよい音とともに、サリュご満まん悦えつ。

「♪　コーヒー牛乳をどうぞ♪」

「色々ありがとな……」

　ありがたくキンキンに冷えたコーヒー牛乳を受け取り、喉のどを潤うるおす。

　ふぅ……、この一いつ杯ぱいがあるから、明日も頑がん張ばれるわぁ～……。

　とか思っている場合ではない。

「なぁ、サリュ。ちょっといいか？」

「？　はいです？」

　立ち話もなんだと近くにあるソファへと移動。隣となり合って座り、身体ごとサリュの方へと向ければ、ＢＢＱ以降ずっと言いたかったことをようやくに告げることができる。

「明日の水着コンテスト、無理して出なくてもいいんだぞ？」

「！　……、無理なんかしてないもん……」

　その言い方からして無理してんじゃねーか。

　明るかった表情が一転。自信なさげなサリュを見てしまえば、やはり出場させるべきではないと思ってしまう。

　友達10人できるかな計画が１００点満点以上の結果を残せても、大勢の前で水着姿はいくらなんでも早すぎる。

　林間学校前の手押し相撲ずもうでも水着姿だったが、あれはニコ生オンリー。

　明日はそうはいかない。大勢の生徒と対面しながら、水着姿をジロジロと見られてしまう。手押し相撲とはわけが違ちがう。コンテストなのだから立っているだけとはいかない。

　だからこそ、俺は気が進まないのだ。

「俺からルナ先輩たちには言っとくからさ。な？」

　なだめようとしていると、

「……もん」

　サリュが微かすかにも声を出す。

「？　サ──、「サリュは負けないもんっ！」」

「!?」

　いきなり立ち上がったサリュが、俺を見下ろしながらも声を大にし、

「サリュは負けないもんっ！　タロ様のいかれぽんち！」

「お、おいサリュ！」

　タ────！　とサリュは全力疾しつ走そう。

　ニブチンとおたんこなすの次は、いかれぽんちか……。

　アイツがそこまで意固地になる理由が分からない。

「はぁ……。明日はどうしたものか……。ん？」

　角を曲がったはずのサリュが、ぷんすかしながら俺のところへ戻もどってくる。

　何か伝え忘れたことでもあるのだろうか？

「ヨッシーさんたちのところへ遊びに行ってくるですっ！　それと、おやすみなさいですっ！」

　可愛いなチクショウ。

　母親に何処どこに遊びに行くか報告する小学生みたいだな。

　俺の飲み干した瓶を回収してゴミ箱に入れたサリュは、またしても全速力で走っていく。




　　　　※　※　※




　３日目の朝。

　朝食の食堂にて事件は起こった。

「このお味み噌そ汁しる、超ちようウケるですぅー。？　えっと……、あ！　超美味おいしいんでーすーけーどー」

「お、おま……お前……」

　思わず箸はしが手から落ちる。それは俺だけではない。周りの連中もだ。

　衝しよう撃げき的だった。横に座る、見慣れないようで超見慣れている少女の風ふう貌ぼうに。

「タロ様、青ざめちゃって、超ウケるでーすーけーどー。神ってるでーすぅー」

「……」

　絶句。

　それもそのはず。色白だったサリュの新雪のような肌は、ファンデーションによって健康的な小麦色に変化。本人は使いこなしていると思っているのか、ギャル語というよりも、「ワーレーワレーハ宇宙人ダー」的な言葉遣づかい。

　サリュがギャルになっとる……。サリュが、ギャル……。

　サリュデギャルソン!?

「俺の幼なじみが、こんなにギャルギャルしいわけがない！」

「タロ様!?」

　飯を食っている場合ではないと、犯人であろう人物を捜そう索さく。

　いた！　白飯に卵を落とし、ＴＫＧを作っている吉澤さん発見！

「吉澤さぁぁぁぁ───ん！　ウチの子を返せ─────！」

「おっはー。お嫁ちゃん、ウチがメイクしてあげたんだー。超可愛くなったっしょ？」

「テコ入れなんて今は求めてないの！」

　確かに可愛くもあるんだけれど！　４つめのギャルモードなど求めとらん！

「ていうーかさー。昨日のお嫁ちゃん、ずっと桃山の毒吐はいてたよ？　やけ酒みたいにずっとコーラ飲んでたし」

「炭酸が苦手なサリュがコーラを……？」

　それほどまでにサリュはストレスを抱かかえているのか……？

　炭酸はアルコールではないけども。

　吉澤さんは円を描えがくように醬しよう油ゆを垂らしながら、

「もっと大事にしたほうがいっしょ。あんな一いち途ずで可愛い子、マジ天然記念物なんだしー」

　超大事にしてるからこその行動なんだけどなぁ。

「なぁ吉澤さん。昨日、サリュは何をそんなに愚ぐ痴ちってたんだ？」

「教えなーい。乙女おとめの愚痴大会は他言無用だっしょー」

「左様ですか……」

　ギャルの人たちって結束や口が固そうだし、教えてくれそうにないか……。

　今後もサリュと親交を深めてくれるなら固いほうが安心するけど。

「まぁさー。お嫁よめちゃんも桃山に好かれようと頑張ってるんだし、ちゃんと見てやんなよー」

「ちゃんと、ね……」

　吉澤さんの忠告に感謝及および、サリュに変な言葉を教えないでと厳重注意し、もとの席へと戻る。隣となりにはもちろんサリュデギャルソン。

　良かれと思ってだろう。白飯だったのに、めっちゃマヨネーズ盛られとる。

　ありがた迷めい惑わくだよ。

「タロ様が水着コンテストに反対だと言うのなら、サリュは自分を自分でプロデュースすることにしたのです、超ウケるです」

「自分でウケるな。……ということはお前、その状態でコンテスト出ようとしてんのか？」

「とりま、そんな感じみたいなー、ですっ！」

　自分なりに考えた結果がそれかい。ミラノモードでも勝てる可能性は少ない。それならばと、ギャル化も取り入れるという答えを導いたらしい。

　いきなり黒くなったら、お前の正体がミラノってバレる可能性大だっつーの。

　意気込んでいるサリュが、ご飯を一口。

「ううっ……！　マヨネーズご飯、美味しくないよぅ……」

「形から入るからだアホ！　ほら、水飲め」

「ど、どもです……。ぷはぁ……。ずーみー、おいしーです」

　バブル期の業界人みたいになってきたなコイツ……。

「なぁ……。やっぱり、やめとけって。その格好で挑いどんでも間違いなく負けるって」

「そんなはずはないですっ！　こんなにもパリ人さんなのですから！」

「……パリ人？　何言ってんだ？」

　そんなことも知らないのかと、サリュは胸を張りながら自信満々。

「パリに住んでるピープルさんみたいに、今のサリュはナウい女なんですっ！」

「パリピはそういう意味じゃねーよ！」

「ええっ!?　違うのですかっ!?」

　フランス人に謝れ。




　昼食を終えて30分の休きゆう憩けい。

　この休憩が終わってしまえば、自由時間、すなわち水着コンテストが始まってしまう。

　サリュの部屋前で待つこと数分。

「お待たせしましたぁ」

　水着の上にＴシャツを羽織ったサリュ登場。ギャル語は諦あきらめてくれたものの、未いまだにファンデーションは塗ぬったまま。というよりも全身小麦色になって悪化しとる……。

　さすがに自室からミラノモードで現れるほどバカではなく、ウィッグは肩かたがけのトートバッグに入っているらしい。コンテスト直前にミラノモードに変身するようだ。

「なぁ、サリュ。やっぱり──、「サリュに二言はないですっ！」」

「行きましょう！」と俺の手を摑つかんだサリュは、グイグイと俺の手を引っ張りながら歩き出してしまう。

　強気なサリュだったが、宿舎外に併へい設せつされたプール場に近づけば近づくほどに足取りは重くなっていく。

　目の前にまで到とう着ちやくするころには、いつもの弱気なサリュに逆ぎやく戻もどり。

「ひっ……！」

　サリュが小さく悲鳴を上げる理由。

　低年ねん齢れい向けに作られたプール場にも拘かかわらず、満員御おん礼れいだったから。

　観客席となっている楕だ円えん形の流れるプールは、コンセプトを嘲あざ笑わらうかのように流れないプール状態で、生徒たちがギュウギュウ詰づめ。

　中へと入れない生徒たちは、プール周りでスタンバイ。プール周りでも観みられない生徒たちは、ニコ生から視し聴ちようするしかないと泣く泣く部屋へと引き返していく。

　プール場だけが異常なほどの人口密度になっていた。夏フェスかよっ。

　入口前。先に人員整備を行っていた副管理局長のキンタが、俺らに気づいてメガホンを振ふり回す。

「太郎とサリュちゃ～ん。更こう衣い室が控ひかえ所じよやでー」

　感謝を告げ、入口から更衣室目指して歩き出すが、このときには既すでに俺とサリュの歩く速度は同じ、それよか俺のほうが速くなっていた。俺の手を握にぎるサリュの手も、いつものような温かさは感じられない。

　更衣室前へ到着。ドアを開けば、対戦者であるルナ先せん輩ぱいと桜、冷やかしに来た朝霧さんも。

「わぁ～♪　噂うわさ通り、サリュちゃん凄すごいイメチェンしてる～！」

　ルナ先輩がいつもより生き生きして見えるのは、サリュが迷めい走そうしているからに違いない。

　桜もサリュの全身を見て啞あ然ぜん。

「サリュちゃん……、付つけ焼やき刃ばで出場しても優勝はできないよ……？」

「あはっ♪　桜、ネタ枠わくが被かぶるからって、そんなこと言ったら可哀かわい想そうだよ～」

「誰だれがネタ枠よ！　笑うな王華！」

　改めて、対戦相手である２人を見てしまう。

　サマーカーディガンを肩がけし、透すけた生き地じからうっすらとボディラインや水着をアピールするルナ先輩。

　ビッグサイズのパーカーを羽織り、あえてチャックを閉めずに肌はだ色いろ部分を見せつける桜。

　首筋にファンデーションを塗り忘れているサリュが勝てるわけがない。

　即そく席せきギャルになったところで意味がないことを、サリュは理解したのだろう。戦意を失うかのように俯うつむき、場の空気に吞のまれてしまう。

　もはや限界は目に見えている。

　俺はレインダンス３人へと頭を下げてしまう。

「悪いけどサリュは棄き権けんにしてください」

「！　タロ様……？」

　俯いていたサリュがゆっくりと顔を上げてしまう。

　じっ、と僅わずかに開く前まえ髪がみから俺を見つめるサリュ。

　その瞳ひとみに怒いかりは混じっていない。

　けれど、

「……タロ様はサリュが不戦敗になってもいいんですかぁ……？」

　何故なぜ、自分に期待してくれていないのかを問うてくる瞳。

「サリュじゃＤＱＮさんには勝てないから、そんなこと言うんですかぁ……？」

　そんなわけがない。俺はサリュをいつだって応おう援えんしているし、期待だってしている。

　だからこそ、こんなところでサリュの古傷を痛ませるわけにはいかない。また塞ふさぎ込んで欲しくないのだ。

　経験を積ませるのも確かに大事。だが過程を飛ばしすぎる。傷つく可能性が大きすぎる。

「今回は見送ろうぜ。な？　目先の勝負のためだけに無理すんなって」

「目先なんかじゃないもんっ！」

「！　サリュ……？」

　いきなりにも大声をあげるサリュ。見えない瞳からは大おお粒つぶの涙なみだが流れていた。

「……このままだと、タロ様がいなくなっちゃうもん……」

「俺がいなくなる……？　サ、サリュ！」

　気になるワードを言い残し、サリュは更衣室を飛び出して行く。

　すぐさま追いかけようとすると、ルナ先輩に裾すそを摑まれてしまう。

「サリュちゃん、部屋に戻っただけじゃないかな？　今は１人にしておいたほうがいいと思うよ？」

　１人にする。その言葉を聞いただけで、焦あせりは底なしに増ぞう幅ふくしていく。

　サリュを１人にしてはいけないし、１人にしたくない。

「すいません。やっぱりサリュが心配なので探してきます。悪いけど桜。キンタにＭＣしてもらうように頼たのんどいてくれるか？」

「うん、分かった」

　了りよう承しようする桜に対し、ルナ先輩の裾を摑む力が強まる。

「……ねぇ。ちょっとサリュちゃんに過保護すぎるんじゃないかな。今日は丁度良い機会だと思うけど？」

　ないがしろにされた苛いら立だちからか。ルナ先輩は堂々と嫌けん悪お感かんを出している。

　けれど関係ない。手を払はらってしまう。

「サリュは過保護すぎるくらいが丁度良いんです。それに、サリュをほうっておくのは俺が嫌いやなんです」

「……！」

　ルナ先輩がたじろいでしまうのも無理はない。俺だって自分がめちゃくちゃサリュバカなのは分かってるし。それでもこれは本心なのだから噓うそはつけない。

　クス……、と朝霧さんは微び笑しよう。

「桃山君、こっちで対処しておくから、行ってらっしゃい」

「ありがとう！」

　サリュを追いかけるべく更衣室を飛び出す。




　プール場周りにいる生徒に、サリュを見なかったかと尋たずねても、ステージしか見ていないために誰もが首をかしげるのみ。

　電話をかけても繫つながらず、サリュの部屋に戻っても誰もおらず。宿舎をひと通り回ってもみたが結果は同じ。

　水着姿のまま山へ入ったとは考えたくないが、サリュのことだから０％とは言い切れない。

　宿舎前で立ち往生してしまう。

「くそ……、サリュの奴やつ、どこに行ったんだよ……？」

「桃山───！」

「い、岩田先生？」

　40代の柔じゆう道どう部顧こ問もんが、息を切らしながらも俺へと接近してくる。何やら切せつ羽ぱ詰つまっているような印象を受ける。

「桃山よ。山姥やまんばが現れたとの報告が宿にあったらしいのだが、心当たりはないか……？」

「やま、んば……ですか？」

「ギャル風ふう貌ぼうの水着女子が泣き叫さけびながら、山道を走って行ったらしい。……俺が思い浮うかぶ生徒が１名いるんだが」

　ふむ……。

「……ちょっと分かんないですね。ちなみにどこら辺で目もく撃げきされたんですか？」

「川遊びのエリアらしいが」

「あざす！　それじゃあ用事があるので！」

「お、お前、やっぱり留学せ──、バッカモ────ン！」

　山姥って、ギャルモードのサリュかよっ！

　既に体力切れの中年を振り切り、先日の川遊びスポットを目指す。全力で走れば10分くらいだろうか？　握りしめたスマホから着信音が鳴り響ひびく。

　誰かからメールが届く。どうせ不要なメッセージだと電源ボタンを押そうとするが、

「……？」

　思わず指の動きを止めてしまう。メールの内容が、間もなく『ミラノちゃん愛好会』の放送が開始されますというアラートだったから。

　水着コンテストで使うコミュニティは『密着！　レインダンス24時』。キンタがイージーミスを犯おかすわけがない。

　考えられるのは……。

　メール文に記き載さいされたＵＲＬリンクをすぐさまタップ。アプリが起動して専用ブラウザが開かれると、

「サリュ!?」

　画面に広がるのはミラノモードのサリュ。

　涙でファンデーションが落ちたのか、顔を洗ったのかは分からないが、いつもの真っ白な肌に戻っている。しかしながら、表情は依い然ぜん優すぐれず。

　いつも俺やキンタが設定しているのを横で見ているからだろう。配信方法を覚えていたらしい。

『あ、あのぅ……。映ってますかぁ……？』

『うぽつ』『今日も水着回だ！』『映ってるよー』『サービスサービスゥ！』

　体育座りで腕うでを伸のばしながら撮さつ影えいし、背景にはやはり川が映っている。一昨日おとといの場所で間ま違ちがいない。

『ところどころ肌が黒いよ？』

『ミラノにも色々あったんですよう……』

『あれ？　泣いてる……？』『ホントだ！　目が赤い！』『どした!?』

　さすがはミラノのファンたち。サリュの表情に陰かげりがあることに気づけば、優やさしくも尋ねてくれる。

　サリュのジッ、と画面を見つめる瞳は既に濡ぬれている。

『皆みなさん、聞いてくれますかぁ……？』

『もち』『kwsk』『オッチャンに全部吐はき出したらええんやで』

　サリュの悩なやんでいることが思わぬところで聞けてしまう。

　山道に入ってしまえば画面揺ゆれが一層に激しい。それならばとスマホを耳に引っ付けて聴ちよう覚かくにのみ集中。滝たきの音を頼たよりに道を急ぐ。

『今、ミラノは林間学校にいるのですけどね。ぼっちがちなミラノに友達が沢たく山さんできてるんです。あ、どうもです……。そうなんです、皆さんが話しかけてくれてすっごく嬉うれしいですし、すっごい楽しい林間学校なんです』

　だったら何をそんなに悲観することがあるのだろうか？　というよりも、あまり関係のない話にも聞こえてしまう。

『ですけどね……。ミラノは人気者さんに近づいているのが、怖こわいんです……。人気者さんになったら、大切な人はミラノの相手をしてくれなくなるんじゃないかって、最近は考えちゃうんですよう……』

　自分の身体からだを小さくしているのが見なくても分かってしまう。何よりもサリュがずっと悩んでいたことを、ようやくに分かってしまう。

「そんなことを悩んでたのかよ……」

『人気者さんになれるなんて、おこがましい考えなのは分かってはいるんですが、よぎっちゃうんですよぅ……！』

　サリュが学園のヒロインになった後のことを心配しているなんて思ってもみなかった。ましてや俺がいなくなるとまで考えていたなんて。

　けれど、心配になる気持ちは痛いほど分かる。俺だって、サリュが幼おさな馴な染じみポジションなだけで俺のことを好きなんだと勘かん違ちがいしていた時期があったから。サリュも俺のように勘違いしてしまっているだけなのだ。

　早く駆かけつけて不安を解消してやりたい。

『ううっ……！　ミラノに友達ができればできるほど、大事な人が遠くなっていく気がするんですっ……！　友達を作ろうと頑がん張ばれば頑張るほど、大事な人もいなくなりそうで怖いんですぅううう……！』

『ミラノたそ泣くな！』『俺も泣きそうになる……』『頑張れ！』

『しかもですよ……？　最近、ミラノの大切な人にちょっかいをかける人がいるんですよう……！　大切な人はイタズラだと分かってるから、大だい丈じよう夫ぶだと言ってくれてるんですが、そんなこと言っても心配しちゃうに決まってるじゃないですかぁ……』

　拍はく車しやをかけるようにルナ先せん輩ぱいとの一件が重なって、一気に怖くなってしまったんだな。

「大好きな人がイタズラでもベタベタされてたら嫌に決まってるじゃないですかぁ……！　ううっ！　２番目さんがベタベタするなって毎回言う意味が分かった気がするよう！　でもベタベタしたいよう！　うわあああああん！　タロ様大好きだよう[image: ～][image: ～][image: ～]！』

　サリュ、ガチ泣き。もはや放送事故だ。

「お前が学園のヒロインになったらいなくなるなんて、言ったことねーだろ。どアホ」

　画面には、ビクッ！　と反応するサリュの姿が映り込んでいる。

「……タロ、様？」

　その表情はもはやカメラには映ってはおらず。けれど、俺の目にはしっかりと振ふり向いたサリュが見えている。

　ようやくに河原かわらに座り込んだサリュに追いつくことができた。

　涙るい腺せん崩ほう壊かいしているサリュは、

「ううっ……！　言ったことは、ないですっ……！　で、でもでもっ……心配なものは心配なんですよぅ！」

「ガハハハハハ！」

「ほえ!?」

　童心に返ったようにバカ笑いすれば、バカな反応が返ってくる。

「安心しろ。お前が学園のヒロインになるのはまだまだ先だ。最近、話しかけられるようになったからって慢まん心しんしすぎだバカ野や郎ろう」

　静かになったサリュの頭をゆっくり撫なでていく。たった数日ぶりなのに、サリュの頭を随ずい分ぶんと久々に撫でている気がした。それはサリュも感じているのだろう。
















「本当ですかぁ……？」

「ああ。お前はまだまだあの３人には勝てないさ。クールビューティーさんになんて簡単にひねり潰つぶされるぞ？　先のことは先に考えればいい。今は一いつ緒しよに頑張ろうぜ？」

　先のことは俺だって分からない。だからこそ、今はサリュを安心させることしかできない。

　けれど、それでいいと思う。

「ほら、まずは顔を洗うことから始めろ。お前は笑ってる顔が１番可愛かわいいんだから」

　サリュの涙なみだを拭ぬぐってやれば、目を腫はらしながらサリュは精せい一いつ杯ぱいに微笑ほほえむ。

「はいっ……♪　タロ様好みになるですっ♪」




　　　　※　※　※




　コンテスト開始10分前。控ひかえ所じよで待機する桜は、２人の様子をずっとスマホで眺ながめ続けていた。

「ニコ生でも２番目って呼ぶんじゃないわよ……」

　文句を言いつつも、サリュや太郎のことがずっと気になっていたのだろう。そうでなければ放送など見続けるわけがない。

　サリュが見つかって安あん堵どしているにも拘かかわらず、桜の鼓こ動どうはどんどん高まっていた。

　何故なぜならば、サリュが学園のヒロインになれた後のことを、太郎がはぐらかしたから。

　太郎はまだ悩んでいる。チャンスさえ無いと思っていたが、自分にもまだチャンスがある。高鳴る鼓動を抑おさえるように、拳こぶしの力を強めてしまう。

「桜もサリュちゃんと同じくらい大好きアピールしたら、振り向いてくれるかもよー？」

　自分をないがしろにされたことが未いまだに腹立たしいのか。ルナはコンテスト開始まで桜を玩具おもちやにして遊ぶことに。

「よ、余計なお世話です！」

「あはっ♪　やっぱり太郎君のこと好きなんだー」

「なっ……！」

「ほんと、単純というか単たん細さい胞ぼうだよねー」

　しまったと言わんばかりに頰ほおを染めていく桜はヤケクソ。

「！　[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　そ、そうよ！　昔から好きですけど悪い!?」

　声を張り上げる桜に、「やっぱり単純かよ」とルナは思ってしまう。

　けれど、

「絶対に勝って、太郎とデートしてみせる！」

「！　……へぇ。ルナに勝てると思ってるんだー……」

　からかったり馬ば鹿かにするような気持ちが一気に失うせ、代わりに苛いら立だちが芽生える。

　桜の負ける気は一いつ切さいないという勝気な瞳ひとみが気に入らない。

　面おも白しろくなくても壊こわすためにとルナは笑う。

「あはっ♪　桜やサリュちゃんには悪いけど、デート後は太郎君が彼氏になってるかもよー？」

「私が勝つって言ってんじゃん！」

　２人が火花を散らし続けること数秒後。キンタが更こう衣い室へと顔を出す。

「八重樫とルナ先輩。そろそろ出番やから準備しといてー」

「分かった」「おっけー♪」

　パーカーを脱ぬぎ終えた桜は、いーっ！　とルナを威い嚇かく。カーディガンを脱ぎ終えたルナは、あはっ♪　と桜を嘲あざ笑わらう。

　いよいよ水着コンテストが始まる。




　　　　※　※　※




　視し聴ちよう者へと悩みを打ち明け、俺とのわだかまりも無くなったサリュは、既すでにスッキリとした表情を浮うかべている。

　それでも少し目が腫れており、河原で小休止をとることを提案しようとするが、

「ねぇねぇ、タロ様。水着コンテストはもう始まってますかぁ？」

　スマホで時刻を確かく認にんすれば、14時前。

「後半戦が始まる直前かな。どうする？　ちょっとだけしか見れないけど観みに行くか？」

「いいえ」

　珍めずらしくサリュはきっぱりと断ってくる。

　そして、はっきりと言うのだ。

「やっぱりサリュもコンテストに出たいです」

「！　でも、時間も過ぎてるぞ……？」

　サリュはバッグからウィッグを取り出すと、そのまま被かぶる。

「今は勝負よりも大事なものが分かってるつもりです。時間が無くても、サリュは自分の成長のために出場してみたいんです」

「サリュ……」

　俺を見み据すえてくるオッドアイは全くにブレない。数十分前までの迷い続けていたサリュとはそれだけでも違ちがうことがはっきり分かってしまう。

「それに、タロ様とのデートが懸かかってるのに、何もできないのはやっぱり嫌いやですよぅ」

　真しん剣けんな表情からの笑みは不意打ち。いつもとは違う大人っぽさが含ふくまれた笑みに、思わずこっちが照れてしまう。

　面と向かってよくもまぁ、恥はずかしいことをこの子は……！

　ハイテンションでごまかすしかない。

「よ、よし！　応おう援えんするから頑張ってこい！」

「♪　はいですっ」

　参加の許可を貰もらっただけで笑みを浮かべるサリュだったが、俺の手を握にぎってくると表情を変化させていく。

「あの、タロ様……？」

「ん、どうし──!?　ふぁ!?」

　開いた口が塞ふさがらず、思わずガン見してしまう。

　振り向いた先にはノーブラ、手で胸を隠かくすサリュが立っていたから。

　地面にはＴシャツとビキニトップが落ち、華きや奢しやな片手には、未成熟ながらこぼれてしまいそうなサリュのバスト。広大な自然の中、下の布切れ１枚だけのサリュが、ジッ、といじらしく俺を見つめている!?

　さらには、誘さそうかのように１歩、また１歩と川の方へと俺の手を引っ張っていく。

「お、お前何してんだよ!?」

「行く前に、どうしてもお願いしたいのですよう」

　裸はだかでお願いしたいことって……？

　ついには川の中へと片足が入り込んでしまう。

「ま、まさか！　吉澤さんたちに変なこと教わったんじゃないだろうな!?」

「教わったですよ？　ヨッシーさんのように上手うまくはできませんが」

「はぁぁぁぁ!?　レ、レ、レクチャーされちゃったのか……？」

　何ということだ……、ウチの子が大人の階段を……？　しかも百合ゆりスタート!?

　ダメだ。逃にげようにも前かがみになっているせいで逃げられない！

　ついには水位がハーフパンツギリギリのところまで到とう達たつし、ようやくに俺から手を離はなすサリュ。片手だけでは心もとなかったのか、両手をしっかりと添そえる。

「それじゃあ、よろしくお願いしますぅ……」

「お、お、おまｖふぁだｄ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　沸ふつ騰とう寸前の俺にサリュは頭を下げると、そのままに背中を向けてきて──、……あり？

「……あれ？　お前、何やってんの……？」

「？　背中のファンデーションを落としてほしいんですよう？」

「……」

「タロ様？」

「べ、別に何でもねーよ！　落としますよ！　喜んで落とさせていただきますよ！」

　紛まぎらわしいわチクショウ！　恥ずかしい！　このまま溶とけてなくなりたい！

　というかさ……。裸少女の背中を触さわるのも大たい概がい恥ずかしいんですけど……？

「さ、触るぞ……？」

「お願いしますっ」

「本当に触るぞ……？」

「お願いしますっ！」

　もうどうにでもなれ！　南な無む三さん！　川を汚よごしてすいません！

　サリュの絹のようになめらかな背中へと中指から触ふれていく。

「んっ……、あ、」

　ビクビクと痙けい攣れんするかのように小刻みに震ふるえ、艶つややかな声を出すサリュ。

「へ、変な声出すな！」

「あ……、ん、ん……！　タ、タロ様に触られたことのないところを触られてるですぅ……」

「！　たかだか背中くらいで変な言い回しするな！　声は我が慢まん！」

　俺が我慢できなくなる！

　胸を隠しながら手の甲こうで口を塞ぐサリュを触るのは、背徳感があってエロすぎる……！

　ビキニの紐ひも跡あとに残ったファンデーションを洗い落とせば、

「ほら、もう大だい丈じよう夫ぶだろ……？」

「お尻しりとボトムの境は──「だああああ！　ちょっとズラすなあ！」」

　頼たのむからもっと羞しゆう恥ち心しんを搭とう載さいしてくれ！




　俺とサリュはプール場前に到とう着ちやく。コンテストはもはや終しゆう盤ばんへ差し掛かっている頃ころだろう。

「「「「「うおおおおおおおお[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」」」」」

「うるさっ!?」「わわっ!?」

　割れるような歓かん声せいが、いきなり沸わき上がる。

　中で何が起こっているんだ？

「サリュ行こう！」「ですっ！」

　入口から室内を駆かけ抜ぬけ、プール場を目指す。状じよう況きようを把は握あくすべくスマホを取り出して、すかさず、『密着！　レインダンス24時』のチャンネルをタップ。

　視界に入ってくる映像。

　スマホ画面に広がるのは、腰こしまで伸のびた黒くろ髪かみの８等身美女。

　シンプルなビキニトップを、これでもかと膨ふくらますたわわな双そう丘きゆう。

　悩なやましげに腕うでを組めば、さらに強調されたバストへ一同の視線が集まる。腰に巻いたパレオを脱げば、一同の視線が引き締しまった美び脚きやくへと釘くぎ付づけ。

　モデルを彷ほう彿ふつとさせるその美少女は……。

「朝霧さん!?」

　プール場に飛び出せば、水着姿の朝霧さんがコンテストに参加しているではないか。

　更衣室で朝霧さんが言っていた、「あとはこっちで対処するから」の意味をようやくに理解する。対処しすぎて、桜とルナ先せん輩ぱいが不ふ機き嫌げんそうなんですけど……。

　ステージである幼児プールにはレインダンスの美少女３人が揃そろい、大だい声せい援えんが送られ続けている。もはやステージと正反対にいる、俺たちの存在に気づいている奴やつなどいない。

　アウェーではないが、決してホームではない場所。ステージへ行かせていいものかと俺の気持ちが揺ゆらいでしまう。

　ニコ生の放送時間。すなわち水着コンテストの終しゆう了りよう時間が迫せまる。

「行ってくるですっ……！」

「サ、サリュ……」

　それでもサリュは歩を進め始める。

　緊きん張ちようしているのが丸分かり。けれど、俯うつむきはしない。ゆっくりながら、今から向かう戦地をしっかりと目に焼き付けながら歩いている。

　サリュが頑がん張ばっているのに、なぜ俺は応援していない？

　そうだ……、俺はサリュを応援すると約束したじゃないか！

　他ほかの声援にかき消されようが関係ない！

「頑張れミラノ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「！」

　サリュは振ふり向かない。それでも声が届いたのだろう。

　丸まっていた背筋がピン、と伸び、ゆっくりだった歩ほ調ちようが気づけば小走り、ついには駆け足にまで変化していた。

「おい、あれって……」「ミラノちゃん？」「ミラノちゃん来たぁぁぁ！」

　１人が気づけば、連動して次々とサリュの存在に気づいていく。

　レインダンスコール一色だった会場が、

「「「「「ミ・ラ・ノ！　ミ・ラ・ノ！　ミ・ラ・ノ！　ミ・ラ・ノ！」」」」」

　ミラノコール一色に。

　幼児プールへと足を踏ふみ入れたサリュは、やはり緊張しまくり。しまいには馴な染じみの桜の背中へと隠れてしまう。

　大勢の人前に出るのはまだ早いと心配だったが、俺の想像以上にサリュは成長できている。

　ミラノコール一色に包まれた会場で、サリュは観客の声援に応こたえるべく、僅わずかながら一歩踏み出した。








４章






　林間学校、最後の夜はキャンプファイヤー。

　自由参加ながら１００人以上の生徒が集まっており、未いまだに熱が冷めないのか生徒たちの話題は水着コンテストの話ばかり。猛たけ々だけしく燃える炎ほのお、満点に輝かがやき続ける星空を眺ながめるロマンチックな奴など皆かい無むである。

　少し離れたベンチに腰こし掛かけ、一同がはしゃぐ様子を眺めていると、

「タロ様、ポッ○ーあ～ん♪」

　横に座るサリュが嬉うれしそうにポッ○ーを差し出してくる。

「お前、どんだけポッ○ー持ってきてんだよ……」

「ふぁみりーぱっくですっ♪」

　口に咥くわえても指を離してくれず、ひと嚙かみごとに少しずつポッ○ーをスライドしてくれるサリュ。

「お前は俺のベビーシッターかよ……」

「お嫁よめさんですよぅ」

　もう今後スルーの方向でいいと思う。

「向こうにサリュのクラスメイトいるけど、俺と一いつ緒しよにいてもいいのか？」

「ごめんなさいです。皆みなさんとお喋しやべりするのも楽しいですが、今はタロ様と一緒にいたいんです」

　相変わらず、恥はずかしいことを真っ直すぐに伝えてくる奴だ。こっちが恥ずかしくなる。

　ぎゅ～！　と俺の腕へ密着してくるサリュは、ずっと我慢してきたんだと言わんばかり。

「お、おい！」

「だって、林間学校でタロ様との思い出が足りないですようっ」

　夏だから暑いのか、サリュが温かいのか、俺が熱いのか。もう何がなんだか……。

　甘あまえん坊ぼうのサリュに困っていると、今いま頃ごろになってやって来たのか。朝霧さんが真後ろに。

「じゃあ最後の思い出を私からプレゼントしようかしら」

　あまり話したことのない朝霧さんに、サリュはあまり慣れていない様子。

「最後の思い出って何ですかぁ……？」

「桃山君とデートの権利よ」

　俺とのデートの権利。すなわち水着コンテストの優勝者は朝霧さん。

　あの水着姿には学園トップアイドルのルナ先輩でさえ歯が立たなかったのだ。

　朝霧さんが優勝した時点で、俺ですら自分が景品になっていたのを忘れていた。

　仮に覚えていても、「景品どうします？」「ごめんなさい、要いらないわ」の流れが想像できてたし。

「モ、モデルさんの権利ではないのですかぁ……？」

「私、桃山君と別にデートしたくないから譲ゆずるわ」

「知ってたから言わないでもらえます!?」

　一定時間、人をからかわないと死ぬ生物なのだろうか朝霧さんは。

「タロ様とのデート、譲ってもらってもいいのですかぁ……？　桜さんも欲ほしいのではないのですかぁ……？」

　不器用というか愚ぐ直ちよくというか。俺がちょっかいかけられるのは嫌いやって言っていたくせに、自分だけがいい思いするのも嫌らしい。だからこそ、何度も尋たずねてしまう。

　キャンプファイヤー場を朝霧さんは眺めやる。

「それじゃあ桜に譲ってこようかしら？」

「ありがたく頂ちよう戴だいするですっ！」

　社しや畜ちくもびっくりな１８０度お辞じ儀ぎ。どうやらプライドもないらしい。

　頭が地面につきそうなサリュと視線を合わせるべく、朝霧さんはしゃがみ込むと、

「私が提案した余興のせいで、貴女あなたを悲しませちゃったみたいだしね。お詫わびじゃないけど、太郎君とデートに行ってきてもらえないかしら？」

　顔を上げたサリュは、朝霧さんをしばし見つめた後、コクリ、と１つ頷うなずく。

「あ、ありがとうございますっ……」

　サリュに感謝され、上品に口角を上げた朝霧さんが立ち上がったとき、

「あ、あのぅ」

「？」

「サ、サリュとＩＤを交こう換かんしてくれませんかぁ……？」

「私と？」

「ダメですかぁ……？」

　サリュのお願いに、スマホを取り出した朝霧さんがＱＲコードを出してくれる。

「はい、どうぞ」と言われれば、パァ、とサリュの笑え顔がおが咲さき誇ほこる。

　交換を終え、宝物のようにスマホを抱だきしめるサリュ。交換の度たびに今のように喜んできたことだろう。

「じゃあ私はこれで」

　朝霧さんはキャンプファイヤー場ではなく宿舎へと歩を進め始める。

「あれ？　キャンプファイヤーに来たんじゃないの？」

「今日はよく話しかけられるし、部屋でおとなしくしとくわ」

　成る程ほど。本日の主役だからこそ、無む駄だに目立つのを避さけたいのね……。

　サリュの穴あな埋うめのために代打を請うけ負ってくれたり、わざわざ要件だけを伝えに来てくれたり。ただのからかい好きではない本当に摑つかめない人だな。

「やったぁ♪　タロ様と肝きも試だめしデートだぁ♪」

　横でテンション上げ上げのサリュだったが、何かを思い出したように「あ」と口を開く。

「ねぇねぇ、タロ様。行きだけはミラノになって、お外ロケしながらでもいいですかぁ？」

「おう。別にいいけど、サリュから提案なんて珍めずらしいな」

「今日、視し聴ちよう者さんに愚ぐ痴ちを沢たく山さん聞いてもらったので、少しでも恩返ししたいのですっ」

　林間学校に来てからのサリュの成長はマジで目まぐるしい。どんどん視野が広がっていて、献けん身しん的な性格に拍はく車しやをかけまくっている。

　部屋へ戻もどる前。少しでもサリュの思い出が増えればと、篝かがり火び前まで足を運ぶ。ロマンチストではないから、俺としてはメラゾーマだなぁとしか思えない。けれど、横にいるサリュが嬉しそうに見てくれているのならば、それで良いとも思っている。

　しばし目に焼き付けたので宿舎へと戻ろうとしていると、ルナ先せん輩ぱいの友達３人とエンカウント。

「ねぇ、ルナ見なかったー？」

「ルナ先輩ですか？　見てないですけど」

　サリュを見るが、フルフルと首を振るのみ。

「どうしたんですか？」

「さっきまで一緒にいたんだけど、まーた消えちゃったんだよねー」

　またの意味はよく分かる。牧場に一緒にいたときも色んなグループに誘さそわれてたし、顔が広いだけに交流が多いのだろう。

　３人のうち低身長な先輩は探し疲つかれたのか、お手上げな印象。

「絶対、他ほかの子たちと遊んでるだけだってー。いーじゃん、ウチらはウチらで楽しもうよー。絶対、コンテストに負けたことなんて気にしてないってー」

　残った２人の先輩も「それもそうか」と呟つぶやくと、探すのを止やめて雑談を始めてしまう。

　絶対気にしてると思うけど、言えないよなぁ……。




　帰り道。整地されたペンションまで延びた道を歩いていると、サリュがポツリ。

「ＤＱＮさんは何処どこに行ったのでしょうか……？」

　毎回絡からまれているのに、ルナ先輩を心配するなんてお人好しな奴やつだ。

「ルナ先輩の行方ゆくえかぁ……」

　あくまで俺の予想だが、さっきまで一緒にいたという発言から、近場かつ人目のつかない場所にいるのではないだろうか。人目のつかない場所にいる理由は、鬱うつ日記を書くために。

　例えば、あそこの公衆トイレとか。

　なんとなく道の外れにある公衆トイレへと近づいてみる。

　すると、

「気にしてないって言ってんだから、いちいちいちいち触ふれてくるとか嫌がらせかよ……！　お前ら村人かよ……！　ウザイウザイウザイウザイ……！」

「ビンゴかい……」

　個室から、僅わずかにも聞こえてくる小言という名の呪じゆ詛そ。

　詠えい唱しよう主は確かく認にんする必要もなくルナ先輩だろう。

　付いてきたサリュも呪詛を聞いてしまい、「ひっ……！」と肩かたをハネ上がらせながら引っ付いてくる。

「クソクソクソ……！　結局、胸かよエロざるどもが……！　ルナだって毎日マッサージしてるし、柔やわらかさなら王華より自信あるし……！」

　相当に朝霧さんを恨うらんでいるようだ。あと、ご馳ち走そう様さまです……。

「こ、この声はＤＱＮさん、ですよね……？」

「そうだけど、さすがにどうするこ──、お、おい！　サリュ!?」

　何を考えているのか。サリュが女子トイレへと入っていく。

　声を殺しながら戻ってこいと言っても聞かず、恥はじを忍しのんで侵しん入にゆうしようとするが、先にサリュが個室にいるであろうルナ先輩に話しかけてしまう。

「あ、あのぅ……」

「！　……その声は金きん髪ぱつ？　……何よ？」

「お腹なかが痛いのですかぁ……？」

　俺もズッこけたが、ルナ先輩もらしい。

「アンタのせいで頭が痛くなるっつーの！　で、何？　今イライラしてて超ちよう忙いそがしんだけど。サンドバッグにして欲しいの？」

「あ、あう……！　そ、その……、」

「５、４、３、２、１」

　ただでさえ緊きん張ちようしているサリュに、無情なカウントダウンがスタート。

　それでも、サリュは精せい一いつ杯ぱいに言葉を振ふり絞しぼった。

「ス、ストレスをずっと溜ため込んでるから、お便秘になるんですよぅ！」

「便秘じゃねえっつーの！」

　アホ……。

　バァン！　と、個室の扉とびらが激しく開く音。

「ふざけやがって、ムカつくムカつくムカつく[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「い、いはいでふよぉぉぉぉ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「サ、サリュ!?」

　もはや中へ突つっ込むしか選せん択たくはない！

　勢いよく中へ入れば、両方のほっぺをギュウウウウウウ！　とつねられているサリュが。

「ちょ、ちょっとルナ先輩！　サリュの失言は謝ります！　そこらへんで勘かん弁べんしてあげてください！」

「!?　……。[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「ルナ先輩！」

　いつもなら「きゃは☆」とごまかすルナ先輩に余よ裕ゆうは無いのか、トイレから全力で出て行ってしまう。

　取り残されたサリュがギャン泣きしながら抱だきついてくる。

「ぶわあああああん！　タロ様ぁ！　ほっぺがぁ！　サリュのほっぺが落ちちゃったよぉぉぉ！」

「お、落ち着け！　ちゃんと付いてるから！」

「ほえ？　……あ、本当だ。良かったですぅ……」

　表情筋に力が入らないのか。さも愛いとおしそうに頰ほおを撫なでるサリュはトロけ顔。

　けれど、落ち込んでいるらしく、

「オブラートに言葉を包むのは難しいですね……」

　おもっきり紙やすりに包んでたじゃねーか。

　避けてもいいはず。にも拘かかわらず、サリュはルナ先輩に歩み寄ろうとしていたらしい。

　きっと自分へ悪意のある人物とも分かり合えることを信じて。

　だからこそ、握にぎり締しめた両手を胸の前に持っていくサリュは、未いまだにトロットロな顔のままだが力強く意思表示してくれる。

「ま、まだまだ頑がん張ばるですっ」

「サリュ……。うん！　エラいぞ！」

　林間学校に来てからというもの、本当によく頑張っている。

「た、太郎と、サリュ、ちゃん……？」

「あ……。桜……」

　抱きつ抱かれつな俺らを発見した桜の啞あ然ぜんとした表情。

「……女子トイレで何やってんの？　……なんで抱きついてんの？」

　ごもっともな意見ですね……。

　けれどもだ。今回に関しては特にやましいことをしていたわけではない。

　誠心誠意をもって説明すれば、手に持ったギターピックをしまってくれるはず！

　脳内で言葉を選定していると、抱きついていた少女が先に説明を開始。

「えっとですね……。サリュが痛くて泣いちゃったんですけど、その分、タロ様に優やさしくしてもらってました。ね？　タロ様♪」

「痛い……、泣いた……、太郎が優しく……？」

「おらぁぁぁぁ！　サリュ！　お前はもう喋しやべるなぁ！」

「そ、そんなぁ！　この温ぬくもりは噓うそなのですかっ!?　既き成せい事じ実じつじゃないですかぁ[image: ～]！」

　泣きすがるサリュの前で、崩ほう壊かいする桜。

「あｄヴぁｂふぁあ……」

「さ、桜！　お前は勘かん違ちがしている！」

　話し合いを希望しようと近づこうとすれば、桜の顔が発火。

「近寄るなぁ！　太郎のバーカ！　バーカ！　バ───カァ！」

「いぎゃあああ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「タ、タロ様[image: ～][image: ～][image: ～]！」





　-----------

　７月12日

　林間学校、最後の夜。

　超ちよううざい。水着コンテストの結果もうざいけど、何よりも金髪がうざすぎる。勝負に負けても変態がいるからみたいな、試合に負けて勝負に勝ったみたいな感じがムカつく。

　腑ふに落ちないし、私はまだ負けてない。

　こんなムカつく状態で寝ねれるわけがない。毎日を過ごせるわけがない。

　だったらやることは１つしかない。

　問題ない。今日中に片してみせる。

　絶対に負けない。私の居場所を絶対に奪うばわせない。

　ルナが１番人気者。

　-----------






　　　　※　※　※




　就しゆう寝しん時間を迎むかえ、良い子は寝る時間。

「ひ～ん……、暗いよぅ……！」

　良い子じゃない夜よ更ふかしサリュちゃん、否いな、ツインテールなミラノちゃんが、街灯の明かりを頼たよりに夜道をビクビクと前進していく。サリュの手にはスマホが握り締められ、絶賛ニコ生放送中。タイトルは、『どきどきっ。夜のバーチャルお散歩デート』。

　俺とサリュは林間学校の裏イベントに参加していた。

　その名も度肝試どきようだめし。

　度肝試しは林間学校の名物イベントであり、参加者は主にカップルやリア充じゆう。

　クリア条件は展望台にあるベンチに座ること。これだけ聞けば簡単なミッションと思うだろうが、決してあなどってはいけない。

　細心の注意を払はらいながら移動していくこと数分。

「リア充は死ねぇぇぇ！」

「出たぁぁぁ！」「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　茂しげみから血走った目の男、非リア充があらわれた！

　イエス！　カップルの男をターゲットに、非リア充がそこかしこに潜ひそんで襲おそいかかってくるのだ！　まさにリアルドラクエだよ！

　当たり前にトヘロスは非リア充には効かない。逃にげるのコマンドを使用しても回り込まれてしまう。

　俺の選択するコマンドは説得！

「お、落ち着け！　俺とミラノはロケ中だ！　バーチャルデートを提供中だから！」

「み、ら、の、た、そ……？」

　格かくさん、頼たのみまっせと言わんばかりに、黄こう門もん様な俺はサリュへと目配せ。

「は、はいですぅ！」

　サリュは道具を選択するかのように、印いん籠ろう代わりのスマホを男へと突きつける。

　さらには、サリュが連続行動。

　サリュは呪じゆ文もんを唱えた！

「皆みなさん、お助けてくださいですぅ───！」

　そのセリフを聞いた視し聴ちよう者がすかさず反応。

『目を覚ますんだ少年！』『バーチャルデートなう』『俺らダチやん？』『俺らの楽しみを奪わないで！』

　スマホ画面には俺らを擁よう護ごするコメントが流れ続け、狂くるったように枝を振り回す男の瞳ひとみが、普ふ通つうの瞳へと戻もどっていく。

　俺らが非リア充の義ぎ賊ぞく的ポジションだと分かってくれたようで、我に返った男は「すまなかった！」と敬礼。そして、新たにやってくるリア充を討うつべく、スッ……、と闇やみへと消えていく。

　倒たおしてもいないからアイテムも経験値も貰もらえず。故ゆえに体力と精神力が削けずられようともレベルアップでの回復は望めない。

　帰り道もニコ生しているフリして帰らないと殺されるかもしれん……。

　そして、敵は非リア充だけではない。

　むしろ……。

「か、隠かくれろミラノ！」

　奥からやって来る影かげに即そく座ざに反応。

　サリュと一いつ緒しよに地図看板の後ろに身を隠せば、このイベントの青あお鬼おに的存在が獲え物ものを担かついで登場。

「お前は１人で何をやっとるんだバカモン！」

「１人ちゃうし！　俺はミエちゃんと展望台に行くんや[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「病院に行けバッカモ─────ン！」

　岩田先生に担がれたキンタがペンションへと強制連行されていく。

　このように展望台にたどり着くには、非リア充、教師の二重バリケードを突とつ破ぱしなければならない鬼き畜ちく仕様なのだ。

　教師は尊厳を守るため、リア充は青春の１ページを増やすため、非リア充は達成感を満たすため。オリンピックを彷ほう彿ふつとさせる３年周期で繰くり広げられている不毛なイベントこそが度肝試しである。

　ゴールできる気がしねぇ……。けどもう戻れねぇ……。

　朝霧さんマジで覚えとけよ！

「よ、よし！　青鬼がキンタを食っている間に一気に行くぞ！」

「こ、こんなのデートどころじゃないよぅ！」

『ｗｗｗ』『ｗｗｗ』『ｗｗｗ』『ｗｗｗ』『ｗｗｗ』

　お前らは楽しそうで何よりですね！

　まさに『肝』ではなく『度肝』試しである。




　ときに身を潜め、ときに説き伏ふせること数十分。

「よしミラノ！　もうすぐゴールだぞ！」

　坂を登り続け、ようやくに展望台へと続く石階段が見えてくる。

「ひっ……！　タ、タロ様。あれ……」

「ん？　……。なんだアイツら……」

　ゴール手前。紙かみ袋ぶくろに穴を開けて、覆ふく面めん代わりにする２人組が仁に王おう立だっていた。ガタイがよく堂々とリア充を待ち伏ぶせしているあたり、体育会系の非リア充と見受けられる。

　そうか。アイツらは最後の門番、ラスボスというわけか。

　だとすれば俺たちには無関係。非リア充の門番ならば通してくれるに違ちがいない。

「ミラノ、安心しろ。俺たちには危害は加えないはずだから」

　俺に関しては帰りボッコボコにされるかもしれないけども。

「パトロールお疲つかれ様でーす」「ですぅ……」

　スマホを見せつけながら通り過ぎようとした瞬しゆん間かんだった。

「え!?　あ、あの、ええ!?」

「タロ様!?」

　覆面の男たちがいきなりに俺を羽は交がい締じめ。さらには穴なしの紙袋をすっぽりと俺に被かぶせてくる!?

　視界が真っ暗の中、無罪を主張。

「違う！　俺非リア充！　オレタチマイフレンド！　どわあああああ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　男たちは一向に手を緩ゆるめることなく、俺を担ぎ上げると移動開始。

　サリュの悲鳴だけが、山道に響ひびき渡わたる。




　担がれること、どれくらい経過しただろうか。体感時間でいうと５分くらい？

　何やら扉とびらが開く音が聞こえ、そのまま放ほうり投げられてしまう。

「ぐえっ……！　もう何がなんだか……」

　うつ伏せに転がっていると紙袋を何者かが取り去ってくれる。

「こ、ここは……？」

　咄とつ嗟さに周辺を見み渡わたす。どこかの倉庫？　山小屋？　豆電球ながら光源があるだけに外よりは明るい。

「大だい丈じよう夫ぶ？　太郎君」

「その声は……」

　聞き覚えのある声に、ようやくに紙袋を取ってくれた人物へと視線を上げる。

　見上げる先にいる人物は……。

「ルナ先せん輩ぱい!?」

「そうだよー♪」

　理解不能。覆面男たちに拉ら致ちられ、たどり着いた先にはルナ先輩がいるのだから。

　美少女と謎なぞの男２人。ブルゾンかよっ。

「２人ともありがとー！　また今度、カラオケ一緒に行こーね♪」

　振ふり向けば、ガッツポーズした覆面男たちがスキップしながら倉庫から退散していく。

　あいつらはルナ先輩に買収されて、俺をここまで誘ゆう拐かいしてきたというわけか……。

　一体、何のために？

「ねぇ、太郎君……」

「はい？」

　艷つやっぽい声に反応し、座った状態のまま首を戻す。

「！」

　顔全体の血流がかつてないほどに循じゆん環かんしているのがよく分かる。息を当てることなどできるわけもなく呼吸停止してしまう。

　内うち股また座りで座り込んだルナ先輩が視界いっぱい、鼻先同士がくっつきそうなくらいに迫せまってきていた。

　咄嗟に身体からだを反らそうとするが、離はなれないでと裾すそを握にぎられてしまう。

「聞いて？」

　身体が無理なら視線だけでも逸そらそうと試みるが、その必要はないからと、ルナ先輩の熱っぽく潤うるんだ瞳は俺を直視しておらず。

　いじらしく行ったり来たりを繰り返し、それでも貴方あなただけは私を見て欲しいと、気づけば裾ではなく、互いの指を絡からませてくる。

　徐じよ々じよに絡ませる力が強まり、ようやくにルナ先輩の焦しよう点てんが俺の瞳へと完かん璧ぺきに合う。

　そして、

「ルナと付き合ってくれないかな……？」

「!?」

「頑がん張ばって尽つくすから……。ね？」

　滴したたり落ちるように甘い声が鼓こ膜まくから脳へと染しみ込んでいき、酸素不足な脳へ心地ここちよさを提供。

　学園のトップアイドルの告白。頷うなずけば、男子憧あこがれの先輩と付き合える。

　けれど……、ご覧のスポンサーでお送りする気は勿もち論ろんない。

　酸素不足など関係あるか！

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　いくら学園のトップアイドルだろうと俺はルナ先輩と付き合えませんマジでごめんなさい！　ブハァッ！」

　後ろへと倒れ込み、必死に深呼吸を繰り返す。

「ゴホッゴホッおエエエエ！　はぁ、はぁ……ち、窒ちつ息そく死しするとこだったぁ……」

　その姿、川で座ざ礁しようした河童かつぱ。

　これほど情けない告白の断り方をする男子は、なかなかに見られないと自分でも思う。

　主演女優賞もんのルナ先輩が原因だけど。

　粘ねん度どたっぷりのハニートラップから何とか抜ぬけ出し、呼吸を正常に戻すことにも成功。

　顔を上げれば、ルナ先輩が演技していたと再認にん識しきできてしまう。立ち上がったルナ先輩の表情は、何もかもがリセットされたかのように無だったから。

「……どうして？」

「ルナ先輩が１番分かってるんじゃないですか？」

　分からない、とルナ先輩は首を傾かしげる。

「ルナって結構人気あるし、友達にいっぱい自じ慢まんできるよ？　顔もスタイルも悪くないと思うし、一緒に歩けば皆みんなが太郎君のこと羨うらやましがってくれるよ？　付き合って損はないと思うけどな？」

　そんなブランド感覚で付き合うなら、俺はサリュや桜にとっくに頭を下げている。

「矛む盾じゆんしてますよ。確かにルナ先輩と付き合えば俺は良いことずくめでしょうけど、ルナ先輩にはメリットがないじゃないですか」

「あるよ？　ルナの専属プロデューサーになってもらうの」

「プロデューサー？　それって、どういう──、!?　な、な……」

　状じよう況きようが理解不能。声が言葉にならない。

　ルナ先輩はワンピースのスカート丈たけを摑つかむと、一気にたくし上げる。

「あ、ああ……」

　腕うでを天てん井じように向ければ向けるほど。スウェット素材のワンピースがめくれ上がり、ルナ先輩の身体に釘くぎ付づけになってしまう。

　細くしなやかな足から、鮮あざやかな花はな柄がらショーツに視線が移り、次いで、なめらかな曲線を描えがくウエスト、窮きゆう屈くつさから解放されるかのように、たゆん、と弾はずむルナ先輩の形良い胸、谷間に入り込んだネックレス。

　ついには、ワンピースが床ゆかへと脱ぬぎ捨てられ、下着姿のルナ先輩が目の前に。

「ちょ、ちょっと……！　何やってるんですか!?」

　まともな言葉をようやく出せたものの、ルナ先輩は大事な部分を隠そうとはせず、羞しゆう恥ち心しんを堪こらえるように必死に拳こぶしを握り続けるのみ。その姿は今まで見たことがないほどに小さくなっていた。

　小さくなり、下着姿になりながら、ルナ先輩はスマホを俺へと突つきつけてくる。その画面はカメラモード。明らかに下着姿の自分を撮とれと言っている。

「な、何考えてるんですか！　そんなことできるわけないでしょ！」

「だって水着で勝てないなら、もう脱ぐしかないじゃない！　脱いだ姿を投とう稿こうすればルナのファンは増えるんでしょ!?」

　完全に暴走している。状況把は握あくに長たけているはずのルナ先輩が、炎えん上じよう商法をしようとしているのだから。

　自分以上に混乱している人を見てしまえば、若じやつ干かんながらも冷静さを取り戻もどせる。

　撮ってくれないのなら自分で撮ると、ルナ先輩はカメラを上へと掲かかげる。

　腕を摑まずにはいられない。

「離してよ！」

「確かにルナ先輩が下着姿を撮さつ影えいしたら、インスタもニコ生でも凄すごいフォロワーは増えると思います」

「だったら！」

「けど、そんなのは一時的です。身体目当てのフォロワーとなんて、ずっと仲良くできるはずがありません」

「！　……。それでも……。それでも一時的にでも増えるなら、今よりマシじゃない……！」

　瞳ひとみを潤ませて声を震ふるわせるルナ先輩は、ずっと溜ため込んでいたのだろう。

「インスタ始めるようになって沢たく山さんフォロワーができたら、リアルの友達も今まで以上に増えて……。もっと人気者になりたいって思ってインスタで背せ伸のびしたら、リアルも合わせないといけないようになって……！　どっちも壊こわしたくないから、誰だれにでも好かれる完璧な自分を演じ続けるしかないじゃない……！」

　不特定多数の人とだからこそ、ネットで背伸びすることはありがちなことだと思う。けど、ルナ先輩は人気者になりすぎて、どちらも切り離せなくなってしまったのだろう。

　頑張って演じれば演じるほどストレスが溜まっていく。誰にも相談できないから日記ばかり付けるようになってしまう。

　日記を書く自分は、自分じゃないと言っていたのが分かってしまう。理想の自分こそが自分だと言い聞かせていたんだ。

「桜や王華は人気なんて別に気にしてない。けど、あの子は違ちがうんでしょ……？　悔くやしいけど、素す顔がお見たとき確信したの。この子は絶対、人気者になるって……。罪悪感はもちろんあるよ……？　けど、邪じや魔まするしかないじゃない……！　だって自分をよく見せるのには限界があるんだもん！」

　無表情だったルナ先輩からは、焦あせりや怒いかり、悔しさ、嫉しつ妬となど、鬱うつ日記に込こめたものと同じ負の感情が止めど無く湧わき出てくる。

　ついには、俺の握った手が無ければ崩くずれおちそうなほどに弱っていた。

「誰にも相手されなくなるのが怖こわいの……！　ルナは１番じゃないと駄だ目めなの……！　だから、……もう脱ぐしかないと思ったの……！」

　今の弱々しいルナ先輩の姿こそが、本当のルナ先輩に違いない。

　誰に愛あい想そを振りまくこともなく、自分の保身を心配する普ふ通つうの女子高生。

　不本意ながら安心してしまう。

　本当に良かった。現在のことを含ふくめて、滅め茶ちや苦く茶ちやなことをしてきた自覚があるのだから。

　間違った行動なのは分かっている。けれど、背伸びし続けて指の力がもう入らない。焦っているからこそ、やり過ぎてしまった。

　俺は同じような奴やつを知っている。自分を表現できず、無理にギャルになろうとした馬ば鹿かを。

　やっぱり、ルナ先せん輩ぱいとサリュは似ている。

　似ているからこそほっとけない。

「そこまで言うなら仕方ないですね」

　ルナ先輩が握り締しめたスマホへと手を伸のばすと、「……え？」と困こん惑わくの表情を見せる。

　あれだけ押し付けようとしていたスマホにも拘かかわらず、いざ自分の手を離れると怖くなってしまうらしい。足がすくんでいる。

　お構いなしにルナ先輩へとレンズを向け、

「撮りますよ？」

「あ、あの……！　───っ」

　目をつむり、少し前かがみに固まってしまうルナ先輩。自撮りのスペシャリストのくせにサリュといい勝負のポージング。

　撮影ボタンをタップすればフラッシュが灯ともり、シャッター音が倉庫内に響ひびき渡わたる。

　撮影が終わったのにルナ先輩の顔色は優すぐれない。

「そのままインスタに載のせときますね」

「っ……」

　口を開くも、ルナ先輩からは声が出ない。僅わずかに出ているのかもしれないが、仮にやめてと言われても無理な話。

　だって送信完かん了りようしたし。

「アップしたんで確認してもらっていいですか？」

　見たくないと言ったふうだが、ルナ先輩が恐おそる恐ると画面を覗のぞく。

「……、！　ルナの顔しか写ってない……？」

　そりゃそうだ。だって顔のアップしか撮ってないし。

「今のルナ、こんなに酷ひどい顔なの……？」

　画像のルナ先輩は何かに怯おびえるように瞳を閉じ、眉み間けんにしわを寄せ、口は逆Ｕ字。いつもの小こ悪あく魔まな笑えみなど皆かい無むで、どうしようもないほどに悲観した表情だった。

「ほら。早さつ速そくコメントがチラホラ来ましたよ」

　さすがは人気者。１分も経たたぬうちに、『どうしたの!?』『何か嫌いやなことあったの？』『大だい丈じよう夫ぶ？』などと、ルナ先輩を心配するコメントが多数押し寄せ始める。

　不思議そうに画面を見続けるルナ先輩。こんな表情をしているにも拘らず、初めて不安を煽あおるような写真を送ったにも拘らず、誰もが自分のことを心配してくれていることに驚おどろきを隠かくせないようだ。

　さっきまでの真しん剣けんな口調よりも丸く、なだめるような口調に自然となってしまう。

「皆、人気者のルナ先輩じゃなくて、ルナ先輩のことが好きなフォロワーばかりです。そんな奴らだからこそ、悲しい顔だけでここまで反応してくれるんですよ？　だから、ルナ先輩とフォロワーがもっと悲しくなるようなことは止やめましょうよ」

「……っ」

　ポタポタと大おお粒つぶの涙なみだが画面には落ち、それでもルナ先輩は嚙かみ締めるかのようにコメントを見続ける。ルナ先輩のスマホには何通ものメッセージが入り、着信までもが掛かかってくる。着信に出ることができないくらいにルナ先輩は嗚お咽えつを漏もらし、その場にへたり込んでしまう。

　年上の先輩を泣かせてしまった。けれど、悪いとは思わない。むしろ、間違いや当たり前のことを知らせることができて良かったとさえ思う。

　ワンピースを拾い、ルナ先輩へと差し出す。

「風邪かぜ引いちゃいますから着てください」

　先ほどまで俯うつむいたままのルナ先輩は、気づけば俺を覗き込んでいるではないか。

「……本当にそれだけかな？」

「……。正直、目のやり場にも困ります……」

「……アハッ！　アハハハハ！」

　正しよう真しん正しよう銘めい。飾かざり気けのないルナ先輩の笑い。

　今後、ルナ先輩が俺たちとどう接していくかは分からない。けれど、どんな形をとるにせよ問題ない。そう思えてしまう。

「ルナ先輩は人気者なんですから、もっと自分をさらけ出しても大丈夫ですよ。ちょっとやそっとじゃルナ先輩のこと嫌きらいになる人はいませんから」

「じゃあさ。太郎君はルナのこと嫌いじゃない？」

「俺、ですか？　!?　ちょ──、」

　中ちゆう腰ごしになっていた俺も思わず尻しり餅もち。ルナ先輩がグイッ、と詰つめ寄ってくる。前はワンピースで隠れているが、全すべてを隠せているわけではない。ところどころ肌はだは露ろ出しゆつしたままであり、ローズ系の甘い香かおりとルナ先輩特有の空気が混じり合い思考を揺ゆらす。

「嫌いじゃない？」

「そ、そりゃまぁ……」

　吸い込まれそうな瞳が閉じるくらいの笑み。

「そっか。ありがと♪」

「ど、どういたしまして……」

　答えに満足したらしく、ルナ先輩は離はなれてくれる。

　未いまだに目め尻じりに涙が溜まっていただけに、不覚にもドキッ、としてしまった……。

　これが、泣き笑いの威い力りよくか……！

　やっぱり、この人はズルいほどに可愛かわいい。

「どうしたの太郎君？　あ、今いま頃ごろ、ルナの下着姿に緊きん張ちようしてるんだ♪」

「は、早く服着てください！」

「アハハ！」

　多くの男女を振ふり回しても許されるだけの魅み力りよくを持っている。

　背中を向けてルナ先輩の着き替がえを待っていれば、俺を呼ぶ、聞き慣れた泣き声が微かすかに聞こえてくる。

「いけね……、サリュのことすっかり忘れてた……」

　着替え終わったことを知らせるように、ルナ先輩は俺の背中を押しながら言う。

「ルナは大丈夫だから、行ってあげなよ」

「ありがとうございます。先生にバレないように気をつけて帰ってくださいね」

「うん。また明日あしたね」
















　倉庫内から手を振ってくれるルナ先輩と別れ、サリュを探しに山道を駆かけていく。




　声を頼たよりに走ること数分。

「うお!?　な、なんだぁ!?」

「ぎゃああああ！　出た───！」「化物だぁ！」「皆みんな、逃にげろ───！」

　リア充じゆう、非リア充、それどころか教師までも。十数人の人々が、宿の方角を目指して山道を全力疾しつ走そうしていく。

　その最後列には、

「ぶわぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　タロ様ぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！　どこに行かれたのですかぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！　サリュを１人にしないでくださいよぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　泣き叫さけぶのは、もはやサリュでもミラノでもない。

　草の根かき分けて俺を探してくれていたのだろう。白ワンピースは葉っぱや草にまみれ、ツインテを縛しばっていたヘアゴムは外れてしまっており、ボサボサになってしまったウィッグは反転してしまっている。

　その姿は貞さだ子こ。サリュの新モード、貞子モードの完成である。

「貞──、じゃなくてサリュ！」

「タ、タロ様……？　タロ様ぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　いつもは愛くるしさを感じるが、貞子ルックのサリュが接近してくれば怖さのほうが濃のう厚こう。

　抱だきついてくるサリュのウィッグを取り払はらえば、いつもの可愛いサリュ。

「良かったですぅ[image: ～][image: ～]……！　てっきり帰らぬ人になっているのかと……！　ううっ！　皆みなさん、酷いんですよう！　一いつ緒しよにタロ様を探してほしいとお願いしてるのに、サリュの顔を見て逃げ出すんですよぅ！」

「そりゃ、ウィッグ逆向きで迫せまられたら、誰だれでもビビるわ……」

　いつもなら避さけられてると凹へこんでいるだろうが、そんな余よ裕ゆうもなかったようだ。

「悪かったな。でももう大丈夫だからさ。それに、お前のおかげで度肚試どきようだめしがヌルゲーになったから展望台行こうぜ」

　自分のおかげの意味がイマイチ分かっていないサリュだったが、安心したのは確からしい。

「はいですっ♪」

　いつものハキハキとした返事をし、共に展望台を目指して歩き出す。




　時刻は深夜０時前。石階段を上りきり、俺たちは展望台へと到とう着ちやく。

　少し出っ張った高台にウッドデッキの板が敷しかれ、その中央にちょこん、と１脚きやくのベンチがあるとても小さな展望台。

「わぁ[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

　小さくともお構いなし。サリュは上じよう機き嫌げんに鉄てつ柵さくから顔を出し、ずっと遠くに見える街の灯あかりに目を奪うばわれている。ちゃんと目に焼き付けたいのかヘアピンで前まえ髪がみを留めて、ピョコピョコとつま先に力を入れたり、踵かかとを地面に付けたり。

　先にベンチへと座れば、気づいたサリュも真横へと詰めてくる。３人用のベンチなのにもはや１・５人用。

「お星様も綺き麗れいですねー」

「そうだなぁ」

　空を見上げれば満天の星。山道を登っている頃ころからずっと光っていたが、目の前に広がる景観、はたまたカップルムードだからか、サリュの言うとおり綺麗に見えてしまう。

「もちろんタロ様のほうが綺麗ですっ」

「嬉うれしくねーよ……」

　俺を美で褒ほめるな。

　スマホで時間を確かく認にんすれば、ついに日付が変わってしまう。

「サリュ、林間学校はどうだった？」

「はいっ！　来てよかったですっ♪」

　即そく答とうで答えてくれ、３日前までのサリュが噓うそのよう。

「沢たく山さんの方とお友達になれたのに、夏休みが来てしまうのが残念なくらいです。でもでも！　ヨッシーさんたちが遊びに誘さそってくれました！　今から凄すごくワクワクするです♪」

　確実にサリュは皆のヒロインへと成長をしているのは間ま違ちがいない。

　好意のある人物としか関かかわれなかったサリュも、今では赤の他人だった人物とも仲良くなれるレベルにまで成長している。

　明日になれば、悪意のある人物とも仲良くなれるかもしれない。

　いや、もはや悪意の『あった』人物だろうか。

「でもでも１番の思い出はですね」

「思い出は？」

「タロ様と最後の夜に、おデートしていることです♪」

　右みぎ腕うでにぴっとり抱きつかれ、肩かたに頭を載のせてくるサリュ。

　進行形かよとツッコみたいものの、今くらいは何も言わないでおこう。




　　　　※　※　※




　４日目の朝。長いようであっという間だった林間学校が終しゆう了りよう。

　行き同様、バスに揺られて学校を目指すのだが、休きゆう憩けいがてら寄る先は天文科学館。自然の星を昨夜、満まん喫きつしたというのに明らかなミスマッチである。

　プラネタリウムドーム内は絶好の居い眠ねむりスポット。星を観みるためのリクライニングシート、僅わずかな明かりしかない真っ暗な空間、超ちようどうでもいいナレーション。序じよ盤ばんから爆ばく睡すいを決め込んでしまう。

　20分があっという間に経過し、徐じよ々じよに明るくなったタイミングで起き床しよう。横のサリュは起きていたのかというと、夜よ更ふかしが祟たたって寝ね息いきを立てている。

　前髪が長いために眠っているか判別しづらい。コイツ、授業中に居眠りしててもバレないんじゃね？

「サリュー、終わったぞ」

「んー……。やぁっ。もっと寝たいのぉ……」

　完全に寝ぼけとる。俺ん家ちというかイタリアの実家で寝ていると思っているのか。

「ほれ起きろー」

　やわらかほっぺをプニプニし続ければ、ようやくに目が覚める。

「ん……？　ここは……。！　……あぅ。学習中に居眠りしちゃったですぅ……」

　一応は優等生。罪悪感はあるようだ。

　ドームから出ると、小さな口を隠かくして欠伸あくびを我が慢まんしていたサリュが「ひっ……！」と声を上げる。もはや眠気も吹ふき飛んでしまう。

　サリュの視線の先には、壁かべにもたれ掛かかったルナ先せん輩ぱい。俺たちを待っていたようで、接近してくる。

　何をされるか分からないと不安なサリュは俺の背中へと隠れてしまうが、もう怯おびえる必要がないことを俺は知っている。

「サリュ、もう大だい丈じよう夫ぶだから顔を上げてみろ」

「……？」

　言われるがまま、顔を上げたサリュの目の前にはルナ先輩。

　スマホを取り出したルナ先輩は、笑え顔がおの作り方を忘れてしまうほど緊張している。

　トレードマークの笑顔はない。けれど、今のルナ先輩こそが本当の姿なのだ。

「……ねぇ、ＩＤ交こう換かんしよ？」

　散々サリュにちょっかいをかけたにも拘かかわらず、ルナ先輩はサリュと友達になりたいと願っている。それは数少ない自分の本ほん性しようを知っている人物だからか、はたまた嫉しつ妬としているだけで嫌きらいではなかったからか。

　それは友達にならないと分からないが、両者ともだと俺は思う。

　サリュとしては、昨日の一件を知らないだけに理解不能。しかしながら、ポケットからスマホを取り出して自分のＱＲコードを差し出す。

「……いいの？　散々、酷ひどいことしたのに？」

「タロ様が大丈夫と仰おつしやいましたので……。信じるですぅ」

「うん、ありがとう……」

　互たがいが無む駄だに緊張しながら、ＩＤを交換していく姿は似た者同士。

　ＩＤを交換し終え、サリュは満足げスマホを抱かかえる。

「改めてよろしくですっ、ルナさん」

「うん♪　よろしくね、サリュちゃん！」

　３泊ぱく４日の最後の最後で、もっとも大きなことをサリュは成し遂とげた。

　それは自分への悪意、敵意があった人間と分かり合おうとすること。

















エピローグ






　夏休みに入って早２週間が経過。

　俺とサリュは夏祭りにやって来ている。地元で開かい催さいされている祭りでそこまで大きくはないものの、出店以外にステージ公演があることから、中々に人が集まる祭りである。

　本日の俺たちのメインイベントはレインダンスのステージ観戦。サリュはルナ先輩に誘われ、俺は桜に誘われた。桜が誘ってくるのは地味に初めてかもしれない。いつもは授業参観のオカンばりに別に来なくてもいい感を出すのに。

　それだけ熱が入っているのは、ルナ先輩が『そこそこ』まじめに練習に参加し始めたからだろうか？

　ライブが始まるまでのサブイベントは出店巡めぐり。サリュいわくデート。

　着物に身を包んだサリュは、日本ＬＯＶＥな外国人を彷ほう彿ふつ。

　公園にある花か壇だんのレンガブロックに腰こし掛かけながら、出店で買った食べ物を満喫中。

「はいタロ様♪　たこ焼きあーん♪」

　一いつ生しよう懸けん命めいにフゥフゥし終えたサリュが、嬉き々きとした表情で差し出してくる。

「あーん……」

　たこ焼きを飲み込んだタイミング。

「はいタロ様♪　ソースせんべいあーん♪」

「い、いや……もう、恥はずかしいから……、」

「あっ。お口に青のり付いてるので拭ふき拭きするです♪」

「お、おう。サンキューな……」

　ポンッ！　とビー玉を押し込み、炭酸が落ち着くのを待つこと数秒。

「はいタロ様♪　ラムネもどうぞ♪　それゴクゴク♪」

「俺は爺じいさんかいっ！」

　こんなもん、もはや介かい護ごじゃねーか！

「？　じゃあサリュはお婆ばあさん？」

「結けつ婚こん前提でタイムリープをするなよ……」

　はたから見れば間違いなくバカップルに見えているのは間違いない……。

　サリュは顔の側面に付けたお面を、ぐるりと半回転させて装着。

　仮面ライ○ー１号に変身。

「コレあれば目の色がバレないですっ。学校生活はバッチシです！」

「ゴーグルと変わんねーじゃねーか」

「そこでサリュは考えましたっ」

「！　これは……」

　通つう販はん番組さながらに、じゃじゃーん♪　とサリュが俺へと差し出してくるのは同じお面。

「ペアルックで仲良く登校しましょう♪」

「死んでも嫌いや」

「ええっ!?」

　ハイテンションからローテンションへ。「桜さんのためにＶ３も用意したのに……」としょんぼり。３人で登校してみろ、ショ○カーじゃなくて国家権力が襲おそってくるわ。

　ラムネを飲み終わり、時刻を確認すれば、19時前と程ほどよい時間。

「よし、そろそろ桜たちの出番だし行こうぜ」

「はいですっ♪」と返事をするサリュとグラウンドへと続く階段を上っていく。




　ステージ公演こそが夏祭りの目玉イベント。前もって申しん請せいしていれば誰だれでも参加できるという緩ゆるいもので、地元の中高生などの吹すい奏そう楽がく部ぶであったり、ジジババの民みん謡よう舞ぶ踊よう、個人での一芸なんかもＯＫな催もよおしである。

　優勝したからといって賞金や景品は無いものの、自分たちの成果を発表する場所としては丁度良いイベントと言えよう。

　階段を上りきれば、普ふ段だんは小学生の遊び場なグラウンドも今日ばかりは装よそおいが異なる。

　一夜限りの簡易ステージが設営され、ステージを囲うように観客が多数来場。

「今日はやたら多いな……」

　しかも見覚えのある学校の生徒ばかり。文化祭なのかと勘かん違ちがいしてしまうレベルで、全員がレインダンスのステージを見に来たらしい。

　まぁ俺とサリュもそうなのだけれど。

　なんとか潜もぐり込んでステージの最前列へと移動。

　しばらくして、Ｂ‐ＢＯＹ系の男がステージ上で披ひ露ろうしていた、悪い奴やつが大体友達で母親にマジ感謝するラップが終了してステージから捌はけていく。

　捌けた直後。いよいよ出番だと、それぞれがそれぞれの推おしメンを叫さけび続ける。

「「「ルッナルナ！　ルッナルナ！　ルッナルナ！」」」

「「「さっくらたん！　さっくらたん！　さっくらたん！」」」

「「「オーカ様っ！　オーカ様っ！　オーカ様っ！」」」

　司会の男性も、観客の熱の入れようにテンションが上じよう昇しよう。

「皆みなさん、お待たせいたしましたぁ！　女子高生３人組バンド、レインダンスの登場でーす！」

　止めど無く押し寄せる歓かん声せいとともにレインダンスの３人が登場。

　学園指定のスカートにお手製のバンドＴシャツというラフスタイル。

　ルナ先輩が「やっほー♪」と微笑ほほえみかけるだけで、男女問わず悲鳴にも近い歓かん喜きの声が湧わき上がる。サリュが控ひかえめに手を振ふれば、気づいたルナ先輩が「いえーい♪」とサリュだけにピースサイン。振ってくれたのが嬉うれしいのかサリュは照れている模様。

　ルナ先輩の挨あい拶さつが長いからか。話を切るように、朝霧さんのドラムスティックがカッ、カッ、カッ、と始まりの合図を告げて三さん位み一体の音楽がスタート。

　先せん陣じんを切るように桜のギターが駆かけ巡る。絶え間なく鳴り響ひびく音の雨を、正確無比なドラムが重なり、ベースが音に厚みを加重させる。重厚感がとてつもない。

　その重厚感に負けないルナ先輩の歌唱力は圧巻。幾いく層そうもの音階を使い分け、歌詞に相応ふさわしい声を脚きやく色しよくしていく。

　まるでライブハウスで聞いているかのような臨場感を与あたえられる。

　相変わらず桜の作った歌詞・曲は最高だ。身体からだがリズムを刻んでしまう。

　純じゆん粋すいなファンになってしまう。

　心臓に語りかけてくるような桜のギターソロ。思わず前のめりなれば、桜と目が合った気がして思わず応おう援えんしてしまう。やっぱりアイツは、ギターを持っている姿が１番輝かがやいている。

　あっという間にレインダンスの演奏が終しゆう了りようしてしまう。




　俺とサリュは差し入れの缶かんジュースを持って、ステージ裏のハリボテで休んでいる３人のもとへ。

「お疲つかれ様」

「あら、ありがとう」

　朝霧さんは一つ結びしていた髪かみを解き、渡わたしたジュースで喉のどを潤うるおしていく。このワンシーンで清せい涼りよう飲料水のＣＭオファーが来そうだよなぁ。

「いえ～い♪」「ひ～ん！　ウザ絡からんでくるよぅ！」

　ルナ先輩へとジュースを渡しに行っただけで何故なぜそうなるのか。ルナ先輩がサリュと２ショットを撮とろうと追いかけっこ状態。もはや遊んでいる。

　２人が緊きん張ちようしていたのはＩＤ交換のときのみ。関係性は以前までと殆ほとんど変わらず、サリュからは恐きよう怖ふ心しん、ルナ先せん輩ぱいからは嫉妬心が抜ぬけたような形である。仲は良さげだ。

　２人はそのままフェードアウト。

「何やってんだか……」

　２人のやり取りに呆あきれていると、桜に腕うでを摑つかまれる。

「？　どうした桜」

「ねぇ、太郎。ちょっといい？」




　桜へ連れて来られたのは、グラウンド外周にあるベンチ。

　どうしたのだろうか。渡した缶ジュースを開けることもせず、ただ桜は俯うつむいている。

「この前の水着コンテストのときのニコ生放送でさ。太郎、サリュちゃんを学園の人気者にした後のこと、はぐらかしてたよね？」

「！　……よく分かったな。でも、どうしてそんなこと聞くんだ？」

「単刀直入に言うよ？」

「お、おう？」

「それってさ。私が太郎と恋人になれる可能性もあるんだよね」

「……へ？」

　一いつ瞬しゆん、時間が止まったかのような感覚。

　喋しやべるという機能を忘れ、聞き返すことも許されない。

　いつのまにか顔を上げている桜の顔が、幼おさな馴な染じみの顔ではなく、異性の顔になってしまう。

「ちょっと頭に入れといてね。今日呼び出したのは、それだけだから」

　立ち上がった桜は俺の顔を見ないまま、

「言っとくけど冗じよう談だんじゃないよ？」

　そう言い残し、そのまま元の場所へと戻もどっていってしまう。

　ようやくに自分の時間が戻ってきたとき、否いや応おうにも顔が赤くなっていく。

「い、今のって……こ……、告白、なのか……？」

　呆気あつけに取られてしまっていると、ベンチ近くの街灯から顔を覗のぞかせていた少女と目が合ってしまう。

　サリュだ。

「お、お前、いつのまに……！」

「Non potrò mai dareサリユは絶対負けないもん…………」

「な、何？」

「サリュは絶対負けないもんっ！」

「!?」

　大おお股また気味に、ズン！　ズン！　ズン！　と迫せまってくるサリュはいつもには感じられない威い圧あつ感かんがにじみ出ている。

「タロ様。お願いがあります」

「？　な、なんだよ──、!?　お、おい！」

　前まえ髪がみをヘアゴムで止めた美少女モードのサリュが、俺をジッ、と見つめる。

「い、いくら人がいないから──、「聞いてください」」

　真しん剣けんでいつもよりも抑おさえ目のトーン。

「サリュの恋れん愛あい禁止条例を解除してください」

「！」

　なぜ、そんなことを言い始めたのかは分かっている。間ま違ちがいなく桜の言葉を聞いてしまったからだろう。

「サリュだけ蚊帳かやの外は我が慢まんなりません！」

　サリュのいつになく強気な発言、桜の告白に、俺も混乱してしまっている。

「わ、分かった……。条例は解除する……」

「約束ですっ」

　俺とサリュは小指を絡ませ、恋愛禁止条例の解除を誓ちかう。








あとがき






　いかがお過ごしでしょうか、凪なぎ木きです。先せん輩ぱい方が使ってなさそうな、あとがきの入り方をチョイスしてみたのですが、いかがでしょうか。どうでもいいとか思わないでください。

　めでたくも前まえ髪がみオープンの２巻を発売することができました！　これも１巻の表紙に目を奪うばわれて買ってしまった美少女ハンターな皆みな様さまのおかげです。美少女ハンターの皆様、本当にありがとうございます。いつまでもムッツリでいてください。

　冷ややかな視線ありがとうございます。




　今回は８Ｐ分のあとがきが課せられているのですが、僕は何を書いたらいいのでしょうか……？　１巻の時点であとがき不要説を内心では唱えていて、次巻では卑ひ猥わいな言葉を連発してもバレないとさえ思っていました。ですが、Ｔｗｉｔｔｅｒでいただいたメッセージで、あとがきに触ふれてくださる方がチラホいて僕の計画はおじゃんになりました。

「あとがき良かったです！」「作品は!?」と１人でツッコミをしたのは記き憶おくに新しいです。

　次回は本編５ページ、あとがき２５０ページくらいで、表紙タイトルが『読者の時間を生いけ贄にえに、凪木の昔話をオープン』でお送りしようと思います。

　この場合、１番困るのはイラストレーターのすし＊さんでしょうね（笑）。




　冗じよう談だんはさておき。先程もチラリと触れましたが、Ｔｗｉｔｔｅｒは便利かつ大変ありがたい代しろ物ものだと痛感する今日このごろです。宣伝もできれば、読者さんからのメッセージもいただくことができるのですから。メッセージをいただいた方は学生さんがやはり多く、ストレートに思いを伝えてくださり若さをひしひしと感じます。本当に励はげみになります。

　大人になると、素直な気持ちを伝えられないダーティーな存在になっていきますから、そのピュアな気持ちは失わないでほしいです。

　とはいうものの、自分が高校生の頃ころを思い返してみても、人に感謝するために行動したことなどあったのか疑問です。恋こいダンスでお馴な染じみのガッキーが、ブレイクするきっかけのポッ○ーのＣＭをワンセグで見ながら、部活前に友達と「ガッキ───ィィィィ！」と発はつ狂きようしていた記憶はしっかりあります。今、Ｙ○ｕＴｕｂｅで調べて、なっちー（懐なつかしい）過ぎて泣きそうです。




　今の子たちはワンセグとか分かるのかな？　知らねーよオッサンとか言われそうで、ジェネレーションギャップを感じちゃいます。僕が高校生の頃に日本で初めてｉＰｈ○ｎｅが発売されたのですが、あのときはガラケーが当たり前でした。ミーハーな友達が１人だけｉＰｈ○ｎｅを持っていて、「はいはい出ました。使いこなせないくせに持ってるパターン。ジョブズ気取んな」とそいつを毎回からかっていた記憶があります。

　数年後、自分もｉＰｈ○ｎｅを購こう入にゆうしていることも知らずに（笑）。

　本当に何が流行はやって、何が廃すたっていくかなんて分かりませんね。ｉＰｈ○ｎｅ最高。

　今、ドロイドですけどね！




　あの頃が本当に懐かしいです。部活で青春の汗あせを流し終え、お馴染みのコンビニでたむろする。そんな素す敵てきな日々でした。

　そのコンビニには取り付け型のスロープが設置されていたのですが、僕たちのたむろ場所はスロープ横の段差です。ある日、４人くらいでいつもどおり段差でたむろしていると、すごく可愛かわいい女子高生がコンビニから出てきたんです。僕と１人の友達は、可愛いなぁくらいで座りながら見ていたのですが、その女子高生がスロープを使って降りようとしたとき奇き跡せきが起こったんです。

　強めの風がスロープに吹ふき、良い感じに風を巻き上げたんです。そうです、神風です。神風がありえないくらいＪＫのスカートをふぁっさぁ……と。そりゃもう、ふぁっさぁと。

　真っ赤になるＪＫが僕たちを見てこようとした瞬しゆん間かん、シンクロするかのように２人一いつ斉せいにサッ、と俯うつむきました。

　女子高生がいなくなった瞬間、真顔で顔を見合わせ、

「「黒！」」

　あの日見たパンツの色を僕達はまだ知らない。

　それから僕たちはコンビニ前のスロープを、ふぁっさぁーロードと名づけました。

　ふぁっさぁーのアクセントは、ふぁっ[image: ←]さぁー[image: →]です。

　今、真しん剣けんにアクセントを覚えようとしている人とは仲良くなれそうです。

　事件以降、毎回美少女が通るたびに、「風来い、風来い、風来い……チッキショ─────！」となっていました。あれほど風使いになりたいと思ったことはありません。

　素敵な日々ですよホント。

　このパワースポットは全国のコンビニにあるでしょうが、社会人の方は絶対に使ってはいけません。中高生の方は……。僕の口からは何も言えません。

　次回以降は刑けい務む所しよで原げん稿こうを書いているかもしれません。




　閑かん話わ休きゆう題だい。今巻が発売されるのは５月末となっていますが、新生活が始まった方々は新しい環かん境きようには慣れましたでしょうか？　１巻のあとがきでもこんな感じのくだりがありましたが、学生さんは友達ができましたでしょうか？　「……」の学生さんは、まだ間に合う。頑がん張ばれ。

　僕が高１のときの初めての友達は、テニス部の体験入部で横にいた奴やつでした。気が合って話していくうちに同じクラスだと判明し、つるみ始めた感じです。それまでは席隣どなりの奴と話していたのですが、どうにも合わなくて無理やり合わしていたから嬉うれしいのなんの。というか、２、３日同じ教室にいたはずなのに、テンパってたからか全然気づかなかったんですね（笑）。そいつと知り合って10年くらい経ちますが、今でも１年に１回はグループで集まって飲んだりしています。色々と変わることはありますが、相変わらずザイル歌ってました。タイムラインでは、ひっくい車高の車を自じ慢まんしてました。坂で擦すれ。

　山口の話はどうでもいいとして、本当に些さ細さいなことで友達はできると思います。僕の場合は、１人で行くの嫌いやだなぁと思いながら参加した体験入部です。友達ができたという人も、そんな感じじゃないでしょうか。ほんの些細なきっかけで友達はできます。現状、ぼっちの人は、ちょっとでいいから動いてみてください。頑張れ！　凪木も残りのあとがき頑張るから！




　突とつ然ぜんですが、読者さんに質問です。あとがきでは作品について語ったほうがいいんですかね？　このキャラのココが苦労したとか、この場面でココがつまったとか、ハンドリは是ぜが非ひでもボツにさせたくなかったなど。言おうと思ったら色々お話しはできるのですが、ただでさえメタっぽい作品ですし、何より読者さんに「言い訳くせー凪木うぜー」と言われそうで悩なやんでいます。

　今巻では振ふり返かえるような発言を控ひかえようと思いますが、「お前の身の上話より、作品について語れ」という方が多そうな場合は、今後以降に機会があれば。

　これだけはボヤかせてください。『わしの名は。』『けだものフレンズ』、このパロをどこかで使いたかった。わりかし切実に……。




　パロって、叩たたかれるのは分かってても使いたくなるんです。１巻のコシノジュン○とか。パロじゃない気は僕もしています。

　コシノジュン○さんで笑ってくれた人はヤバいですね。色んな意味でヤバイです。20代以降で笑ってくれた方は美味おいしい酒が酌くみ交わせそうです。10代で笑うというか知っている子は、何で知ってんねんと問いただしたいところです。そのあと、ジュース奢おごります。

　絶対、担当さんに、「しょうもないことに力入れんで、もっと物語を煮に詰つめろカス」って思われてますわ。このあとがきを担当さんに送って、何もリアクションが無ければそういうことなんです。リアクションがあったとしても、内心では「分かってんじゃねーかカス」って感じでしょう。

　サリュ的に言うと、「世せ知ち辛がらいですぅ……」。

　気持ち悪くてすいません。




　ここからは謝辞を。話の切きり替かえ下手くそか。

　本当は優しい担当さん。１巻の反省を活いかして２巻は早めに仕上げるとホザいておいて、１巻よりも初しよ稿こうがギリギリになってしまい本当にごめんなさい。もはや信用されないでしょうが次は急ぎます。噓うそじゃないです。約束破ったら奥歯むしります。着ちやく払ばらいで送ります。

　イラストレーターのすし＊さん。作品に命を吹き込んでくださり、ただただ感謝に堪たえません。今巻でも可愛いイラストをありがとうございます！　癒いやされます！

　最後はもちろん読者様。１巻だけでなく２巻、こんなあとがきまで読んでださり、本当にありがとうございました！　時間は有意義に使ったほうがいいですよ。冗談ですやん。




　それでは！





Ｐ．Ｓ．ＪＫにボコボコにされている成人がいたら、助けてあげてください。




凪木エコ










凪木エコ

●なぎきえこ



第29回ファンタジア大賞にて金賞を受賞。

ゆとり世代ド真中な関西人。

生年月日は総選挙で１位だったことのあるアイドルと同一。

ホットな時期はネタになったけど、最近は周囲の反応が芳しくないです。

今、ここを読んでいる読者さんが真顔なのも知っています。

凪木のことは嫌いでも、この作品のことは嫌いにならないでください。



















カバー・口絵・本文イラスト／すし＊

デザイン／ＡＯ ＤＥＳＩＧＮ












俺おれの青せい春しゆんを生いけ贄にえに、彼かの女じよの前まえ髪がみをオープン２








凪なぎ木きエコ
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